
        
            
                
            
        

    

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　グランツバッハ帝国にてブレットを倒し、様々な後始末を終えた俺たちは飛行機に乗っていた。

　目指すはジオラル王国。

　乗っているのは、俺、フレイア、クレハ、セツナ、グレン、そして大事な荷物。

　イヴはここにはいない。

　魔王としての仕事があり、一足先に竜騎士たちと共に魔王領に戻っている。

　俺はジオラル王国でやるべきことをやったあと、イヴを追いかけて魔王領に行くつもりだ。愛いとしい女がいるからであり、やり残している仕事を終わらせるために。

「……この飛行機も限界か」

　機体にかなりガタが来ている。

　そのため、フレイアに任せず俺が操縦している。

　飛行機はさきの戦いで大破してしまった。修復を試みたが、材料である竜素材が手に入らず無理やりつなぎ合わせただけだ。完全な修復はできていない。

　鉄などと違い、溶かして再成形とはいかない。

　だましだまし使ってきたが、折れた箇所を無理に補強したせいで他の箇所へ負荷が増大しており、さらに故障箇所が増える悪循環。

　もう、ごまかすこともできない。

　速度は落ち、耐久力もない、ちょっとでも無理したらばらばらになってしまう。

「さすがはケヤルガ様ですね。私、怖くて操縦できる気がしません。さっき、ぼきって音が鳴ったとき、もう駄目だって思っちゃいました」

　いつもなら、飛行機の操縦を担当しているフレイアが申し訳なさそうに声をかけてきた。

　淡い桃色の髪をして、魅力的な体つきの少女だ。あまりにも機体の状態が悪く、さきほど操縦の交代を申し出た。

「これを作ったのも修理してるのも俺だからな、どこがどれだけやばいか、どこまで無理できるかがわかるんだ。それでも、かなり危険で疲れるが」

「交代してあげたいのですが、ごめんなさい」

　綱渡りのような操縦を要求される状態だ。フレイアに任せるほうが怖い。

　ここは我慢して俺が操縦するしかない。

　フレイアだけでなく、クレハも飛行機の状態は気にしているらしい。銀色の髪を押さえながら、憂いを帯びた表情で口を開く。

「出発前に言っていたわよね。これが最後のフライトだって。飛行機、結構気に入っていたから残念よ。もう、こうして空を飛ぶことはできないのね」

「心配するな、竜素材を使わない飛行機を作ってみせるさ」

　竜素材が手に入らないことと、飛行機が用意できないのはまた別の問題だ。

　竜素材はあくまで、強度の割りに軽く飛行機の素材に最適だったというだけに過ぎない。

「本当ですか!?　よかった。もう、飛行機なしの旅なんて考えられません」

「それには私も同意するわ。これから何度も魔王領とジオラル王国を往復するだろうし、徒歩の旅なんてぞっとするもの」

「片道に早くても二週間はかかるしな。……イヴは竜の死体を譲ってくれるとは言っているが、いつまでも甘えているわけにはいかない。人の力だけで作れる飛行機がいる」

　安定供給と量産は課題だった。

　ちょうどいい機会とも言える。

「でも、できるんですか？　竜の素材を使わないで飛行機なんて」

「ようは、竜素材に匹敵するほど強度と軽さを両立できる素材があればいいんだ。一つ心当たりがある……まあ、それがだめでも力業でなんとかできなくはない」

　脳内にある、賢者の記憶に該当するものがあった。

　材料の調達が面倒なのだが可能だ。

　ジオラル王国でやるべきことが終われば新たな飛行機を作ってみよう。

「さすがです！　新しい飛行機も楽しみ。それはそうと、だいぶ暗くなってきましたね。あとどれぐらいで着きそうですか？」

　目的地はジオラル王国ではあるが、今回の目的地は王都ではなく、新王都だ。

　旧王都はブレットの軍勢によって壊滅している。

　ブレット討伐のために精鋭をグランツバッハ帝国に派遣した上、主力を陽動として吐き出していた王都に抵抗する術すべはなかった。

　だから、王都での戦いは時間稼ぎに終始し、その間に指揮系統を維持できる予備施設へとエレンを始めとした主要人物は避難するという手を打った。

（さすがは、元は鬼畜軍師ノルンだけはある）

　実にいい手を打つ。王都を守ることが難しいのであれば、守らないで生き延びる策を選ぶ。それこそが、王都移転。

　思い付きではないだろう、かなり前からこういう事態を想定し、秘ひ密みつ裡りかつ入念に準備をしなければ不可能。……こういう真似まねは俺にはできない。

　俺たちはその新王都を目指している。

「深夜にはなんとか着く見込みだ」

「あの、夜間飛行なんてして大丈夫なんですか？」

「忘れたか、俺の瞳を」

　俺の瞳が翡ひ翠すい色に輝く。

「【翡翠眼】……たしかにそれなら夜だって問題ないです。でも、それって長時間の使用は結構疲れるはずじゃ」

「まあな。目的地に着くころにはボロボロになるが、もう戦いは終わった。着けば、ぐっすり眠れるから問題ない。……どっちみち、この飛行機で着陸したら、次に飛べるかも怪しい。一日で行くしかないさ」

　体力だけの問題なら、【回復ヒール】でなんとかなるが、精神的な疲れはどうにもならず。壊れかけの飛行機で細心の注意を払いながらとなると消耗も大きい。それでもやるしかないのだ。

　万が一、飛行機がだめになってしまえば、歩きで新王都を目指す。下手をしなくても一週間以上かかる。そんなのはごめんだ。

　フレイアとクレハが動揺して息を呑のむ。

「飛行機がまずいとは聞いていたのだけど、そこまでまずかったのね」

「だから言ったんだ。最後のフライトだって」

　愛着があるこいつと最後だと言ったのは、伊達だてや酔狂じゃない。

　作ってから日は浅いが、ずいぶんとこいつには世話になった。

「その、飛行機がそこまでまずいのなら、グランツバッハ帝国で迎えが来るまで待てば良かったのではないかしら？」

「そんなことしていたら、よその国からのお客様が先に着くからな。あのクソ野郎の身柄を渡すように言われたら面倒だ」

　すでに世界各地にブレット討伐の報は届いている。

　今回の戦いはあまりにも規模が大きく、戦後処理で主導権を取るために、ブレットを手に入れたいと思っている国が多い。

　道理を考えれば、ブレット討伐において圧倒的な戦果を残したジオラル王国が主動を取るべきだと誰もが理解している。

　そして、わかっていてなお自国の利益のために道理を捻ねじ曲げるのが国なのだ。

　多少強引な手を使っても、今回の戦犯を『確保』しようとする。

「ふふふっ、ケヤルガ様ったら照れ隠ししちゃって」

「あら、なにか知っているのかしら？」

「昨日届いたエレンちゃんの報告書を見て予定を早めたんです。いつもどおり、要点がしっかりまとめられていた資料だったんですけど、最後に会いたいって書いて消した跡が。それを見て、ケヤルガ様の顔色が変わったんですよ」

「……それはないとは言わない」

　一刻も早く帰還するのは戦略上必要なことだ。

　だが、同時に今回の功労者を労ねぎらってやりたいとも思っている。

　今回は戦闘ではなく、戦争だった。勝てたのはエレンの力が非常に大きい。

　この話は少々照れくさい、話題を変えよう。

「セツナ、グレン、ちゃんと奴やつを見張っているか？」

　お子様組二人に声をかける。

　セツナは氷狼族の美少女で、白い髪をした狼耳と尻尾が魅力的な少女。無表情でクールな印象を受けるが、実は感情が豊かで、表情の代わりに耳と尻尾に感情が表れる。

　そして、グレンはキツネの神獣であり、ある意味俺の娘でペットのような存在。本性は子ギツネだが、今はキツネ耳美少女になっている。その性格通りの見た目であり天てん真しん爛らん漫まんを絵にかいたような子だ。

「んっ、ばっちり。怪しいことをしようとしたら、処分する」

「ご主人様、何度も言っているの。こいつはもうただのカスなの。グレンが見張る必要はないの」

　後部座席には荷物……俺のターゲット、少年好きの変態神父を積んであり、二人に見張らせていた。

　もっともブレットは特製の麻ま痺ひ毒を飲ませ、両手両足を砕き、腱けんを切った上で縛り、猿ぐつわを噛かませ、目隠し、拘束衣を着せてある。

　さらには俺の【改悪ヒール】により、一般人レベルにまでスペックを落とし、さらには、フレイアの手で全身に魔術式を彫られていた。

　ジオラル王国に伝わる拷問術であり、拘束術だ。

　いくら魔力を集めても肌に刻まれた魔術式に魔力が流れ、あたりを無意味に照らす魔術へと変換される【魔術士殺し】。

　それはただ魔術を使えなくするだけでなく、全身に毒素のあるインクで刺青いれずみを刻むようなもので体への負担が極めて大きく。一般人にされた上に、そんなものを彫られれば、日常生活すらまともにおくれない、芋虫状態だ。

「あの、そこまでやっていれば何もできないと思いますよ」

「ブレットじゃなければな。こいつなら、この状況からでも何かできるかもしれない」

　一般人以下の肉体にされ、骨は砕かれ、腱は切られ、その上に魔術士殺し。

　理論上、何一つできることはない。

　それでもこいつならと考えてしまう。

「……用心しすぎに見えるけど、私も警戒が必要だと思うわ。ここまで私たちを苦しめて、たった一人で世界を滅ぼしかけた人だもの」

「こいつの恐ろしいところは、その精神力だよ。どんな状況だろうが諦めず、正解を選び続けることだ。あれだけ毎日拷問を受けて……それでもこいつは、俺がこいつを飛行機に乗せたとき笑ったんだ」

　共に戦った精鋭たちの中にも、家族や友、恋人を黒い化け物に奪われ、ブレットを恨んでいるものは非常に多い上、ありとあらゆる情報を引き出すために拷問が必要という建て前があった。

　だから、俺が復ふく讐しゆうを行う前に、ジオラル王国の精鋭たちに好きにさせた。

　今回連れてきたのは、軍じゃなく、国内の特級戦力だ。

　ゆえに、拷問のプロフェッショナルもいる。

　そして、ジオラル王国はその国柄から、拷問を行う機会は非常に多く、拷問のプロの練度、技術、残忍さは世界一。

　なにより、けっして殺さない。死ぬことで楽になるなんてことは許さない。

　それだけの技術を持ったプロが、憎しみを込めて行う拷問はこの世の地獄だ。ある意味、俺がやるより酷むごい。

　見学させてもらったが感心したものだ。一時間もあれば、どんな高潔な騎士もプライドを捨て、命乞いをすると確信した。

　そんな拷問を数日間受け続け、それでもなおブレットは壊れていない。

　今の所、やつは何も動いていない。

　だからこそ、逆に怪しいと思っている。

　向こうへ着いて、俺が用意した趣向での復讐さえ終えれば殺す。

　死体は、この世界の敵として公開し辱めてやろう。

　……欲を言えば、生きたまま辱めてやりたいのだが、それはあまりにも危険すぎる。

「もう一度言う。セツナ、グレン、くれぐれも油断するな」

「んっ、わかった」

「やー、もー、ご主人様は心配性なのー」

　二人が対照的な返事をする。

　グレンのほうも、気が抜けた返事だが警戒は怠っていない。なんだかんだ言って、言われたことはきっちりやってくれる子なのだ。

　俺はそれを見届け、再び操縦に集中した。




　　　　◇




　飛行機は空を飛び続ける。太陽が落ちた。

　今日は月も星もまったく姿を見せない漆黒の空、【翡翠眼】がなければ夜間飛行はできなかっただろう。

　そんな中、慎重に飛び続け、いよいよ目的地が見えた。

「さあ、そろそろ高度を下げる。全員、祈っておけよ」

「えっと、何をでしょうか？」

「決まっているわ。着地の衝撃で飛行機がばらばらにならないようによ」

「んっ、セツナは落ちても大丈夫なように準備おっけー」

「ご主人様、さっさと上着を緩めるの！　そっち行くの！」

　この中で一番身体能力が低いフレイアから悲鳴が聞こえ、グレンは子ギツネの姿に戻ると俺の上着の中に潜り込み、顔だけ出す。

　そこが一番安全なのだと思っているのだろう。

　クレハとセツナは動揺していない。彼女たちなら余裕で切り抜けられるだろうし、その自信がある。

　苦笑し、機首を下げる。

　ゆっくりと高度を下げていく。

　いつもの調子でやれば翼が折れてしまう。

　風のクッションで衝撃を殺しつつ、滑らせるようにして胴体着陸。そして、風のブレーキをいつもよりも優しく展開。

　殺せなかった衝撃が機体を揺らし、左翼が折れ、胴体にヒビが入った。

　その瞬間、感覚でわかった。

（ああ、こいつはもう二度と飛べない）

　徐々に速度は落ちていき、完全に止まる。

「なっ、なんとか保ちましたね」

「ぎりぎりだったわ」

「んっ、ちょっと怖かった」

「やっぱり飛行機は嫌いなの！」

　それぞれに感想を言いながら飛行機を降りる。

　ブレットはクレハが抱えた。

　そして、城を目指して歩き出す。

　俺は一人残り、飛行機の機首を撫なでる。

「お疲れ様、おまえがいなければ、間に合わなかった。……今までありがとな」

　先の戦争は飛行機があったからこそ、無む茶ちやな作戦ができた。

　こいつも今や立派な相棒だ。

　最後まで飛び続けたこいつに感謝し、こいつと飛んだ経験を新型に活いかす。そうすることで、こいつはこれから作るすべての飛行機の中で生き続けるんだ。

「ケヤルガ様、どうかなさったんですか？」

「いや、なんでもない。そっちに行く」

　久しぶりにエレンの顔が見られる。

　元気でやっているといいのだが。

（きっと仕事に忙殺されているだろうな）

　俺たちの仕事は戦うことで、ブレットを倒したときに終わったが、エレンの仕事はむしろ戦いの後のほうが多いのだから。

　せめて、少しでも気持ちが楽になるよう、俺が癒やしてやろう。







[image: 第一話：回復術士は王になる？]







　飛行機の着陸と共に、ジオラル兵たちが集まってくる。

　今日到着することはエレンに伝えていた。

　彼女が手配してくれていたのだろう。

　飛行機を錬金魔術で分解してしまう。

「それを倉庫に運んでくれ、丁重にだ」

「はっ、かしこまりました」

　飛行に使っていた竜素材は疲労がたまり過ぎて、他のものに流用することも難しい。

　保管しておくことに意味はない。

　それでも、こうするのは感傷だ。

「そして、そいつも運んでくれ。違った意味で丁重にな」

「もちろんです。ケヤルガ様の注文通りに特注の牢ろうは完成済みです」

　そいつとは、身動き一つ取れないよう拘束した、【砲】の勇者ブレットのことだ。

　用意させた牢はセツナがグランツバッハ帝国で捕らえられていたものと同じく、魔力を散らせる素材でなおかつすさまじい強度を持つもの……それをさらに俺のアドバイスで強化したものだ。

　理論上、そこから逃げられるものはいない。

「では、皆様こちらに。エレン総帥がお待ちです」

　エレンには総帥という立場を用意してある。ノルンであることは伏せたままであり、王族としての権力はなく不便だったからこそ作った役職。

　ノルンの力を存分に振るえるだけの権限がある。

　いっそのこと、フレイアをたまにフレアに戻すように、エレンもノルンに戻せばいいのだが、ノルンを恨んでいるものが多いうえに、エレンは軍師として優れていても、強さは一般人程度であり自衛能力がなく非常に危ない。

（それ以上にフレア王女と違って、ノルン姫は人気がないから、ノルンの看板を使うメリットもないしな）

　ノルンのときにジオラル王国の軍師として大活躍し、様々な街や城を落としておりやり方が容赦なさすぎた。

　新生ジオラル王国はイメージ戦略を重視している以上、ノルンが指揮をとっているというのは対外的にはあまりよろしくない。

「今回の城は地味だし、小さいな」

　兵に連れられてたどり着いた城を見て、素直な感想を漏らす。

　ジオラル城などと比べると大きさは四分の一ほど。ここはとある伯爵が自腹で建てた城であり、王都のジオラル城と比べるのは酷だろう。

　だが、それを踏まえてなお飾り気がなさすぎる。

（いや、これは、見栄えよりも機能性を重視した結果か。華美さはなくとも機能美はある）

　よくよく見ると地味ながらも要所要所がしっかりしているし、実に戦うための城、いや、砦とりでとしてみると攻めにくく、実に守りやすい設計だ。

　俺たちは城門をくぐる。

　フレイアたちも口々に感想を口にし始めた。

「お城なのに贅ぜい沢たくなものや綺き麗れいなものがないのは逆に新鮮です」

「んっ、なんかふつー」

「実家と大して変わらないわね」

「どうでもいいの。それよりグレンはごはんが気になるの！」

　俺の女たちも結構シビアに意見を言う。

　ジオラル城だと、城門から城までの間、金がかかった見事な庭園や、芸術品の数々が出迎えてくれるのだが、ここはただの石畳。

（いや、違うな。わずかにだが継ぎ目が見える）

　何かしらの迎撃兵器を地下に隠しているようだ。

　外観を見て感じた、機能美を追求した城という印象は正しかったようだ。

　多くの城が、その財力と文化、技術力を見せつけ、己の力を誇示するのに対し、ここはシンプルに機能性と防御力を重視したというところか。

　個人的にはこちらのほうが良い。

　小さいという感想を持ったが、これぐらいのほうが守りやすくていい。

　……俺の城にするなら、ジオラル城よりこっちだな。

　それこそ今まで【模倣ヒール】してきた知識と技能によって、とんでもない化け物に造り変えるのも面白そうだ。




　　　　◇




　案内された先は、応接間の一つだった。

　いくつかあるうち、貴人を案内するもの。

　扉を開けた瞬間に、桃色の小さな影がせまってきた。

「ケヤルガ兄様！」

　俺をそう呼ぶのは世界で一人しか居ない。

　エレンだ。

　知性と軍略の化け物、なのにこうしてみると可か憐れんな少女にしか見えない。

　俺に抱きつき、胸板に頬ずりする。

「ケヤルガ兄様の匂いです。やっと帰ってきてくれましたね」

「遅くなって悪かったな。いろいろとあってな」

「大丈夫です。それが必要だったってわかりますから」

　エレンは頭の回転が速くて助かる。

「でも、寂しかったのは事実なので甘えさせてくださいね」

「ああ、いいよ。好きなだけ甘えるといい、ベッドでもな」

　そう耳元で囁ささやくと、顔が赤くなった。

　まったく、あの悪逆非道のノルン姫がこうも可愛かわいくなるとは。

　人間というのは、環境一つでこうも変わるものだ。




　　　　◇




　席に着き、紅茶を楽しむ。

　リラックス効果がある茶葉で、疲れを取るために砂糖がたっぷり入っている。

　壊れかけの飛行機での長旅で疲れ果てた体に染みていく。ありがたい気遣いだ。

　紅茶を楽しんでいる間、エレンはフレイアたちとお互いの無事を喜び合っていた。

「あっ、そうです。忘れないうちにお願いしておかないと。ケヤルガ兄様にいただいたポーションを全部使い切ったので、補充をお願いしたいです。あれがあると本当に便利で」

「……あれ、全部飲んだのか」

　俺はエレンが政務に忙殺されることが目に見えていたので、特別なポーションを調合して土産に置いていった。

　それは、特製疲労回復ポーション。

　あれを併用すれば、一睡もしてなかろうと頭がすっきりする。

　かなり余裕をもって用意していたはずなのに、あれを全部使い切るとは、いったいどれだけ無茶をしたのだろうか。

「ブレットが倒されてから一睡もしてませんからね。こっちの戦いも大変です」

「そうなのか、なら今晩愛し合うのは控えたほうがいいな」

　エレンを愛してやりたいが、それほどの修羅場だ。

　こうして茶を飲む時間を作るだけでも大変だったのだろう。

　俺たちの戦いはブレットを倒して終わったが、政務を担当するエレンにとっては、むしろここからが本番なのだ。

「ダメです。それを励みに頑張ってたんですから！」

　鬼気迫る表情だ。

「わかった。なら、存分に愛してやる」

「はいっ！」

　相手がエレンでなければ、本当に大丈夫かを確かめるのだが、エレンは信頼していい。

　愛し合うことにうつつを抜かし、政務が滞るなんて真似まねはしない。大丈夫になるよう調整しているはずだ。

「それで、わざわざこんな部屋を使うってことは何かあるんだろう？」

　この部屋は広く、会議に必要な設備が揃そろっている。

　複数ある部屋の中で、ここを選んだのが偶然であるはずがない。

「見破られましたか。今日ぐらいは、みんなで和気あいあいといきたかったのですが、いろいろとまずい状況になって対処が必要になりました」

　そうなるだろうな。

　ブレットが大暴れして、あやふやになっているが、ジオラル王がやらかしまくった過去は消えていない。

　今まではそれどころではなかったから、各国はジオラル王国への責任追及を、いったんわきに置いてくれていた。

　しかし、世界共通の敵がいなくなれば、再燃してしまうのは道理。

「先日、世界会議の開催が決まりました。その場で、ジオラル王国は過去の罪を糾弾されるみたいですね。なにせ、事実上、世界征服をしていた国です。野心がある国からしたら、目の上のたんこぶ、潰せるうちに潰したいって考えます」

「だろうな。ジオラル王のこともあるし、ブレットはもともとジオラル王国の勇者だ。実に叩たたきやすい」

「はい。一応私達には世界を救ったっていう大義名分カードがあるんですけど、自分で蒔まいた種だって言われると辛いものがありますね。いつものジオラル王国なら、多少苦しい状況でも圧倒的な力を背景にごりごり押せちゃうんですけど、それも厳しいです」

　今のジオラル王国はボロボロもいいところだ。

　各地に戦いの爪痕は残り、先の戦いで軍にも負傷者、死傷者が多数でてまともに機能しておらず再編中。

　今回の王都移転もグランツバッハ帝国に悟られないよう極秘裏に進めたので、様々な弊害がでている。そうなるのはわかっていたが、そうせざるを得なかった。

　だからこそ周辺諸国にとっては、叩き潰すチャンスとも言える。

「そういう力業はできてもやらないほうがいいだろう」

「覚悟次第ですね。ジオラル王国VS世界なんて、戦争をやる気があるならありかと。条件次第ですが、勝てはします。成功すれば世界征服完了のおまけつき」

　条件というのは、魔王との共同戦線だろう。

　そうすれば、世界が相手だとしても勝ててしまう。

　ただ、イヴにそういう真似はさせたくないし、俺も嫌いだ。

　復ふく讐しゆうならともかく、好き好んで戦火を広げる趣味はない。

「そういうのはなしにしよう。とはいえ、話し合い路線だと、やらかしまくって、脛は傷だらけなのが辛いな」

「はい、やらかしまくってます。黒い騎士騒動だけじゃなく、その前、なんなら魔族との戦争の最初から責任追及してくることが予測されるし、そんなのいちいち責任取ってたら、この国は終わりです」

　圧倒的な力を背景に、何十年も前から好き勝手やっていた。

　そのたまりにたまったツケを払わされるときが来ているようで、その流れは変えられないだろう。

「手はあるんだろう？」

「それがジオラル王国を存続させるという意味なら……ないですね。ジオラル王国はもう無理です。まだ、ブレットとの戦い前ならいろいろと余力があったのですが、勝つために使い切っちゃいました。王都が壊滅したのもすごく痛いです」

　エレンは笑顔で即答する。

　……実に彼女らしいな。

　的確で容赦のない判断。

「あっ、あの、エレン、この国はなくなってしまうんですか？」

「セツナはどうでもいい」

「……私は複雑ね。ケヤルガについて行くためにすべてを捨てたけど、クライレット家には愛着があるわ」

　俺にだって愛着がある。

　ジオラル王国そのものを愛しているかと言えば微妙だ。

　でも、ラナリッタやブラニッカには友人がいて、思い出もある。

　もしジオラル王国が滅亡するなら、ハイエナのように周辺各国が集まり、ジオラル王国をパイのように切り分ける。

　ジオラル王国に属していた街が、それぞれ別の国の所有物になり、代理戦争をさせられる……そうなる可能性も十分にある。

　戦渦の嵐が吹き荒れて、大事な場所や友人たちが失われるだろう。

　それは避けたい。

　全員の視線がエレンに集まる。

　俺以外もわかっているのだ、エレンはジオラル王国は無理だと言ったが、話には続きがあるはずだと。

「思ったより動揺しないんですね。なら、私の狙いを言います。ジオラル王国を存続させるのは無理です。なら、壊される前に、この国をぶち壊しちゃいましょう」

　ああ、そういうことか。

　逆転の発想だ。

「クーデターを起こします。ジオラル王国で【癒】の勇者ケヤルによるクーデターが勃発、ジオラル王国は滅びて、新たな国が生まれるわけです。過去の罪は全部ジオラル王国と一緒に消えてもらいましょう」

　そう、あくまでここにあるのはジオラル王国の罪。

　ならば、ジオラル王国なんてものは捨ててしまえばいい。俺たちが守るべきは、この国の土地と民だ。

「あっ、その、それを認めさせたところで、他国は攻めてくるんじゃ。国が弱っている状況はかわりません」

「その場合は、ケヤルガ兄様を中心にお城に殴りこんで、相手の王族を皆殺しにすればいいだけです。総力戦なら勝てないですけど、ここにいるのは世界最強のパーティですからね。敵の中枢に奇襲をかけて、ぶち殺すぐらいわけないです」

　どれだけ厳重な守りがあろうと、今の俺たちなら狙った相手を殺すことぐらいたやすい。

　そして、それができれば王国というものは潰せる。

「たしかにそうね。でも、それって世界を相手に戦争するのと変わらないのではないかしら？」

「ぜんぜん、違いますね。今までの問題って、相手に大義名分があるってことです。それを撃退してもカドが立っちゃいます。国際連合全部敵に回してしまうんですよ。でも、ジオラル王国を罪ごと捨てて、大義名分がないのなら、相手はただの侵略者。世界じゃなく、攻めて来た国との戦いですから。ただ勝てばいい。それから賠償金をふんだくってやります」

　負い目があるジオラル王国なら殴られても泣き寝入りするしかない。

　しかし、新たに生まれ変わった国なら、殴られたら思いっきり殴り返すことができるのだ。

「この案には必須条件が三つあります。一つ、求心力。民がついてこなければ、国を生まれ変わらせるなんてできません。それは【癒】の勇者ケヤルの名前があれば一発ですね。この国、いえ世界を救った救世主ですから。それに王女フレアも賛同したという筋書きにしましょう」

「ああ、存分に俺の名を使ってくれ」

　かつて、この国は実質的に俺の所有物だと言ったが、これで名実ともに俺のものになる。それは悪くない。

　そして、フレア王女はジオラル王国の闇に気づき、殺されかけたところを【癒】の勇者ケヤルが死んだように見せかけて、城から逃がした……なんていう、ほとんどおふざけで流布した情報が意味をもってくる。

「二つ、後ろ盾。カスタ王子を覚えていますか？」

「ああ、水の国の切れ者か」

「実は彼にはすでにこのプランを話し、協力を取り付けています。水の国は影響力が強いですからね、生まれ変わったことを認めさせることは可能ですよ」

　彼が味方になってくれたのは心強い。

　水の国は国際社会に強大な影響力を持っている。

　また、黒い化け物たちに襲われて対抗できたのはジオラル王国と、彼かの国だけだ。ジオラル王国と違い、脛に傷がない彼の国はさらに発言力が増す。どんな国が味方になるより頼もしい。

「三つ、力。ジオラル王国は力を失ったからこそ窮地で、それがあれば困ってないのですが、やっぱり力はどうしても必要です」

「その算段はあるのか？」

「ええ、もちろん。世界を救った英雄たる【癒】の勇者ケヤルと仲間たち。ケヤルガ兄様が一発、かませばいいんです。この国は俺の所有物だ、手を出したらぶっ殺すって。なにせ、世界を滅ぼしかねない化け物を倒した男ですからね、世界最凶以上に強いと各国も理解しています」

「わかった、世界会議ではぶちかまそう」

「そして、とっておきの隠し玉。魔王イヴ・リースを会議に連れてきてください。その場でケヤルガ兄様の国と魔族領域の同盟発表をします」

　つまり、そうすることで俺たちに喧けん嘩かを売れば魔族領域をも敵に回すと脅すことができる。

「面白いが、そこまでやるならジオラル王国を維持することもできたんじゃないか？」

「かなり厳しいですが、その場を収めるぐらいはできちゃいます。でも、そうすると山程水面下に問題が残って、いつ破綻してもおかしくないんですよね。そもそも、悪評まみれのジオラル王国と魔族領域が同盟を結ぶのは、ただでさえ、みんなが魔族を恐れている状況ではさらなる魔族のイメージダウンになります。だから、一回全部綺き麗れいにしちゃいたいんです」

「理にかなっている。この流れで行こう」

　さすがはエレンだ。

　これなら、ジオラル王国の民は生き残れる。

「ただ、それに当たって最大の問題がありまして」

　深刻な顔で、エレンが目線を下に向けて考え込む。

「言ってみろ、覚悟はできている」

　こくりとエレンが頷うなずいた。

「名前です。新しい国には、新しい名前が必要なんですよ！」

　真顔で、どうでもいいことを言う。

　しかし、どうでもいいと思ったのは俺だけで、女たちはみんな真剣な顔だ。

「ケヤルガ兄様の国ですから、ケヤルガ兄様に相応ふさわしい名前をつけないといけません」

「そうですよね。ケヤルガ様のかっこよさと優しさと強さと素敵さがわかる名前にしないと」

「難問、セツナには難しすぎる。でも、大事」

「お腹なかへったの、グレンは肉を所望するの」

「いっそのこと、『ケヤルガ王国』なんてどうかしら？」

「「「それだっ！」」」

「いや、それはない」

　約一名を除いて、盛り上がっている。

　名前なんてと考える、俺のほうが異端らしい。

「とりあえず、名前を決めるのは後日にしよう。この場で浮かぶようなものでもないだろう？」

「それもそうですね。まだ、ちょっと時間がありますし」

「話はこれで終わりか？」

「はい、この話を早めにしたかったんです」

　そうか、ならもういいな。

　立ち上がり、エレンをお姫様抱っこする。

「きゃっ、ケヤルガ兄様、うれしいですけど、いきなりでびっくりしました」

「エレンの部屋に案内しろ、愛してほしいんだろう」

「はっ、はい、離れ離れになった分、たくさん愛してください」

　可愛いな。不意打ち気味にキスをすると、エレンは受けいれてくれた。

　まだ少女なのに、生意気にも自分から大人のキスをねだってくる。

　いい子だ。

　きっと、今日まで俺が想像もできないほど俺のために頑張ってくれていたのだろう。

　それを労ねぎらってやる。

　今日の夜は俺の全力をもって彼女を悦よろこばせてやるのだ。それが、エレンを手に入れた俺の責任だ。
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　エレンの疲れを【回復ヒール】で癒やす。

　エレンは頭脳労働メインであり、深刻なのは頭と心の疲れだが、体力的にもかなり疲労がたまっていた。

　精神的な疲れまでは癒やせないとはいえ、体力を回復するだけでもだいぶ違う。

　それに、これから激しい運動をするのだ。

「ふう、癒やされます。ケヤルガ兄様の【回復ヒール】。癖になっちゃいそう」

「なにせ、世界一の【回復ヒール】だ」

　自信をもって断言できる。

　俺よりも【回復ヒール】がうまいやつなんて存在しない。

「うまいだけじゃなくて、ケヤルガ兄様に包まれているようで安心します。ケヤルガ兄様を感じて、お腹がきゅんってして、ケヤルガ兄様が欲しくなっちゃいました」

　そう言ってエレンは微笑ほほえむと口づけをしてくる。

　大人のキスだ。

　それだけで終わらない、少女から大人になりつつある体を擦り付けてくる。

　まだ服も脱いでないのに誘ってくるなんて、エッチな子になったものだ。

　長いキスが終わり、唇を離す。

「なら、思う存分に俺を感じさせてやる」

「はいっ、めちゃくちゃにしてください」

　ベッドに押し倒す。

　今すぐ犯してほしいという要望に応え、そのままエレンの体を貪る。

　着衣でというのも趣があっていいだろう。




　　　　◇




　日が昇り始めたころベッドを抜け出す。

　かなり、乱暴な開始で、そのあと連戦したせいでベッドの脇に脱ぎ散らかした服が放り出されており、行儀が悪い。

　昨日はなかなか頑張った。

　エレンにあれだけ体力があったのは驚きだ。

　あそこまでやれば、体力自慢のセツナですらぐったりするのに、絶頂の果てに意識を失うまで、エレンは俺を求め続けた。

「この年で、あれだけのテクニックか。末恐ろしい」

　エレンは頭がよく、記憶力があり、器用だ。

　常に反応を観察し弱点を見つけると記憶し忘れず、どんどん攻めてくる。器用な上に、観察眼と記憶力があることもあり、技もどんどん磨かれている。

　俺の女たちの中で一番幼いのに、一番大人なセックスをできるのがエレンだ。

　……そんなエレンに変化があった。

　胸が大きくなっている。

　別行動をとっていた短時間でだ。

　成長期とは恐ろしい。

　あのフレイアの妹だから、きっと将来はスタイルが良い美人になるのだろう。

　大きくなったら、この小さな胸を楽しめない。今のうちにしっかりと揉もんでおこう。

　そんなことをしていると、うっすらエレンが瞳を開けた。

「おはようございます」

「おはよう」

　エレンが上半身を起こすと、毛布がずれて妖精のような肢体が顕あらわになった。

　未成熟ゆえの美というものがそこにはある。

　鑑賞を切り上げ、ベッドから抜け出す。

　そして、魔術を使い、エレンのために茶を淹いれる。

　それからエレンを抱きつつ、徹底的に体を調べる。

　その成果を元に手持ちの薬草を調合、それにいくつかの木の実に砂糖、スパイスを加えた。

　彼女のためだけに作ったスペシャルブレンド。

「眠気ざましだ、ゆっくり飲むといい」

「不思議な、でも、とってもいい香りです。甘苦くて美味おいしい。それになんだか、内側から温まってきます。これ、いいです」

　うっとりした顔で茶を楽しんでいる。

「うまいだろうさ。エレンの体に不足している栄養が揃そろっているからな。どんな贅ぜい沢たくな料理よりも、体が求めているものが勝ることもある。もう少し、食事には気を遣え。特にエレンは成長期だろうに」

「成長期のいたいけな少女と、あれだけ容赦ないセックスをする人が言ってもいまいち説得力がないですよ」

「まあな。だが、忠告はちゃんと聞いておけ。エレンは俺のためにも健康に美しく育たないといけない。日々の食事は馬鹿にできないものだ」
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　頭を撫でながらそう言うと、エレンが顔を赤くする。

「ううう、不意打ちですよ。ケヤルガ兄様のたまに見せる優しさは反則です。……食事、気をつけます。というか、おかしいです。どうして、あの過酷な旅の食事が、お城の食事より栄養があって健康的で美味しかったんですか。お城に来てから、徹夜とか関係なく、妙に体が重いし、だるいんです。いえ、旅での体調が良すぎました」

　普通に考えれば、城で出される食事のほうがいい材料が使われるし、プロのコックがいる。だが、旅で食事を用意していたのは俺だ。

「俺は女たちの健康と美容には気を遣っていたんだよ。それを可能にするだけの知識があるし、必要な材料を得るだけの甲か斐い性しようもある。さっき言っただろう？　一番うまいのは体が求めるものだと。料理のプロでも栄養学は知らないし、体調を見抜く目はそうそうない。コックに一か月分、エレンの食事のレシピを渡しておこう。そしたら、エレンの体調もよくなるさ」

「案外ケヤルガ兄様って完璧超人ですよね」

「ほとんどが借り物の知識だがな」

　自嘲する。この身には何百人もの知識・記憶・経験があり、俺はそれを運用しているに過ぎない。

「それを使いこなせるのがすごいんです」

　俺とエレンは笑い合う。

　エレンの纏まとう空気と表情が変わった。

　いたいけな少女から、俺が信頼する参謀のものへと。

　いよいよか。

「あの、少しお時間よろしいですか？」

「出発前に話していたことか」

「覚えていてくれたんですね。私が、帰ってきたら秘密を打ち明けるって言っていたことを」

「ああ、忘れるはずがない」

　おおよそ、内容も想像がつく。

　エレンの顔をまっすぐに見て、その言葉を待つ。

「私の秘密、それは……私は、私がノルン姫だって気付いていたことです」

「そうか」

「驚かないんですね」

「なんとなくそんな気がしていたんだ。俺がノルンをエレンにしたばかりの頃、エレンは従順な人形。どこかぎこちなく作り物めいていたんだ。だがな、ある日を境にどんどん人間らしくなっていった」

「本当に私のことをよく見ているんですね。……記憶を取り戻した私が仕返しをするとは思わなかったんですか？　あなたは私をさらって、記憶を消して、洗脳した上で愛人にしたんですよ？」

「思わないな、おまえは俺を愛している。俺はな、騙だまされ続けてきたし、騙し続けてきた。向けられている感情が本物かどうかはわかる。……エレンが俺に向けている愛情は本物だ。だから、仮にノルンに戻ったとしても、俺に牙を剥かない」

　その確信があったからこそ、俺はあえてエレンを再調整することはしなかった。その気になれば、いつでもエレンをリセットできたのだ。

　加えて、仮に俺を恨み、復ふく讐しゆうを考えたとしても、あの時点で彼女が裏切ることはありえないというのもある。

　ノルンならば、ブレットの排除を優先する。

　ブレットの存在は、ノルンにとっても邪魔だ。ブレットという世界最大の敵を消すには俺が必要であり、少なくともブレットを消すまで俺を害することはありえない。

「敵かなわないですね。……正確にはノルンだったことに気付いただけでノルンの人格が戻ったわけでも、記憶が戻ったわけでもないんですよね。ノルンの痕跡を集めて、人格をトレースするぐらいはできましたけど」

「どうして、そんなことを？」

「ノルンだったころの私のほうが軍師として上です。だから、ノルンを再現することで、その力を手に入れました」

　エレンとノルンは同一人物ではあるが、彼女の言う通りノルンのほうが上だと感じるときがある。

　理屈じゃない部分を言語化するなら凄すごみや第六感、そういう部分になる。

「なるほどな。いっそのことノルンの記憶と人格をすべて取り戻したいと思うか？　俺ならできるぞ」

「いえ、まったく」

　俺は笑う。

　そういう気がしていたからだ。

「理由を教えてくれ」

「今の私のほうが好きなんです。ノルンは私ですから、ノルンの行動を見れば、当時、どんな感情を持っていたかがわかるんです。ノルンだったころ、愛されることに飢えていました。『私を見て』って泣きながら暴れる子供、それがノルン。……でも、今はケヤルガ兄様が愛して、私を見てくれてる。お友達もできて幸せなんです」

　あの残虐なノルンの本質がそんな可愛いものだとは想像すらしなかった。




「それに怖いんです。エレンが大事になりすぎて、ノルンを取り戻して、エレンが壊れるのが。たぶん、完全にノルンが戻ったら、私は私じゃいられなくなる。ねえ、ケヤルガ兄様、私がエレンのままで居たいって言って安心しました？」

「ああ、安心した。なにせ、俺はエレンのことが好きだ。大事な女を失いたくない」

「私の頭がおかしくて良かったですね。普通の女の子なら、即座に刺しに行ってますよ。……というわけで、ケヤルガ兄様は私に特大の借りができました。この借りを盾にして、わがままをたくさん言うので覚悟してください」

「それは仕方ない……好きに言うがいい。大抵のことは聞いてやろう」

　エレンを失わずに済んだんだ。

　いくらでもわがままを聞いてやる。

「では、さっそくわがままです。今から愛してください。……さっきから覗のぞいているセツナさんに見せつけるようにして」

「気付いていたのか？　気配を消したセツナに気付くなんて、一流の諜ちよう報ほう員いんでも無理なはずだが」

「気配に気付いたわけじゃなく、行動パターンを読んだだけです。セツナさんはこの時間、朝のご奉仕に現れます。それに、あの子はああ見えて気を遣うので話が終わるまでは出てきません。でも、すぐにでもケヤルガ兄様に可愛がってもらいたくて、話が終わるのを聞き耳立てて、そわそわしながら待っているに決まっているんです」

　さすが超一流の軍師。

　よく先が見えている。

「ふふふっ、私、結構セツナさんが羨ましかったんです。一番、ケヤルガ兄様の近くにいるのはセツナさんですから。だから、今日ぐらいは私がケヤルガ兄様を独り占めして嫉妬する側の気持ちを味わってもらいます。……いいですね、この優越感、いつもより興奮します」

　幼い顔に、ミスマッチな淫いん靡びな笑みを浮かべ、俺に抱きつくと首筋を噛かんできた。

　甘い痛みだ。わざと跡が残るようなやり方をしている。

　どうやら、昨日あれだけ激しく愛したのに、また激しくしてもらいたいらしい。

　朝食は精が出るものを作ろうか。

　午後から、俺が起こすクーデターの会議がある。

　そのときに軍師が疲れ果てているのはまずい、少しでも体力をつけさせないと。
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　昼過ぎになり、昼食を食べながらいつものメンバーで会議をしている。

　いわゆるランチミーティングだ。

　話しやすさを重視して、サンドイッチとスープを用意してあった。

　今回は俺が調理しているし、あえて城にある高級食材じゃなく鞄かばんに入っている旅で集めた食材をメインに使った。

　俺が調理したのはエレンの体調を少しでもよくするためであり、エレンが俺の料理を食べたいと愛し合いながら言っていたからだ。

　旅の食材を使うのはエレンが旅を懐かしんでいたため。

　ちなみにグレンは別の部屋で爆睡中。

　先程、ブレットとの戦いで約束した特別なお肉をご褒美として渡した。

　すると、その場で一気に食べ始め、限界までお腹なかを膨らますと、そのままきつ寝してしまった。お腹がいっぱいになると寝る。実に子供らしい。

　エレンが真っ先に俺のサンドイッチに手を付ける。

「はむっ。うわぁ、ケヤルガ兄様のご飯、美味おいしい。やっぱり絶品です」

　頑張っただけあって、エレンは喜んでくれている。

　サンドイッチは三種類作ってあった。

　卵サンドにハンバーグサンド、それに野菜サンドだ。

「本当に美味しい。私はこの卵サンドが気に入ったわ。卵は濃厚だし、ソースのおかげかすごく味が深いわ」

「んっ、美味しい。今日のはいつもより手をかけてる。セツナはこのお肉いっぱいのがお気に入り、色んなお肉の味がしてお得」

「野菜サンドもシャッキシャキで、信じられないぐらい瑞みず々みずしいです」

　舌が肥えているだけあって、クレハ、セツナ、フレイアはサンドイッチの工夫に気付いたようだ。

　卵サンドは、まず卵が鶏ではなく山で手に入れた野鳥のものを使っており、味が濃い。

　その卵を潰してから、特製のドレッシングを混ぜ込んだ。ドレッシングは植物油をベースに旅で手に入れた調味料や薬草、ハーブを加えたオリジナル。むろん、味だけではなく薬効にも拘こだわった。

　ハンバーグサンドに使うハンバーグは魔物の肉を燻くん製せいや塩漬けにして保管してあるものを数種類、水で戻してからひき肉にし、絶妙な比率で混ぜ合わせた上でスパイスを加えた。肉それぞれに適した粗さのひき肉にしているから複雑な食感も楽しめる。

　野菜サンドに至っては植物を【回復ヒール】で生長促進させることで、実りたてのものを使っているし、こちらのドレッシングも特製。

　シンプルな料理だからこそ、手をかける。

　せっかく俺の女が俺の料理を食べたいと言ったのだから、これぐらいはしてみせよう。

「ケヤルガ兄様のお料理で元気百倍です！　これなら全力全開で頑張れます」

「なら、良かった。このレシピも残していこう」

「はいっ、お願いします！」

　話しながら食べるために作ったサンドイッチだが、みんな食べるのに夢中でミーティングどころじゃなくなっている。

　それを邪魔するのは無粋なので、特に何も言わない。

　スープを飲む。

　こっちもいい出来だ。干し肉や塩漬け肉を戻すときに使ったお湯と、肉の切れ端、野菜のあまりなどを使っているのだが、それぞれの質がいいだけあってなかなかにうまい。

　平和になってから気付いた。俺は料理が好きだ。

　全部終わったら、小料理店を開くのもいいかもしれない。金ならいくらでもあるし、儲もうけは求めない。

　小さな店で採算度外視の好きな料理を好きに作って出す。そんな道楽半分の店にするのだ。

（悪くないな）

　女たちに囲まれ、平凡で幸せな日々。

　そういうものこそ、俺が求めていたものかもしれない。

　……まあ、まだまだ先の話ではあるが。

　イヴの周りには、彼女を傀かい儡らいにして魔王の権力を得ようとするものや、イヴを殺し別の魔王候補を新たに擁立しようというものがいる。

　ジオラル王国だって、これから立て直していかなければならない。

　魔族領域とジオラル王国を捨ててしまって身軽になるというのもありなのだが、このあたりを放置したら、世界が炎に包まれる。

　そうなれば、平凡で幸せな暮らしなんてものはできなくなるだろう。

　俺には世界平和のために命をかける正義感なんてない。

　ただ、あくまで俺と俺の女たちが幸せに暮らせる環境づくりのために世界を平和にするぐらいはやってもいいと思っている。

「もうなくなった。もっと食べたかった。残念」

　サンドイッチがなくなった皿を見て、残念そうにセツナが耳をぺたんとする。

「あれだけあったのにぺろりと食べちゃいましたね。ケヤルガ様のご飯が美味しすぎるのが悪いんです。ほどほどにって思ってた」

「そうね。……訓練を頑張らないと。旅をしていないのにこれだけ食べちゃうと、いろいろ後が怖いわ」

「うっ、それは怖いですね。太ってケヤルガ兄様に嫌われるのは嫌です」

　苦笑してしまう。

　太ることを心配する。そんなことを考えられるぐらいには、今は平和になったのか。

「エレンはもう少し食って肉をつけたほうがいい。抱き心地がよくなるからな」

「〝もう少し〟ですね。気をつけます」

「ああ、もう少しだ。今は肉が足りないが、付きすぎたらせっかくの可愛さが台無しだからな」

　エレンが細かに数字を聞いてくるので、適当に返事をする。

　こういうのは実にエレンらしい。

「把握しました。それがケヤルガ兄様の好みですね。さてと、そろそろ本題に入りましょう。ご飯が美味しすぎてだいぶ時間を使っちゃいました。今回の議題は、どんな国を作るかです」

「どんな国を作るのかも大事だが、そもそもどうクーデターを起こすのかを煮詰めたほうが良くないか？」

　問題なく実現できるとはいえ、きちんと計画を練っておく必要がある。

「そっちは大丈夫です。実はもう根回しを完了していますから。あとは、ケヤルガ兄様のゴーサインでつつが無くジオラル王国はケヤルガ兄様のものになります」

「ほう、いつから動いていた？　こっちに来てからじゃどうにもならないだろう」

「仕込みを始めたのは首都移転を計画した段階で。だいぶ前から、こうなることは読めてましたから」

「さすがはエレンだ」

　先の展開を見通す。

　それこそがエレンの力。

　……いや違うな、先を読むのではなく、読んだ上で、自身が望む流れに引き込む力こそがエレンの真骨頂。

　超能力者じゃないんだから、完璧な予想なんていうのは現実的じゃない。

　なにせ、人も国も複雑で理屈通りにはいかない。理に適かなわない行動を平然ととってくる。

　しかし、考えうる選択肢のいずれかに誘導することはできる。

　本当に頼もしい。

　もしかしたら、ジオラル王の処刑を行った時にはこの展開を読んでいたのかもな。

　頭が固く、無能で権力だけはある豚どもを戦犯として一斉に粛清したのは、この展開のためだとも考えられる。

　無能な味方と、裏切り者はどんな敵よりも厄介だ。

　早めに掃除していたからこそ、首都移転も、新しい国へ生まれ変わることもすばやくできる。

「それで、どんな国を作るかなのですが。最初は王国……君主制にするか、共和国……共和制にするか。それで国はがらりと変わります。どちらでもうまくやりますが、そこをしっかりと決めておきたいです」

　王国と共和国の違い。

　それを大おお雑ざつ把ぱに説明するのであれば、王国は「王が君主となり国を治める君主制国家」。

　つまりは王が絶対的な権力を持ち、王の思い通りに国が動く。

　そして、共和国とは「君主が存在せず、民の意思によって決定がなされる国家」。

　おおよそ、選挙で政治の担い手を決め、彼らが話し合うことで国の方針が決まる。

　どちらにもメリット・デメリットが存在し、明確にどちらが優れているかは言えない。

　この時代に於おいて、王制が圧倒的に主流ではあるが、先進的な国のいくつかは共和制を取り入れるケースがある。

　また、別の国では民の王族・貴族への不満が爆発して革命後にそうなってしまっている。

　たしかに重要な話であり、この国のターニングポイント。

　……国にとっても重要だが、俺にとっても重要だ。

　もし、王国を選べば俺が王になり、名実ともに新たな国を手に入れ、同時に責任を負う。

　もし、共和国を選べばこの国は民のものとなり近い将来、見知らぬ誰かに明け渡す。この国を支配することはできないが、自由にはなれる。

　国がどうなるかだけではなく、俺がどうしたいかもしっかりと考えて答えを出す。

　そうしなければ、あとで後悔することになるだろう。
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　俺の国を王国＝君主制か共和国＝共和制にするかをエレンが聞いてきた。

　これは意見を求めているわけじゃないだろう。

　ただ全員で決めたという形を作りたかったのか、もしくは自分が一方的に説明をするよりもより皆の理解が深まると考えているのか、あるいはその両方だ。

　なにせ、ジオラル王国の現状を考えると選択の余地などないのだから。

「んっ、難しいことはセツナにはわからない。お任せ」

「私もそうしますね」

　セツナは退屈そうにあくびをしてお菓子を摘まみ、フレイアはにこにこしながらお茶をすすった。

　……セツナはともかくフレイアはどうなんだ。もとは王女だと言うのに。

　まあ、もともとフレア王女時代の役割は戦略兵器であり、偶像。

　頭を使うようなことは苦手だったはずだ。

「私は共和国がいいと思うわ。……昔は盲目的にこの国を、いえ、王族や大貴族たちを信じていたの。立場が優れたものは能力的にも人格的にも優れていると。だけど、ケヤルガと旅をして気付いたわ。どんな立場にいようとただの人間だって。特別な人間なんてものはいない。なのに彼らは自分が特別だって勘違いしてひどいことをする。普通の人間が国を導くべきよ」

　理想論ではあるが、間違ったことは言っていない。

　どれだけ高潔な人間であろうと、権力を握り続ければ腐っていく。二代目、三代目となり、生まれたときから特別扱いされると自分が優れた特別な存在だと刷り込まれる。

　だからこそ、ジオラル王国にいる貴族たちのように人を人として扱わないようになる。なにせ、民を自分と同じ生き物と思っていないのだから。

「それで、ケヤルガ兄様はどう思いますか？」

「俺は王国にするべきだと考えている。この国に民主制なんていうものは無理だ。早すぎる」

「早すぎる？　それはどういう意味かしら？」

「既得権益を守ろうとする貴族たちの反発は厄介だが、それは置いておこう。王国と公国どちらがいいかとは別問題だからな。話をする前に民主制というのが何かを話そうか。民から選挙で選ばれた政治家が貴族に代わり政治を行う」

「素敵じゃない。だって民が選んだ人が政治をするなら民の意思を反映させられるはずよ」

　一見間違ってはいない。

　ただ、それには多くの前提が必要になる。

「大事なことを忘れてるぞ。民のほとんどは馬鹿だ。そして、馬鹿が選ぶのは馬鹿だ。選挙なんて多数決にすぎないんだよ」

「民が馬鹿だというのは言い過ぎじゃないかしら？」

「言い過ぎじゃない。一部を除いて、ろくな教育も受けてないんだからな。断言しよう。民が選ぶのは、馬鹿か詐欺師かのどちらかだ。優秀な人間は現実が見えているから大きなことは言えない。だが無能は無能ゆえにやりたいことをやれると言ってしまう。あるいは詐欺師なら大ぼらを吹ける。選ばれるのはそいつらだよ……選挙がまともにできるのはな、民の大多数が馬鹿の戯たわ言ごとを真に受けないだけの知識があり、詐欺師の嘘うそを見抜ける賢さがある場合だけだ」

　残念ながら、ジオラル王国はそうではない。

　馬鹿が圧倒的に多い。選挙なんてやらなくても結果はわかる。情熱だけしかない馬鹿な夢想家と、詐欺師たちばかりが選ばれる。

　奴やつらの言うことは、実現できないだけで聞き心地は良いのだから。

「それは……たしかにそうなるかも」

「問題はそれだけじゃないんですよね。選挙ってシステム自体が毒だと思うんですよ。多くの国だと任期を作って、それが終われば再選挙します」

「いいことじゃない。同じ人が権力を握り続けるから腐敗が起こるのよ」

　それは正しいし、それがジオラル王国の現状ではある。

「ええ、でもこれはこれで害が出るんですよね。政治家って生き物の仕事は国を良くすることじゃなく、選挙で勝つことなんです。次の選挙で勝つには実績がいります。だから、短期で結果が出る政治しかしなくなる。国の政策なんて、十年、二十年を見ないといけないのに。自分のいるうちに結果が出ないことはしない。自分がいなくなってからなんてどうなってもいい、任期のあとにツケをかぶせることだって平気でやります」

「それはうがちすぎじゃないかしら？　国をよくしたいと思っている人間だっているわ」

　基本的にクレハは人がいい。

　だから、考えが甘い。

「ええ、稀まれにそういう人もいますね。でも、そんな人はすぐに消えますよ。考えてください。選挙に勝つため〝だけ〟に全力を注いでいる人に、国をよくするなんて〝余計なこと〟をしている人が勝てるわけないじゃないですか。まあ、そんなハンデ込みでも勝つとんでもなく優秀な人も極稀にいます。それでも民主制は多数決がすべてでそんな少数派は何もできないのですよ。例外はありません。私が知る限り、共和制を選んだ国の政治はすべて二流、三流に成り下がってますよ」

　選挙に勝つため、目先の利益を追い続け国を蝕むしばむ。でないと政治家でいられなくなる。

　欲に目がくらむのが人間の多数であり、多数派が勝つのが民主主義。腐らないはずがない。

　おそらく、これは民に教育を施しても変わらない。選挙というシステムの構造的欠陥だ。

　加えて、君主制と比べて絶望的なまでに判断が遅くなる。何をするにも会議をして、話し合いで決めるというのは非常に非効率。

　その点、君主制は一発で権力者がすべてを意思決定する。速度が比べ物にならない。

「……なら逆に聞くけど、どうしてエレンはどちらにするかなんて聞いたのかしら。聞いている限り、王国にするしかないようだけど」

「そうですね。ここから百年ほどだけを見るなら王国一択です。なんだかんだ言って、腐敗していても貴族には何代も亘わたった経験がありますし、幼い頃から教育をされている人たちです、馬鹿な民よりマシ。なにより、私がトップにいます。圧倒的に優秀な人間がすべてを独断で決められる。馬鹿がより集まって仲良くお話しする共和制の百倍はいい政治ができます」

「百年というのは、エレンが生きている間ということ？　ちょっと長すぎない？」

「それと私とケヤルガ兄様の子供ぐらいまでは安泰ですね。私が教育する、私とケヤルガ兄様の子供ですからね。確実に国を繁栄させてくれるでしょう。優れた人間が馬鹿を導くほうが圧倒的に効率的なんですよ……でも、王国には致命的な欠点がありまして。千年先を見据えるならそれを選ぶことはありえません」

　なるほど、俺は勘違いしていたようだ。

　エレンも君主制一択で、あくまで話し合いで決めたという体裁を整えるためにこんな場を設けたと考えていたが、そこまで考えるなら確かに選択の余地が生まれる。

　口を挟むとしようか。

「王国は飛び抜けた馬鹿がトップになった瞬間滅びる。しかも悲しいことにいつか必ずそういうのが現れるんだ」

　権力一極集中の宿命。

　愚かな奴がトップになると誰もそれを止められず破滅の道を進む。……滅ぶ前にクーデターかなにかでトップが排除されることで国が救われることもあるとはいえ、それはある意味国が滅んでいるのと同じ。

「そのリスクは共和国にはないの？」

「ああ。馬鹿が選んだ馬鹿たちが仲良く話し合いで決めるからな、飛び抜けた馬鹿がいたところで好きにはできない。普通の馬鹿がとめてくれる。つまるところ、トップにいる人間の能力に左右されるのが王国、共和国は常に質も効率も悪いが最悪にはならない。エレンが言った百年だけならとはそういう意味だ」

「はい、さすがはケヤルガ兄様です。私が言いたいことを説明してくれました。さて、子供の代まで最高に繁栄する国を作るか、ほどほどな感じで千年先まで続く国を作るかどちらがいいですか？」

　こんなもの即答だ。

　悩む必要すらない。

「王国だ。俺たちが死んだあとのことなんて知らん。せいぜい生きているうちに楽しませてもらう」

「それは無責任な気もするけど……」

「無責任もなにも、俺たちが責任を感じるほうがどうかしてる。そのときのことはそいつらがどうにかする。そいつらの責任でな。その責任までかぶろうとするのは過保護であり、見くびりだ。俺たちの背中を見て育った連中を信じてみようじゃないか」

　俺の言葉で、女たちが笑う。

「んっ、セツナとケヤルガ様の子供なら強い」

「私以上の魔術士にしてみせます」

「きっと私を超える【剣聖】になるわ。武は任せられるわね」

「私とケヤルガ兄様の子供には帝王学を叩たたき込みます！」

　それがいい。

　そして俺たちはなるべく早く子供に仕事をぶん投げて隠居しよう。

　うん、そうすれば国を手に入れつつ、面倒事は押し付けられる。

　これが一番いい。

　なら、早いうちに子作りしないとな。今までは戦力を落とさないように避妊をしていたが、もうその必要はない。

　さっそく今日から仕込みをするとしようか。
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　俺たちの国を王国、つまり王が君臨する君主制にすることが決まった。

　あとはそれをどう実行に移すかだ。

　かなりハードル自体は高い。なにせ、クーデターなんてものは既得権益を持っている連中すべてが敵に回ると考えたほうがいい。そいつらのフォローをするために動けば、それそのものが責任回避の茶番だと他国に知られる隙となってしまう。

　……だが、きっとそんな無む茶ちやでもエレンならうまくやってしまうのだろうなと思えてしまう。

「では、王国で行きましょう。それも、かなり原始的で権力が一極集中する感じで！　自重しないで一気に繁栄させるなら、そっちのほうが都合がいいです」

　君主制の中でもより中央権力を強める……簡単に言ってしまえば完全な王による独裁が可能な政治体制にするとエレンは言っている。

　今までのジオラル王国も王が絶対ではあった。それを超えるとなると、本当に王が神のように振る舞えてしまう。

　だが、エレンが舵かじを取るならそれでいい。

　彼女以上の頭脳がいないこの国において、彼女のブレーキになる存在など邪魔なだけだ。

　そんなエレンが両手をパンと叩いて注目を集める。

「では続いて、国の名前を決めます。明日にはクーデターを起こしちゃうので、今日中に決めないと。ちなみにクーデターの日程はずらせませんからね。いろいろと仕込みをしているので」

「別に名前なんて権力を握ってからのちのち決めればいいだろう」

「駄目ですよ。奪ったその日に大々的に発表したほうがインパクトがあるんです。というわけで……皆さん、ちゃんと考えてきましたか？　私、ちゃんと宿題って言いましたよね？」

　エレンがセツナたちに問いかける。

　ちなみに俺は国の名前を考えていない。

　昨日はエレンを可愛がっているうちに終わった。

　まあ、考えてないのは俺だけじゃないだろうし、別にいいか。

　そう思ってみんなの顔を見るが、誰一人動揺していない。……まじか、みんなしっかりと考えている。

「ちゃんと考えてくれているようで安心しました。では、順番に発表していきましょう」

「んっ、セツナが考えたのはケヤルガ王国。この国はケヤルガ様のもの！」

「おい、ちょっと待て。それは昨日の最後に出た奴だろう」

「でも、それが一番いい」

　いつも通りの無表情でセツナが断言する。

　尻尾が揺れているということは本気で気に入っているのだろう。

「では、次は私ですね」

　二番手はフレイアがやるらしい。

「私もケヤルガ様のものってわかる名前がいいと思っています。というわけで、私が考えた名前は……ケヤルガ帝国です！」

「王から、帝に変わっただけじゃないか……」

「そっちのが強そうです！　王よりも皇帝のほうが雰囲気的にちょっと上な感じが！」

　本当にフレイアはもと王女だったのか？

　王国と帝国の違いは、王国とは基本的には一国の主。帝国というのは自国を含め複数の国の上に君臨するもの。

　元々ジオラル王国というのは属国を複数もっており、構造上は帝国だった。

　ただ、現状だと属国は次々に離反していき、帝国を名乗るのはおこがましい。
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「あなたたち……それってどうなの」

　クレハが呆あきれている。

「んっ？　なら、クレハはどんなのにした？」

「私が考えたのはライナラ王国ね。ケヤルガと出会ったあの場所にはライナラが咲き乱れてたわ。だから、ライナラを見る度ケヤルガを思い浮かべるの。ライナラは綺き麗れいで、私にとってケヤルガとの思い出。だから、その名前をつけたい」

　ライナラの間で、クレハを治療したのが俺たちの出会いだ。

　懐かしいな。

　それに、あの花は美しい。

　だが、賛成はできない。ジオラル王国の象徴だった国花を新しい国に名付けるのは問題がある。

　エレンが苦笑いしていた。

　きっちりと考えてくれたから、厳しいことは言えない。だけど、俺と同じくジオラル王国の象徴を名付けるのはまずいと政治的な判断をしているため、この表情だ。

「では、次は私ですね。私が考えたのはパナケイア王国です。みなさんが言う通り、やはりケヤルガ兄様のものだということは明確にしたい。でも、ケヤルガ兄様の名前を直接つけるのは少し下品ですし、だけど連想する名前にはしたくて、ケヤルガ兄様と言えば癒やし。だからこそ癒やしの女神、その名をいただきました」

　神の名を冠する国は縁起が良く、品があり、それでいて癒やしの女神は俺を連想させる。

　俺の国だと内外に示すのにも十分だ。

「さすがはエレンちゃんですね。……文句のつけようがないです」

「んっ、いい名前。でも、セツナはケヤルガ王国のほうがわかりやすくて好き」

「私もエレンに賛成するわ」

「まだ、それは早いですよ。ケヤルガ様の案が残ってますよ」

　全員の注目が俺に集まり、不敵に微笑ほほえむ。

　この雰囲気では言えない、名前なんてどうでもいいと思っていたことも、考えてなかったことも。

「……偶然だな、俺もエレンと同じ名前を考えていたんだ」

　だから、エレンに乗っかることにした。

　これならば威厳を保つことができる。

「ケヤルガ様も同じ考えなら、セツナもそれがいい」

　唯一、ケヤルガ王国に拘こだわっていたセツナが賛成したことで全員の意見が一致した。

「では、パナケイア王国で決まりですね。クーデターが楽しみです。明日、ジオラル王国は、ケヤルガ兄様のパナケイア王国に生まれ変わります！　あと、これが憲法と法律です。国を作り直すのでルールも変えちゃいましょう。やり直せる機会ってそう多くないですし、今のルールって貴族どもの既得権益を守るためにわざと複雑で非効率にしてるので」

　紙束を渡される。

　国の法律と憲法を纏まとめているのに、かなり枚数が少ない。

　効率を追い求めるとこうなるのだろう。

「ああ、これで行こう」

「読まないで返事していいんですか？」

「むろん、後でしっかりと目を通す。だが、エレンが作ったのなら中身に問題はないだろう。エレンには仕事が山積みだろう？　俺の返事待ちで時間を潰している場合じゃない」

「私がそう言うと読んでケヤルガ兄様から権力を奪い取る罠わなを仕込んでいるかもしれないですよ」

「それならそれでいい、俺はエレンを信じている。それにな、どっちみちエレンが居なきゃ国の運営なんて面倒なことやってられなくなる。裏切られた時点でこの国は終わりだ」

　国の運営はひどくめんどくさい。

　領地一つ治めることすらごめんなのに、やっていられるか。

「では、その信用に応えるとしましょう」

「明日の手順はどうなっている。俺にも仕事があるんだろう？」

「そっちは心配しないでください。私と一緒に居てくだされば、その都度指示を出しますから、明日の早朝六時にここへ来てください。フレイアさん以外集合です。フレイアさんはフレア王女の顔になって、王室で待っていてください」

「エレンちゃん、私は何をすれば？」

「ふんぞり返っていればそれでいいですよ」

「わかりやすいですね。では、王女様をやっておきます」

　国くに盗とり前日とは思えない気軽さだ。

　国盗りなんてものは、事前準備が九割九分以上。

　エレンはそこを完璧にやっているからこそ余裕がある。

　そして、エレン以外はエレンを信じているからこそ、笑っていられる。

　特等席で国盗りを見させてもらおう。




　　　　◇




　というわけで、クーデター当日となった。

　予定通り、フレイアの姿をフレア王女に変えて王室に配置し、俺たちは昨日と同じ部屋に集まる。

　俺自身も、ケヤルガではなく【癒】の勇者ケヤルの姿になっていた。

　窓を全開にして、外を見ている。

　城が五千ほどの軍勢に囲まれていた。どこからどうみても反乱軍だ。

　そして、拡声器を使い何かを叫んでいる。

「おいっ、エレン。やつら、【癒】の軍勢とか叫んでいるんだが」

　叫んでいる内容は『もう国を王族に任せていられないと英雄である【癒】の勇者が立ち上がり、その志に共感したものがここに集まった。この国をケヤルに明け渡せ』というもの。

「ええ、なにせケヤルガ兄様のクーデターですから」

「にしても、今のジオラル王国でよく五千もの兵を集められたな」

　ジオラル王の暴走、ブレットとの戦争でとんでもない戦死者を出した上、属国どころか、いくつかの街が離反している。

　今のジオラル王国に五千も兵を集める力なんてものはない。

「あれ、ジオラル王国の兵だけじゃないですよ。いろんなコネを使って、複数の国から兵を出してもらいました。カスタ王子も快く協力してくれましたよ」

「筋書きは俺が各国を回って理想を語り、共感した国々が俺を手伝ってくれたってところか。なるほど、理に適かなっているな。そっちのほうがよりクーデターに真しん実じつ味みが増す」

　もともと国の名を変える目的は、周辺諸国からの賠償金や補償の回避。

　ジオラル王国の罪はジオラル王国のものにしてしまい、俺たちは関係ないと言い張るため。

　だからこそ、このクーデターが出来レースだと言われたら終わりだ。

　複数の国を巻き込むことで真実味を増させるというのは、非常にいい手。周辺諸国を巻き込み共犯者を増やし、規模を大きくすることで嘘うそくささを拭う。

　加えて、他国から出兵があれば、いろんな国の諜ちよう報ほう員いんが情報を求め、クーデターの現場へやってきて、自国へクーデターについて情報を送る。

　相変わらず、エレンにはそつがない。

「反乱軍をでっち上げたのはいいが、ガチの戦いにしか見えないのはどういうことだ。いいのか、血が流れて」

　王城側が反乱軍の降伏勧告を無視したことで、反乱軍が城攻めを始め、開戦してしまっている。

「他国からぞろぞろと諜報員が来てくれてるので、ちゃんと血が流れるところも見せないと。ああ、心配しないでください。それ含めての仕込みなので。この城は小さいうえに、北と東側が断崖絶壁。攻めてこられるのは南と西側だけ、そのうち西側は総力を挙げて城壁と堀を工夫しております。ゆえに南側からしか敵は来ません。守りやすいようにせまい一本道。一度に攻めてこられる人数なんてたかがしれてます」

　いくら兵を集めても、こちらが城から出ない限りは、攻撃できるのはごく一部で他は観客に成り下がる。

　やはり、ここは良い城だ。

　守りが堅い。

「そうか、その人数ならいくらでも演技ができるわけか」

「ええ、反乱軍の先陣を切る部隊も、防衛を行ってる部隊も両方共、事前に演技指導がされている役者ばかり。計画通り、拮きつ抗こうさせて戦いを長引かせつつ、ほどほどに怪我人を出しますよ」

「そうやって、適当な小競り合いをして膠こう着ちやくしたタイミングで俺の出番というわけか」

「はい、両方共良い芝居をしてくれてますね。あと二時間ほどしたら行きましょうか」

「ああ、フレイアが待ってる」

　この状況で俺が向かう場所は一つしかない。

　フレイアが待つ玉座の間だ。

　ここまで来れば、ここから先の絵は説明されなくても見えてくる。

　そこに行けば、いよいよ俺の出番だ。

　まだ、出番まで時間がある。

　それなりの演説を考えて、演技の練習でもしておこうか。

　なにせ、新たな支配者の初お披露目だ。

　それなりにかっこをつけて威厳を見せつけねばならないだろう。
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　大絶賛、ジオラル王国のクーデターが行われている。

　一応、俺が首謀者のはずだが、割と余裕があった。なにせ、計画立案から実行までエレン任せなのだから。

　城がかなり派手に揺れる。

　巨大な魔力同士がぶつかった際に起こる、世界が軋きしみをあげる感覚。

　……おそらく、一流どころの魔術士が数十人がかりで発動した、戦術級儀式魔術を打ち込まれ、城に仕掛けてある結界がなんとか耐えたといったところだろう。

「割とガチでやってるな」

「はい、ガチですよ。じゃなきゃ、騙だませないですしね。こんなところに派遣される諜報員って各国のトップクラスですし。なので、攻城兵器のぶつかり合い、儀式魔術の過干渉によるオーバーロード、英雄クラスの一騎打ち、イベント盛りだくさんです」

　どこからどう見ても、本当の戦争だ。

　そこまで様々な要素をぶち込みつつも、双方の被害が最小限になるよう調整するのは神業だ。

　エレンが味方で良かったと思う。

　エレン以外のメンバーは言ってみれば脳筋。戦闘力はあるがそれだけ。今までどれだけエレンに救われたかわからない。

「また揺れたな」

「こんなものじゃないですよ。もっともっと盛り上がる予定です！」

　俺たちは戦場の怒声やら爆発音やらをＢＧＭにしつつ、フレイアの待つ王室に向かう。

　戦いを終わらせるためにだ。

　怪け我が人にんもずいぶん出たし、そろそろ他国向けのデモンストレーションは十分だろう。




　　　　◇




　王室につくと、玉座に座り、居眠りしていたフレイアが目を覚ます。

「……おまえもたいがい余裕だな」

「あっ、ごめんなさい。することがなくて」

　クーデターを受けている国の王女様とは思えない発言だ。

　これが表に漏れたら、一発で芝居とバレるだろう。

　フレイアはエレンの言いつけ通り、王族としての正装をしており、さらには王位を持つ証あかしとして、王冠を身に着けていた。

　つい先日まではジオラル王が身に着けており、今の持ち主はフレイアとなっている。

「そろそろ、俺たちの出番だ。よだれを拭いて、心の準備をしておけ」

「はいっ、ケヤルガ様の晴れ舞台、精一杯盛り上げますね」

　俺の仕事は王女フレアを降伏させた上で、この国が俺のものになったと宣言すること。

　筋書きとしては、五千の兵を使った反乱軍は陽動であり、本命は俺の潜入。

　俺が密ひそかに城に忍び込み、王女フレアの下にたどり着き、武力ではなく俺の説得によって王女フレアが降伏して、俺に王権を譲るというもの。

　フレイアにはエレンの作った台本が用意されているが、俺はアドリブでなんとかしろと言われている。

　そちらのほうが、俺らしさが出て、より説得力が増すというのがエレンの言い分だ。

　正直、こういうのは得意ではないのでエレンに任せたいと言ったところ『ケヤルガ兄様は演技が下手です。台本なんて用意したら棒読み丸出しで、モロバレです。全部台無しになっちゃいますよ？』とにこやかに却下された。

　何が悔しいかというと、完全に的を射ていて反論できないこと。

「フレイアさん、ケヤルガ兄様、予想より進行が早いですね。あと二十分ほどしたら出番です。もう、いい感じに場が温まってます。……反乱軍さん、なんか想定以上に義勇兵っぽいのが紛れ込んだ上に、そいつらがスタンドプレイかましているみたいで制御できてません。質たちが悪い癖に実力も英雄クラスが数人います。もってあと一時間です」

「エレンの読みも完璧じゃないわけか」

「はい、お恥ずかしい限りです……思った以上にケヤルガ兄様の人望があったみたいですよ。下からの報告じゃ、その英雄クラスの人たち、ケヤルガ兄様の知り合いだって言ってるみたいです」

　ジト目でエレンが見てくるが、英雄クラスの知り合いなんて心当たりがない。

「なら急がないとな。……心の準備はできている」

　俺は微笑み、英雄らしき表情を作る。

　その姿を【改良ヒール】でケヤルのものに変えた。身長が縮んで、表情が柔らかくなる。

「やっぱり、ケヤルガ様は、ケヤルガ様のままでもかっこいいですが、ケヤル様のお姿もかっこいいです」

「私もそう思いますね。ケヤルガ兄様はたくましくてかっこいいですけど、ケヤル兄様のお姿は優しそうでかっこいいです」

　俺は苦笑する。

　かつて、俺が弱いと切り捨てたケヤルの姿をかっこいいと言われるなんてな。

　でも、ちょうどいい機会だ。ずっと前から決めていたことを二人に伝えよう。

「それなんだがな、俺はもうケヤルガの姿には戻らない。ケヤルとしてこの国の王になるからっていうのもあるが……もうケヤルガは必要ないんだ」

　ケヤルガは俺にとって鎧よろいだった。

　復ふく讐しゆうを果たすには、ケヤルは優しすぎて、弱すぎた。

　だから、容赦がなくて強い理想の自分ケヤルを作り上げたんだ。その代償に弱さと一緒に優しさを捨てた。

　ケヤルガだからこそ、復讐を達成できた。

　だけど、もう復讐は終わった。ケヤルガの鎧はいらない。これから先に必要なのは、ケヤルガの強さじゃなくケヤルの優しさ。

　ケヤルとして、俺は女たちと幸せを作っていきたい。

「それはそれで残念ですが、いい考えだと思います。今の、ケヤルガ兄様……いえ、ケヤル兄様、とってもしっくりきます」

「はいっ、そっちのほうが、らしい感じがします。ケヤルガ様、無理して悪ぶってるときがありましたから」

　ケヤルの姿が俺らしいか。

　たぶん、一か月前に言われたら激怒しただろうな。

　だけど、今は……。

「俺もそう思うよ」

　そう言って笑える。

　美味おいしいリンゴを育てて皆を幸せにしたいと願い、勇者に憧れて、誰かを救うために剣を取りたいと思っていたケヤル。

　たぶん、ケヤルに戻っても、そんな昔の自分とは違っている。

　あまりにも多くの経験をして、多くのものを得て、多くのものを失った。

　でも、俺は変わってしまった俺のことを気に入っている。

　ケヤルガよりも、かつてのケヤルよりも、今のケヤルとして生きたい。

　……再びケヤルガに戻るとすれば、それは大事なものを奪われたときだろう。

「さて、こんな話をしているうちにそろそろ時間だ。行こう、フレイア……いやフレア」

「はいっ！」

　フレア王女姿になったフレイアの手を引く。

　俺がケヤルに戻ったように、フレイアもフレアに戻る頃合いかもしれない。

　エレンが、記憶を取り戻してもエレンで居続けると言ってくれたように、きっとフレイアも……そんなふうに今は思えるんだ。




　　　　◇




　エレンの合図で、わざと防衛線を突破させ、戦いの場が城内に移る。

　このタイミングを待っていた。

　俺はフレイアを引き連れ、バルコニーに出る。

　このバルコニーは、下々のものに言葉を伝えるために設計されたもので、下からよく見えるようになっていた。

「【癒】の勇者ケヤルだ！　双方、剣を収めろ！　もはや、この戦いに意味はない。ジオラル王国、第一王女、フレア・アールグランデ・ジオラルは降伏した！」

　高らかに宣言する。

　それは魔力によって増幅され、城の敷地内はもちろん、その外にまで響く。

　それも届けているのはただの声じゃない。

　ジオラル王国で研究されていた装置で、声に乗せた感情を増幅することで、簡易的な洗脳を可能にする。

　こんな悪辣なものを作っていたことに呆あきれるが、あるものは利用させてもらう。

　その効果は抜群で、戦場の熱に浮かされていた兵士たちが呆ぼう然ぜんと手を止めて、バルコニーを見上げる。

　注目が集まったのを確認してから、俺はフレイアの背中を押す。

「私、フレア・アールグランデ・ジオラルは【癒】の勇者ケヤルに降伏しました。……それは命欲しさに国を売ったわけではありません。ケヤル様の話を聴き、この国の民がより幸せになれる。そう考えたからこそ、委ねたのです」

　フレアのカリスマ性はやはり優れている。

　美しい容姿と誰もを魅了する声。

　身振り手振りは感性でやっているのに、どんな理詰めの演技よりも心を掴つかむ。

　誰よりも王女らしい王女。それこそが王女フレアの恐るべき才能。軍師、政略家としてはエレンが圧倒的に優れていても、政治家として見るならフレアはエレンに比肩する。それほど、カリスマ、人の心を動かす資質は十分だ。

「俺が反乱を起こしたのは恨みからじゃない。ただ、この国を良くするためなんだ。余計な血を流すつもりはない。だから、粛清などは行わないし、今までこの国を支えてくれた者たちを蔑ないがしろにするつもりもない、その上で新しい風を起こし、この国を変えていく」

「その言葉に偽りはありません。ケヤル様は、この私の力すら必要と言ってくださり、手を取ってくれました」




　フレイアが誰もの心を溶かす微笑みを浮かべて、手を伸ばす。

　そして、俺はその手をしっかりと握った。

　反乱をしたものと、反乱を起こされたものが手をにぎる姿を見て、動揺が広がっていく。

「みんな、争いは終わりだ。これからは手を取りあい、この国をみんなで良くしていく。まずは剣を収めて握手をしてくれ。俺とフレアのように。それこそがこの国がよりよく生まれ変わる第一歩だ！」

　反乱軍のトップである俺と、ジオラル王国の支配者であるフレア王女の握手に触発され、さきほどまで殺し合いをしていた兵たちが、手と手を取り合う。

　そんな美しい光景が広がっていく。

　俺とフレイアは、その光景を見て微笑んでみせた。

「ありがとう！　皆が手を取り合ったことでこの国は変われる。約束しよう、この【癒】の勇者ケヤルが、傷つき、荒すさみきった国を癒やし、かつて以上に豊かな国にしてみせると。そして、今、この瞬間ジオラル王国は死に、新たな国へと生まれ変わる！」

　そこで溜めを作る。

　注目と期待が限界まで高まったところを見計らって口を開く。

「新たなこの国の名は……パナケイア王国！　癒やしの女神、その名を冠した国。これから新たな国を俺たち全員で盛り上げていくんだ。俺と共に幸せな未来を目指してほしい！」
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　その言葉に応えるように拍手と歓喜の声が響き渡る。

　それは敵も味方も関係なくだ。

「「「「パナケイア王国万歳!!」」」」

　たしかにこの瞬間、この場にいる者の心は一つになった。

　俺は満足げに頷うなずく。

　ノリと勢いでなんとか押し切れた。

　誰も、今の演説どころか、クーデター自体に大した意味はなく、ただ賠償金を踏み倒すためにやっているとは思わないだろう。

　だけど、俺は今の言葉を真実にしたいと思っていた。

　俺の吐いた言葉は理想論だが、俺の女たち、そしていずれは生まれる子供たちと幸せに暮らすには、そんな国が必要だ。

　そのためなら、少しは頑張ってもいい。

　そんなことを思いつつ、フレイアと共に城内へと戻る。

　俺たちの出番はここで終わり、あとはエレンが粛々と、事後処理を進めてくれるだろう。
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　クーデターが終わってからは大忙しだった。

　国のトップが替わるといろいろと面倒な式典やら、挨拶回りやらがある。それに、いくら事前に根回しをしていたとしても国内外から反発があるのは避けられない。

　だが、大きな問題になる前に芽を摘めている。

　ここでもエレンが大活躍だ。

　そつなく調整して、ありとあらゆるトラブルにうまく対応しつつ、新たな王である俺は、彼女が用意してくれた舞台で適当なことを言うだけでいいようにしてくれている。

　楽でいい。

　やはり政治というのは面倒で難しい、エレンがやったような立ち回りなんてできる気がしない。

　たぶん、俺ならどこかでブチ切れて、ヒールとお薬で、ちょこちょことうっとうしいやつを洗脳してしまうだろう。

　国の運営なんて面倒でやっていられないという考えは間違っていなかった。

　それがようやく落ち着いてきたころ、エレンが重用する文官と俺の女たちを乗せて、馬車で国を出た。

　目的は、世界会議に参加するためであり、その旅も今日で一週間目。

「飛行機の修理、終わってないのが痛いですね。あれがあったら一日で着いたのに」

　フレアがぼやく。

　あの日から、俺がケヤルであるように、フレイアはフレアに戻った。

　記憶は戻していない。

　ただ、フレアとしてすごすように告げてあった。

　それは、これからはしばらくフレア王女としての仕事が多く、いちいち姿を変えるのが面倒だからであり……俺の感傷でもある。

「竜素材に頼らない飛行機を造りたかったんだが……。まったく時間がとれなかった」

　飛行機の速さを知っているだけに、馬車の速度に不満を感じてしまう。

　この移動に費やす時間があれば、いろいろできるのに……。

　しかし、造れなかったものはしょうがない。

　これ以上出発を遅らせれば世界会議に間に合わない。

　そうなれば、俺たちがいないところで好き勝手決められ、国が滅びかねない。

「今、ケヤル兄様の影武者を見繕ってます。ちゃんと準備ができたら代役で済むところは、ぜんぶそれで終わらせますので、そしたら楽になると思います。それまでは我慢してください。さすがに、王の代わりは私でもできません」

「ありがたいな。なにせ、パナケイア王国において王は飾りだ。俺がいなくてもいい」

　すべての舵かじ取りはエレン任せ。

　王が必要な仕事は数あれど、ただそこに居るのが仕事だ。

　ならば、本人である必要もなく、形だけ似せた偽者で十分だ。なんなら、【改良ヒール】で形作りを手伝ってもいい。

「それってどうなのかしら？　もともと全ての権限がエレンに与えられているのに、影武者だってエレンの人形よね。……エレンがその気になれば、簡単に国を乗っ取れるわよ」

「別に、影武者を使わなくとも、もとからエレン次第だ。俺の理想を現実に変えられるのはエレンだけだからな。エレンに裏切られたら終わり、裏切られないように対策して動きにくくしてもしょうがないだろ」

　俺にできるのは、こんな国にしたいと言うだけ。

　それ以上のことをする能力がない。

　ある意味、それはただしい王のあり方だ。

　王が道を示し、民たちがそれを為なす。

「お任せください。私がケヤル兄様を裏切るなんてありえないです」

「……そうね。変なことを言ってごめんなさい。それにしても、ケヤルガとフレイアがケヤルとフレアになってしばらくするのになれないわね。声も見た目も違って」

　俺とフレイア……フレアは苦笑する。

　そうは言われても……というのが本音だ。

「んっ、セツナは大丈夫。匂いは変わってないから違和感ない」

「グレンも、気持ちいいことしてくれて、お肉くれたらどうでもいいの！」

　クレハと違い、ケモ耳ふたりはすぐに順応した。

　こうは言っているが、獣の性質があるせいか、見た目や声なんて表層的な部分じゃなく、もっと深いところで人を識別している。

　実際、中身は変わってないしな。

　俺は今までやっていたような、無理に悪ぶるような発言をやめて、少し優しくなったぐらいにしか変化はなく、フレアに戻ったフレイアはまったく変わっていない。

「そうね。慣れるように努力するわ」

「なんならベッドの上で、俺は俺だと教えてやろうか？」

　最近忙しくて女たちを抱けてなかった。

　今日はクレハを愛してやろうか。

　思う存分体を重ねれば、違和感はなくなるだろう。

「ふふっ、お願いするわ。実は体が疼うずいてしかたなかったの」

「ああ、ずるいです。私も最近ご無沙汰なんですから。王様になって忙しいのもわかりますが、もうそろそろ、私たちもかわいがってください！」

「グレンもなの！」

「んっ、セツナも可愛がってほしい」

「セツナが毎朝ケヤル兄様にご奉仕しているのを知っていますよ……ここは私も含めた五人で争奪戦ということで」

　女たちが賑にぎやかに騒いでいる。

　久しぶりに、みんなでするか。

「騒ぐのもいいが、目的地に着いたようだぞ。長い旅もようやく終わりだ。この国が世界会議の会場か」

　街の中へ入っていく。

　そこは白い街だった。建物すべてが白一色、掃除が行き届き美しく清らかな街。

　……まあ、そんなものは虚栄なんだがな、なにせ法で白以外は許さず、清掃を怠れば厳罰が待っている。

　汚いものを白で塗りつぶした、偽りの世界。

「世界会議の会場としては妥当ですね。ジオラル王国、グランツバッハ帝国に並ぶ、世界三大強国の一角、スコーデリア皇国。前二つが倒れれば、自然とこの国が世界の中心になります」

　スコーデリア皇国。

　この国は宗教色が強い国だ。なにせ、ジオラル王国の国教でもあったファラン教の総本山。俺はファラン教が嫌いだ。

　かつて、俺の村はファラン教によって、邪教に染まった村として焼き払われた。

　その策自体は、ここにいるエレンがノルン姫のときに考えたものだが、邪教認定をしたのはファラン教だ。

　金を積まれただけで、罪のない村に邪教の烙らく印いんを押した。聖職者面して善人を気取りながら……反へ吐どが出る。

　だからこそ、俺はジオラル王を殺したあと徹底的に国内からファラン教を駆除した。

　信者が多い宗教を追い出すことで、反発もあったし、心の拠より所どころを失った民も多く、世界中に根を張っている宗教だけあって敵も多く作った。

　その判断は政治的に見れば、マイナスだったと認めている。

　それでも、やった。

　俺は、俺から大事なものを奪う奴やつらを許さない。

　なにより、このファラン教の教義は絶対に受け入れられない。

「んっ、なんかじろじろ見られている」

「気持ち悪いの！」

　馬車から身を乗り出すようにして街並みを見ていたセツナとグレンに突き刺さる目がおかしい。

　敵意、見下し、嫌悪。

　そういったものがないまぜになった瞳。

「それには理由がある。この国の教義じゃ、人間だけが神に選ばれ、愛された特別な存在で他の生き物は全部下等な存在らしい。獣人も亜人も魔族も全部な」

「さすがケヤル兄様は博識です。そういう教義だからこそ、亜人や獣人を奴隷にして魔族と戦争をしていたジオラル王国と相性が良かったんですけどね」

　人間以外は人じゃない。

　そう教えこまれているからこそ、こういう目を向けてくる。

　ジオラル王国の亜人差別が激しかったのは、ファラン教の影響が大きい。

　そして、この国は総本山だけあって、より亜人差別が苛烈だ。

　なにせ、生まれたときからそういうものだと教え込まれている。ここまで根深いと、もう価値観が変わることはない。

　俺の国であるパナケイア王国は獣人や亜人の人権を認め、さらには魔族と同盟を結ぼうとしている。俺がファラン教を追い出したのは、かつての恨みもあるが、俺の目指す国にとっては邪魔でしかなかったというのもある。

　こんなくそみたいな教えはいらない。

「待つの！　グレンは神獣なの！　獣人扱いは心外なの！　神を崇あがめるなら、このもふもふぷりてぃボディからあふれる神気を感じてほしいの！」

　グレンがわめきながら、いつも以上に神獣だけに許された聖なる気を放出する。

　本当に能力がある聖職者が見れば失禁して、その場で土下座するレベルだ。

「無駄だ、こいつらは神を信じてはいるが、神を感じる力も、神の恩恵を受け取る器もない」

「なんで、それで神を信じて、奉れるの？」

「教義に従いさえすれば、自分が神様に選ばれた特別な存在だって思えるからな。人間以外も見下しているが、ファラン教の教えに従わない奴らも見下しているんだよ。何もないからこそ、何かにすがり、楽に優越感を得たいんだ。第一、ファラン教の崇めている、ファラル・ファラン神なんてものは存在しない。存在しない神に祈っても意味はない。まあ、ただの洗脳だ」

「馬鹿なの。眼めの前に、ありがたい神獣様がいるのに馬鹿にして、偽物の神様を崇めるなんて、あたまぱっぱらぱーなの」

「それは否定しないが、宗教自体がそういうものだからな」

　宗教の本質は、弱いものにすがる対象を用意して、心の平穏を保たせること。

　あがめる対象が本物かどうか関係ない。スコーデリア皇国の安定ぶりを見ている限り、十分に成功している。

　まあ、端的に言えば金を払い、儀式をするだけで選ばれる存在になれる、そんな商品を売り物にしているのが宗教であり、それが極まったのがファラン教。

　好きにすればいいとは思う。

　だが、その教義を人の庭にまで押し付けようとするのは許さない。身内でどんなあほな信仰をしようと勝手だが、その教えに反するものを排除しようとしてくるから手に負えないのだ。

　今回の世界会議における主題は、グランツバッハ帝国という巨大なパイの切り分け。

　あの崩壊した大国に、様々な国が群がり、その領地や利権を奪い合う。

　だが、もう二つ、あえて奴らがジオラル王国……もといパナケイア王国に伝えなかった裏の主題がある。

　俺たちに謝罪と賠償を求めること、そして俺たちがパナケイア王国で始めた獣人、亜人を平等に扱う法案の訂正。……魔族との同盟はまだ表に出してないが、それを出せば、戦争すら仕掛けてくるだろう。

　ようするに、俺たちを叩いて叩いて、奪えるものは奪い尽くしたいと考えている。

　ただ、残念ながらその情報をエレンは事前に掴んで、対策を考えた。

　俺たちは殴られるだけじゃない、殴られたら殴り返す準備をしている。

　容赦する気もない。

　そういう強さをケヤルガのときに見つけた。

　ケヤルに戻っても、その強さは失われていないのだ。

　こちらに噛かみ付いてくるハイエナどもに目にものを見せてやろう。そして二度と歯向かわないよう牙をへし折るのだ。
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　世界宗教と言っても過言ではないファラン教の総本山で世界会議開催まで数日間を過ごしていた。

　俺たちは国賓扱いとしてもてなされている。

　宿も食事も超一級品。

　にも拘かかわらず、セツナとグレンに向けられる目には隠しきれない嫌悪が混じっていた。

　ここにいるのは国賓をもてなすためのプロフェッショナル。本来なら、国賓に侮蔑を向けるなんてことはありえない。そのありえないが起こるぐらいには、この国はおかしい。

　どれだけ差別が深く根付いているかわかるというもの。

　そして、いよいよ今日は世界会議当日だ。

　朝から会議があり、朝食を済ませればそちらへ向かう。

「どうしてケヤルはセツナとグレンを連れてきたの？　あなたなら、二人への風当たりが強いことに気付いていたわよね」

「ああ、エレンと話して、わかった上で連れてきた。そうする必要があったからだ」

　セツナとグレンは書類上、俺たちの護衛。

　つまるところ、いくらでも代わりが利く役職だ。

　連れてくる必然性はない。

　この国で向けられる視線と感情を考えれば、パナケイア王国に残しておくべきだっただろう。

「セツナは連れてきてもらえてうれしい。ケヤル様と離れ離れはいや。その他大勢にどう思われようが、どうでもいい」

「グレンも慣れたの！　それに、こっちに来てから、ご主人様、いつも以上に愛してくれてるの！」

「この二日、セックスしかしてなかったからな」

　入念に準備してから出発した。

　今更、慌ててすることもなく、こんなクソな国で観光をする気にもならなかったので、部屋にこもって、ひたすらやりまくっていた。

　なかなかに充実した日々だ。

「なら、良かったわ。二人とも強いのね」

　クレハの発言は微妙に違う。

　セツナとグレンの思考回路は俺に似ていて、親しい人間以外に対する興味が極めて少ない。さきほどセツナも言ったとおりどうでもいいのだ。

　だから、悪意が気にならない。

「あれだけ、愛してもらったんです。ケヤル様の子供ができてるかもしれません」

「楽しみですね。ケヤル兄様との子供」

「もう避妊もしてないしな。いつできてもおかしくない」

　全員に避妊はしないと宣言している。

　ただ気持ちよくなるだけじゃなく、子供がほしい。

　今まで避妊をしていたのは、復ふく讐しゆうを果たすには彼女たちの力が必要だったからであり、そういう日常や幸せの象徴みたいなものに興味がなかったからだ。

　だけど、今は違う。彼女たちとのこれからが欲しい。

　ああそうか、俺はずっと復讐は娯楽で、楽しんでいる。そう思っていたが、過去に縛られていた。未来を、前を向くようになったから、こんなことを考えるようになったんだ。

「頑張る！　いっぱい食べて栄養をつけとく」

　セツナはいつもかなり食べるほうだが、今日はなおさら良く食べる。

　子供を産むなら栄養を蓄えないといけないのは獣にとって本能で、人間もそうしたほうがいい。もっとも何事にも限度はあるが。行き過ぎた肥満だと出産リスクが高まるし、そもそも体調を崩せば元も子もない。

「そういえば、ケヤル兄様。ゲストもちゃんと着いたみたいですよ」

「そうか、ぎりぎりだったな」

「向こうもバタバタしていたようですね」

「だろうな。世界会議が終わったら、こっちはエレンに任せて、そっちに向かう」

　エレンほどではないが、ある程度俺も政治はできる。

　知識だけなら、エレンのものをコピーしているのだ。それを使いこなせるかはまた別だが、これだけいいお手本を見てきたのだから、彼女の力になれるはずだ。

「ええ、留守は任せてください。……というわけで、そろそろ行きましょう。謀略と陰謀の世界会議へ！」

　俺は苦笑する。

　ファラン教の監視役がいるなか、平然と謀略と陰謀の世界会議と言い放つなんて。

　ほら、監視役が顔をしかめた。ほんの一瞬、常人なら気づかないだろうが、俺はそういうのを見逃さない。

（わざとだろう。嫌がらせだ）

　なら、俺も乗ろう。

「さて、やり玉に上がりにいくとするか」

「はいっ、ケヤル兄様、石を投げ返す準備は万全です」

　俺はあまりにもあまりな言いざまに笑い、頼れる軍師の手を取った。




　　　　◇




　世界会議が始まる。

　ここには主要各国の代表が集まっていた。

　参加できるものは国ごとに五人までと定められており、旧ジオラル王国にして現パナケイア王国の参加者は、俺、フレア、エレン、クレハにセツナ……そして、子ギツネモードのグレン。

　キツネは人数としてカウントされない。

　役割は国の代表と、その補佐二人に護衛二人というもの。

（そう、すでにパナケイア王国となったことは周知されており、俺たちはジオラル王国ではなく、パナケイア王国として参加している）

　あのクーデターには複数の国の諜ちよう報ほう員いんが紛れ込んでいて、俺たちがその情報をばらまく前から各国は知っていた。

　重要なのは、この世界会議において、パナケイア王国の名前で参加できたこと。つまりはパナケイア王国が国際社会で認められたという形であること。

　ホールになっており、中央に司会であり、ホストを務めるスコーデリア皇国の聖帝がいた。

　スコーデリア皇国は、聖帝と呼ばれるものが国と宗教両方のトップに立っている。

　政教分離なんていう近代思想は遥はるか彼方かなたに置き去りにしており、宗教が国そのものだ。

「ふむ、定刻だ。会議を始めよう」

　まずは予定通り、グランツバッハ帝国の切り分けについて議論される。

　各国が、声高々に自分の取り分を主張する。いかに先の大戦で功績を挙げたか、あるいはその土地の歴史背景など。

　そして、俺たちが発言する番が来た。エレンが立ち上がる。

「我々は先の大戦で、敵の主力部隊を壊滅させ、更には精鋭部隊による首都の強襲、指導者であった【砲】のブレットの討伐を成しました……この大戦はほぼ私たちだけの力で勝ったようなものです。グランツバッハ帝国のほとんどを我が物と主張する権利があります」

　エレンが強く主張する。

　それに対して各国が猛反発する。

　このままでは自分たちの取り分がなくなってしまうと焦っているのだ。

　ある程度好きに騒がせてから、エレンがにっこりと微笑ほほえむ。

　そして、再び口を開いた。

「とはいえ、それはジオラル王国の功績であって、パナケイア王国の功績ではありません。ジオラル王国の功績でパナケイア王国が褒賞をもらうのは理に反します。皆様もそう思いませんか？」

　しめたとばかりに各国はエレンの主張に賛同する。

　各国は声を揃そろえる、あくまでジオラル王国の功績であり、パナケイア王国は関係ないと。

　……相変わらず、エレンは性格が悪いな。

　もとから、俺たちは取り分を主張するつもりはなく、取り分を放棄することでジオラル王の罪を償うつもりだった。

　しかし、取り分を放棄するにしてもいろいろとやり方がある。

　シンプルなのは、『取り分を放棄する代わりに、かつての罪を赦ゆるしてくれ』と言ってしまうこと。

　それをしたところで欲深い各国はいろいろと難癖をつけてくるだろう。

　その点、今の一手は素晴らしい。完璧な布石だ。

　エレンの考えに気付いた国も、何か国かいるようだが、大半の国は目先の欲にかられてエレンの主張を支持し、この流れは変わらない。

　数分後にはパナケイア王国を除く各国で、パイを切り分けるかのようにグランツバッハ帝国はバラバラにされて、食べられてしまった。

　これだけあっさり話し合いが終わったのは、事前に様々な取り決めがなされていたからだろう。

　これで表向きの議題は終了。

　しかし、今日の会議はここで終わらない。

　俺たちにとって、ここからが本番だ。

「では、次の議題に移りましょう。ジオラル王国、いえ、今はパナケイア王国の賠償責任についてです。旧ジオラル王、マルグルト・リキル・ジオラルの暴挙によって、多くの国が深刻な被害を受け、その爪痕は未いまだ癒えてません。パナケイア王国には賠償をする義務があります」

　その言葉に賛同の声が次々とあがっていく。

　どうやら、グランツバッハ帝国だけでは腹が満たされなかったらしい。

　今度は俺たちを喰くらいたくて仕方ないようだ。

　さきほど、大戦の功績を表明したように、次々と各国は自らの国が受けた被害と、それに相応する賠償を要求してくる。

　こんなもの即興で算出できるはずがない。

　事前にこの議題が上がることを知っており、入念な準備をしていた。

　ジオラル王国以外では、話が通っていたのだ。

　……間抜けな連中だ。それだけ話を広めてしまえば、どれだけ俺たちを締め出そうとしても、情報は漏もれる。

　そんな間抜けを晒さらさなければ、こちらの対策が間に合わなかったかもしれないのに。

　各国の主張する賠償、金や人材、技術供与、それらを合算してみる。

　そんなものを払えば、資源と国土のほとんどを失ったうえで莫ばく大だいな借金を背負い、一生、俺の国は他国の奴隷だ。

　一通り、各国の主張が終わり、俺たちの番。

　エレンがこちらを見る。

　たしかに、この場では王である俺が発言するべきだ。

　エレンは俺ならば先程自らが打った布石の意味がわかると信じて委ねてくれた。

「パナケイア王、ケヤルだ。我が国に賠償責任があるということだが……そんなものは存在しない。ジオラル王国がやったことであり、パナケイア王国には一切関係がない。以上だ」

　断言する。

　一切の動揺も、悪びれもせずに、ただ事実を告げただけという雰囲気を纏まとわせて。

　当然、各国はそんな主張を認めるわけがなく、立ち上がり、叫び、会場が異様な熱気に包まれる。

「ふざけるな！」

「通るか、そんなもん！」

「まったく、反省の色が見えない！」

　まあ、素直に認めてくれはしないだろうな。

「静粛に！」

　聖帝の言葉で場が静まる。

　さすがの世界宗教、大した求心力。

「パナケイア王、ケヤル！　そのような戯たわ言ごとが通じるとでも」

「通じるさ、というより、ここにいる皆様は既に認めてくださっている。一度、決めたことを蒸し返すのは良くない」

　またもや、俺に対する非難が爆発する。

　聖帝が場を鎮め、その意図を説明しろと口にする。

「さきほど、グランツバッハ帝国の切り分けに関して、我が国はこう主張した。大戦の功績はジオラル王国のもの、パナケイア王国は関係がなく、分け前をもらうわけにはいかない。そして、その主張に貴国らは賛同した。であるなら、功績と同じく賠償もジオラル王国のものであり、パナケイア王国とは無関係。貴国らがジオラル王国とパナケイア王国は別ものだと認めたのだから！」

　反論しようと身がまえていた諸国が、色めき立つ。

　そう、エレンのあれはこのための布石。ただ、権利の放棄をして許しを乞うわけではなく、ジオラル王国とパナケイア王国は別ものであると認めた前例を作った。

　功績はジオラル王国のもの、罪はパナケイア王国のもの、そんな都合のいい解釈はない。

　すでにジオラル王国とパナケイア王国は別ものだと、この場では扱われている。何を言われようと押し切れる。

「我がパナケイア王国の主張は以上だ。ジオラル王国の罪は、ジオラル王国に問うてもらおう。この議題について、これ以上話すことはないと思うが？」

　聖帝が殺気を込めた視線を向けてくる。

　彼は面白くないだろう、司会者ではあるが、たぶんに私怨があり、俺たちを痛めつけたくて仕方ない。

　ファラン教を国内から駆逐したこと、これみよがしに彼らの教えで下げ賤せんとされている獣人をこの場に連れてくること。その全てが癇かんに障さわっているようだ。

「そのような主張は認められません。発言を撤回しなさい、パナケイア王ケヤル」

「理があるのはこちらだ。命令ではなく議論をしてほしい。俺はファラン教あなたの信者じゃない。神様気取りで上から目線はやめてもらおうか。ここは教会ではないのだから」

　すごいな、こんな軽口一つで、聖職者面が剥はがれ落ちて、醜い支配欲で凝り固まった薄汚い素顔が表に出た。

　こんな器の小さい男でもトップに立てるのなら、宗教の一つや二つ立ち上げてもいいかもしれない。宗教は国を安定させるのに便利なギミックではある。

「覚悟はあるのでしょうね？　そのような戯言を続けるようなら、各国からの制裁が待っていますよ」

「どうぞ、ご自由に。我らの主張は正しく、理不尽に攻めてくるなら、それは侵略だ。向かえ撃つ準備がある」

「はっ、世界を敵に回すつもりですか!?　制裁するのであれば、一国、二国ではない、三か国、いや、もっとだ。勝てるとでも!?」

「勝つさ、パナケイア王国は勝つ。たしかに、世界を敵に回せば物量差はきついな。だが、戦争には勝てる。俺なら、少数を率いて、首都に突入、その国の支配者を皆殺しにすることができる。それで戦争は終わる。俺を止められるものは、もはやこの世界にいない。……俺は、自ら攻める気は毛頭ない。しかし、俺は俺から奪うものを許さない。侵略するなら、自らの死を覚悟して挑むといい」

　純然たる事実。

　いくら戦力差があろうとも、絶対的な戦力である俺が支配者を殺せばそれで終わりだ。

「それは脅しのつもりですか？　ははっ、そんなマネは不可能、そう、不可能なはずだ!!」

「脅してきたのはそちらだろう？　もう一つの問いにも答えよう。実現可能だ。俺はそうやってブレットを殺した。勘違いしていないか？　世界を滅ぼしかけたブレットより強いから、俺はやつを殺せた。俺は奴以上の化け物だよ」

　聖帝の顔が引きつる。

　おそらく、彼はこう思ったのだろう。

　もしかして、自分は今、この化け物を敵に回したのではないかと。

「言いましたね、世界に喧けん嘩かを売った報いを受けることになりますよ！」

　そして、どうせ敵に回したのならば、自分以外の各国を鉄砲玉にしてそちらに意識を向けさせたいと考えている。

　だから、馬鹿どもがそそのかされないように釘くぎを刺す。

「そこも勘違いだ。喧嘩を売っているのはそっちで、俺は殴られたら殴り返すと言っただけだ。それに……パナケイア王国は孤独じゃない」

　指を鳴らす。

　すると、五つの国の代表が立ち上がった。

「我々は、パナケイア王国との同盟を結びます。筋が通っているのは、パナケイア王国、それを理不尽に攻めるのであれば、黙ってはいられない」

「あなたたち、血迷ったのですか!?」

　五か国を代表して、発言をした男は、水の都の支配者カスタ王子。

　エレンが根回しをしていた国々だ。

　彼らが立ち上がれたのは、こちらに理があるから。そうでなければこの場で動いてもらえなかっただろう。

　これで構図は、世界VSパナケイア王国ではなくなる。

　その混乱が冷めぬ今こそ好機。

　とびっきりの切り札を出す。

　こつん、こつん、存在感ある足音が響く。

　あまりにもか細い音、なのに、誰一人それを無視できない。

　現れたのは少女だ。

　黒い翼と銀髪、美しすぎて、幻想の世界に迷いこんだと錯覚してしまう。

「同盟には私たちも加わるよ。私は魔王。すべての魔族を統べるもの。私たちは、パナケイア王国と共に歩む」

　俺の恋人のイヴ。

　彼女こそが俺の切り札。

　完全に聖帝の顔が引きつった。

　魔王と手を組むことで、完全にパワーバランスがひっくり返った。

　なにせ、魔族は人間の世界すべてを敵に回して、何百年も戦い続けてきたのだから。

　つまるところ、人類すべてと同格、それこそが魔族領域であり、魔王軍。

　その戦力と、最強の俺が手を組む。もはや、それは世界会議参加国すべての戦力を凌りよう駕がする。

　だが、ここで驚いてもらっては困る。

　ここから更に面白くなるのだから。
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　世界会議にイヴが乱入した。

　最高のタイミング。

　このことを予想したものは誰一人いない。

　むろん、ある程度諜ちよう報ほう戦を得意とする国であれば、俺の仲間に黒い翼の魔族が居たことは知っているだろう。

　しかし、それが魔王で今このタイミングでやってくると読んでいたものはいない。

　……そういう読みができるのはおそらく世界で二人だけ。エレンとブレット。

　恐怖と嫌悪と奇異の視線が集まるなか、イヴが口を開く。

「えっと、私たちの領土のこと人間たちは魔族領域って呼んでるんだよね」

　魔族領域というのはあくまで人間たちがつけた名称だ。

　実際のところ、魔族たちは魔族たちでいろんな国や街の名前をつけているし、それらを一ひと括くくりにする言葉も用意している。

「改めて言うよ。魔王イヴ・リースの名において、パナケイア王国と魔族領域は同盟を結ぶ。パナケイア王国の敵は、魔族領域の敵として認識するし、逆に魔族領域の敵はパナケイア王国の敵でもあるよ」

　そう宣言したイヴは俺の隣までやってきて、隣に座る。

　そして、いたずらっぽい表情で俺の顔を見た。

　着席したのは会議に参加したという意思表示。

　司会をしている聖帝が怒りに唇をわなわなさせている。いや怒りだけじゃない、不安と恐怖も混じっている。

「戯言です！　魔王がこの場にやってくるなど、ありえない！」

「ありえないも何も、私は魔王だよ。……ほら、ね？　わかるでしょ？」

　イヴが己の力を放出する。

　魔王候補者から魔王になったときに、その力と叡えい智ちを引き継いだ。

　つい最近まで、その力を持て余してろくに使えてなかったが、ようやく馴な染じんだようだ。

　解き放たれた魔力は圧倒的であり、なによりその質が禍まが々まがしすぎた。

　力の一ひと欠片かけらを晒さらしたに過ぎないのに、ある程度魔力を感じ取れるものは、その力に中あてられ、凍りついた。

　億の言葉よりも説得力がある。

　こんな化け物、魔王以外に存在しないと。

　聖帝ですら、理屈ではなく魂でイヴが魔王、あるいはそれに匹敵する存在だと理解してしまった。

　ほとんど無意識に膝をつこうとして、震える手で自分の太ももを叩きつけ、唇を噛かみ、憤怒の表情で鼓舞し、なんとか踏みとどまった。

「なぜだ、なぜ！　汚れた貴様が、神聖な我が国に、この場に！　人類の敵が！」

「うーん、そうだね。たしかに私たちは人類の敵かも。戦争してるし。でも、私たちからしたら、喧嘩を売ってきたのはそっちなんだけど」

「この清浄なる大地は我らが神により与えられたもの。汚れし命は消えなければなりません。これは聖戦です！」

　世界の中で魔族との戦争に積極的だったのは、戦うことでよそから援助を名目に様々なものを奪い取ったジオラル王国だけじゃない。

　ファラン教もまた、その教義のために魔族をすべて駆逐し、魔族領域を手に入れようと戦争を後押ししていた。

　……まあ、だからジオラル王国とファラン教は大の仲良しだったのだが。

「うわぁ、そういうこと言うんだ。ちょっと不快だね。私たちだって生きてるんだけど。でも、いいよ。あなたみたいなのどうでもいい。私はケヤルガ……あっ、今ケヤルだっけ。ケヤルたちと一緒になる。私たちを認めない人たちと仲良くしようなんて思わないもん、仲良くできる人たちと仲良くすればいいからね。でも、喧嘩を売るなら買うよ。そんな存在すらしない神様なんかに滅ぼされたくないからね」

[image: ]

　イヴは別に計算しているわけじゃないだろうが、たまに人の心をひどく的確にえぐる。

　最後の、存在すらしない神様なんかに、という台詞せりふは聖帝からしたらとびっきりの地雷ワード。

「この場にて、パナケイア王国を人類の敵と断定します！　世界すべてで、魔族に魂を売った悪あしき国を魔族ごと浄化しましょう!!」

　聖帝の野郎ブチ切れて、とんでもないことを口走っている。

　それが何を意味しているのか、本当に理解しているのだろうか？

　イヴが口を開こうとするのを制止し、立ち上がる。

　少し、予定が狂ったがこの流れは想定の範囲内。エレンがその先のシナリオを用意してある。

「世界の敵として認識する？　馬鹿じゃないのか？　ここは世界会議だ。世界各国の代表が集まり、合議で話を進める場だろう。司会とはいえ、独断で決める権限などない。これを言うのは二度目だ。少しは学習しろ」

「黙れ、魔族は人類の敵です！」

「魔族を人類の敵と決めつけて何百年も無駄に血を流し続けてきた。そんな馬鹿みたいなことをまだ続ける気か？　俺はごめんだ。こうして魔王とだって話が通じる。俺たちパナケイア王国は同盟だって結んだ。なぜ、終わらせられる戦いをまだ続けようとする」

「それは神の意志！　汚れた命は浄化しなければならないのです！」

「それは世界の事情ではなく、おまえの事情だろう。ファラン教の教義なんて、知らないし、興味もない。パナケイア王国は宣言する。ファラン教の私物となったこの世界会議にもはや意味はない。パナケイア王国とその同盟国は世界会議を脱退し、真の意味での世界会議を設立する。むろん、そこには魔族領域も参加する。数百年続いた無駄な戦いを終わらせ、手を取り合い、先に進むために」

　俺の言葉に、さきほどパナケイア王国と同盟を結ぶと宣言した国が拍手を送る。

「世界を敵に回すつもりですか」

「これで三度目になるぞ。ファラン教おまえは世界じゃない。第一、俺たちに勝てるつもりなのか？」

「ふふん、ケヤルと私がいれば無敵だからね。別にこの場にいる全員敵に回しても問題ないよ」

　世界会議全体にとんでもない動揺が広がる。

　なにせ、世界を滅ぼしかけたブレットを超える化け物と、魔王が手を組んだ。

　そして、自分たち以外を敵に回すことになんの恐れもなく、攻めてくるなら滅ぼすと明言した。

　加えて、同盟を表明した五国はどれも大国。軍事力だけでなく、経済力も。

　同盟国とそれ以外が戦った場合、その結果は誰の目にも明白。

　その現実をあえて言葉にしていいのか。

「いいのか、泥船に乗り続けて。もともと、魔族だけで人類全てと数百年間拮きつ抗こうして戦いをしていたんだ。魔族とは、魔王軍とはそういう存在だ。そこに、俺の、人類最強の力が加わる。それでもなお喧けん嘩かを売ってくるのか？　よほど国を滅ぼしたいみたいだな。とはいえ、面倒ではある。俺は仲良くしたいんだよ。彼らと同盟を結んだように」

　真っ先に、パナケイア王国に賛同した五か国の大使たちが、意味ありげに笑う。

　一気に流れも、パワーバランスも変わった。

　どうしようもないほどに。

　……そうなれば、保身に長たけたものたちはどうするか？

「わっ、我々もパナケイア王国の同盟に加わる」

「我が国もだ」

　混乱の中、真っ先に二か国が同盟への参加を表明した。

　実は事前に根回ししていたのは五か国ではなく七か国であり、彼らもこの会議が開かれるまえに同盟に加わることは決定していた。

　あえてこのタイミングにしたのには相応の理由がある。

「リーングランドも加わろう！」

「なら、タルニアも」

「セレンニも！」

　二か国の参加表明を遅らせた理由とはサクラとするため。そうすることで世界会議を脱退し、こちらに寝返り易やすい空気を作ることができる。

　寝返る最初の一人になるのはどの国も避けたい。

　だが、最初の一人でなければ後に続く者の心理的な抵抗は消える。

　もともと、こちらのほうが強い。ならば、雪崩を打つようにこちら側へと流れ込んでくるのは自明の理。

　そして、参加国が多くなればなるほど、さらにその流れは加速する。

　気がつけば、ファラン教と強いつながりがある国以外のほとんどがこちらに回っていた。

　それを見て、聖帝がありえないと呟つぶやき、顔を青くしていた。

「困ったな……同盟が増えるのはうれしいが、こうなれば、もはや脱退する意味がなくなってしまった。なにせ、こちらが最大勢力だ」

　やれやれと肩をすくめる。

　そう既に戦力だけじゃなく、国数だけでも世界会議参加国より、パナケイア同盟国のほうが多い。

　では、最終段階に入るとしよう。

「パナケイア王国から提案がある。現時点で世界会議の代表である聖帝どのには退場を願おう。なにせ、彼はさきほどから世界会議を私物化する発言が多すぎる。彼は相応しくない。……そして、これからは、このパナケイア王ケヤルが仕切らせてもらう」

「とっ、通るわけがない、そんなもの！」

「いい加減にしろ学習能力がないのか？　最後にもう一度だけ言ってやる、ここはあんたの教会じゃない、世界会議だ。議論が行われる場であり、神の言葉よりも票数を優先する。……では、賛成のものは挙手を」

　多くの手が一気に挙がる。

　やるまえから結果は見えていたことだ。

「賛成多数で可決。では、これ以降の世界会議は、パナケイア王ケヤルが仕切らせてもらう。そうだな、最初の議題は……人間と魔族の戦争終結について。この場で結論を出すことはどの国も難しいと思う。だが、いくつか話を聞き、持ち帰ってほしい。そして、三か月後の会議にて決定しよう」

　緊急開催の場合を除き、世界会議は三か月に一回ある。

　おそらく、その際に俺たちが描いた絵は完成し、本当の意味で人間と魔族の戦いは終わりを告げる。

　……もっとも、それに伴って、様々な問題が噴出するだろうが。

　魔族との戦争を終わらせたくないものだって多い。

　戦いというのは様々な需要を生み出す、軍、傭よう兵へい、武器、防具、薬、医者、宿、食料etc.

　戦いがあるからこそ潤っている人々や国があるのもまた事実。

　だが、そんなものは関係ない。

　俺がイヴと気持ちよく愛し合うために、こんなくだらない戦いは終わらせてやるのだ。

　注目が集まるのを感じつつ、ゆっくりと歩き中央の聖帝がいた場所にたどり着き、聖帝の肩を叩く。

「一般参加国となったんだ。いつまでもここに居ては駄目だろう？」

　血走った目で聖帝が俺を見る。

　だが、彼はもうなんの力もない。

　睨にらむのが精一杯で力なく去っていく。

　そう言えば、散々、こちらを敵視し、嫌がらせをしてくれたな。

　俺だけじゃなく、セツナやグレンが嫌な思いをさせられた。

　礼をしてやらないと。ファラン教ごと徹底的にいたぶってやる。

　司会となった俺は淡々と用意していた台本を読み上げる。

　そうしつつ、エレンのほうを見る。……本当にエレンは化け物だ。

　賠償金を回避する、そのついでに世界会議を手中を収めるシナリオを書くのだから。彼女が味方で良かった。

　こういう強さは、彼女だけのものだ。

　世界を手にした。これで今まで以上に好き勝手やれてしまう。

　戦いが終わる前に言った、リンゴを育てながらのんびりする。という目的からはどんどん離れていくが、これはこれで面白いのでいいだろう。
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　世界会議が終わった。

　いくつか会議の流れは想定していたが、その中でも一番成果がでかいものになった。

「馬鹿なやつだ」

　聖帝にもう少し理性があり、かしこければここまでコケにされることも権力を失うこともなかっただろうに。

　俺が司会をするようになってからは順調に会議は進んだ。

　俺が提案した魔族と人間の和平はつつが無く結ばれる……そう思わせるだけの手応えがあった。

　会議終了後、俺たちは速やかにあの国から出た。

　あんな胸むな糞くそ悪い国、長居するつもりはない。

　馬車に揺られながら、今後のプランについてエレンが説明している。

「以上です。おそらく、聖帝は名誉回復と権力の奪還をするため、ファラン教を国教にしている国々に働きかけるはずです。事前に芽を潰すことは不可能です。宗教は理屈ではなく感情ですから」

「それならそれで構わないさ。大義名分はこちらにある。反乱を起こせば叩たたき潰してやればいい……それに、ふと思ったんだがな、宗教というのは便利だ。俺たちで宗教を作らないか？　幸い、こちらには本物の神様がいる」

　膝の上で自分の尻尾を枕にして眠る、通称きつ寝を続けているグレンを撫なでる。

　こう見えて、こいつは正真正銘の神獣だ。

「それはいいの。愚民どもがグレンを敬うの！　そしたら、肉をたっぷり献上させるの。毎日美味おいしいお肉……じゅるり。やってあげるの。神獣の奇跡ははんぱないの」

　肉の匂いを嗅ぎつけて、子ギツネが起きた。

　肉の山を思い浮かべて尻尾をぶんぶんと振る。

「神獣の奇跡って何をする気だ？　おまえが見せた神獣らしい力は【浄化】以外記憶にないんだが。すごい力だが民にありがたがられる類いのものじゃない」

「【浄化】はべつにくっさいのを焼くだけじゃないの、悪い運気だとか、病気とか、怨霊とか、全部焼けるの！　グレンに焼いてもらうと、肩こりしなくなったり、体が軽くなったり、運が良くなったりするの」

　地味ではあるが、悪くはない。

「そんな力があるのなら、俺たちに使ってくれても良かったんじゃないか？」

「とっくにご主人様たちには使ってるの！」

　意外だ。

　マイペースなグレンがそんな気配りをするなんて。

「べっ、別にご主人様たちのためじゃないの！　お肉のためだし、グレンのお世話をしてもらえないと困るから元気でいてほしいの！」

　ツンデレのように見えて紛れもない本心だろう。

　エレンたちが顔を見合わせる。

「そう言われてみればそんな気が。私って基本運がわるいのに最近はそういう実感がないです。いつも、いくつか未来を想定するのですが、割とマシな想定が選ばれている気がします」

「セツナも言われてみれば肩が軽くなった気がする」

「私は実感がないですね」

「フレアの場合は細かいことを気にしてないからよ。調子が良い気はずっとしてたわ」

　俺自身、思うところがある。

　たしかに運がいいと感じる事が多い。

「そういう力があるなら、ファラン教なんて一蹴できるな。向こうの偽物と違って、本物の奇跡だ。まあ、もっとわかりやすく派手なほうがいいんだが」

「ですね。ちゃんとした筋書きと仕込みがあれば、いくらでもやりようがあります。っていうか、もともとケヤル兄様のとんでも【回復ヒール】さえあればどうにでもなりました」

「ご主人様とグレンの力で、奇跡の大安売りなの！」

　想像してみたら、笑えてきた。

　あっという間に俺たちの作り上げた宗教は広まりそうだ。

　英雄と神獣の求心力は、作り物の神を凌りよう駕がする。

　さきほども言った通り、宗教というのは民の心をまとめあげ、操るのに非常に便利であり、面白おかしく世界を演出できる。

　……やりようによっては、自国の民だけでなく他国の民すら操り人形に変えてしまえるのだ。

「エレン、任せていいか？」

「はい、シナリオと仕込み、どちらもお任せください。私たちに都合がいい思想をたっぷり盛り込んだ教義を作っておきますね」

　エレンが作るのだから、えげつなくないものができるだろう。

　表面上はとても綺き麗れいで、その実、巧妙にやばいのが盛り込まれている。エレンの得意分野だ。

「これで俺たちの国がより盤石になるな」

「英雄の国というだけだと、弱いと思っていたところです。人というのは恩はすぐに忘れるようにできているんですよ。自分が受けた仕打ちとか恨みとかは、生命を守るために必須でなかなか忘れないんですが、恩なんて覚えていてもあんまり役に立たないのであっさり忘れちゃいます」

　相変わらずエレンの言葉はドライだ。

　しかし、それは間違ってはいない。

　人間の本能的な部分でそうなっている。

　だからこそ、恩を忘れない人間というのは大事にしたい。本能じゃなく、心で生きている人間だ。

「ぐふふふ、グレンもいっぱい協力するから良きに計らうの。毎日、たくさんのお肉、お肉風呂に飛び込むの！」

「……それは臭くなりそうだからやめとけ」

　生臭坊主とは比喩表現で使われるが、比喩抜きでそうなってしまう。

「それはそれとして、イヴはこっちに来て良かったのか？」

　この馬車には、こちらに来たときにはいないメンバーが増えていた。

　そう、一躍時の人となった魔王イヴ・リース。

　俺の恋人だ。

　魔族領域からやってきた一団と別れて俺たちと合流している。

「あと二日ぐらいは大丈夫だよ。もともと人間との交渉にそれぐらい使うって予定だったんだ。……それに、星兎族のキャロルとラピスが留守を守ってくれてるしね。あの二人、私よりうまくやってくれてるよ」

「有能だが、頼りすぎるのはよくない」

「こんなときぐらいいいじゃん。いつもすっごく頑張ってるし」

　かつて、星兎族の長であるキャロルは旧魔王と通じ、俺たちを裏切っていた。

　娘のラピスが侵された病、その進行を抑える薬を得るために。

　しかし、俺がラピスを救い、ラピスの病は旧魔王陣営が仕込んだものだとわかると、旧魔王の内通者という立場を利用して勝利に貢献してくれた。

　そして、それが終わったあとは裏切りの罪を償うべく処刑された。

　……表向きには。

　真実は違う、キャロルの影武者を俺が【改良ヒール】で作り出して、すり替えた。

　理由はいくつかある。一つ、旧魔王に弄ばれ、復ふく讐しゆう心に燃えていた彼にシンパシーを感じていた。二つ、ラピスは俺の可愛い愛人だ。あの子を喜ばせたかった。三つ、極めて優秀な男で使い道がある。

　魔族領域で実質的に政を行っているのは、かつて迫害されていた種族の長たち。政治に疎いイヴは飾り物に成り下がり、良いように操られる危険性があった。

　各種族の長たちは悪人ではないが自らの種族を第一に考える。

　イヴの属する黒翼族の数は少なく、政治ができるものは生き残っていない。

　だからこそ、権力を持つ種族に属さず優秀なものがイヴの補佐に必要だった。

　キャロルは俺の【改良ヒール】で顔を変え、新たな名前を得て、その優秀な力を存分に振るってくれている。

　それに気を利かせて、イヴの教師役まで行ってくれていた。

　ラピスがイヴの従者となり、彼女をメンタル面で支えてくれているのも大きい。

　あの親子の力があるからこそ、イヴは形だけではなく、正しい魔王として君臨できているのだ。

「ラピスもすっごく来たがってたんだけどね。ケヤルガに惚ほれてる一人だし」

「俺も会いたかったよ。……いや、なんで居ないんだ？　あの子はただの従者じゃなく護衛も兼ねていたはずだろう」

　星兎の脚力、瞬発力、するどい聴覚は戦闘において極めて強力。

　しかも病が回復したラピスはその天才性を発揮し始めた。おそらく魔族領域で十指に入る実力者だ。

「ラピスは私の影武者もしてるからね。変装したラピスがにこにこ笑って、横でキャロルがいい感じにしてるとばれないんだよね」

「……確かに背格好は似ているな」

　特徴的な兎耳と黒い翼は隠したり、作り物でなんとかなったりする気はする。

「ふふん、私だってうまくやっているんだからね」

　たしかに、イヴが動きやすいのはいいが、それは裏返せば、いつでもキャロルとラピスが玉座を奪えるということに気付いているだろうか？

　まあ、パナケイア王国も人のことは言えないが。

　もっとも、今のイヴは圧倒的に強い。殺すことはできないだろうし、魔王権限である絶対順守の命令という最強のカードを持っている。

　にこにこと笑って、俺たちを見ていたエレンが口を開いた。

「まあ、ちょうど良かったです。和平の調印、イヴさんにいろいろと話しておきたかったですし。キャロルさんからは、だいぶ政治のことわかるようになってきたと聞いているので手加減しませんよ」

「うっ、その、頑張る。でも、意思決定はしないよ。持ち帰ってキャロルと相談させて」

「その返事ができるだけでも成長しましたね。自分で返事をするのはまずいとわかるのは進歩です。……キャロルさんとは一度じっくり話したいんですよね。いろいろと面白い話ができそうです」

　エレンが褒めるあたり、キャロルは相当だ。

　何はともあれ。

「よく来たイヴ。またあえてうれしい。そうだな、こっちはなんとかなりそうだし、イヴが戻るときに俺も魔族領域に行こう。久々に黒騎士として振る舞うのも楽しそうだ」

「うん、歓迎する！」

「それから、今度から俺のことはケヤルって呼べ。それが本当の名前だ」

「わかったよ。でも、言い間違えたらごめんね！」

「言い間違える度にエッチなお仕置きをしてやる」

　俺がそう言った瞬間、イヴ以外の女たちもぴくりと反応した。

　……一部の連中はエッチなお仕置きしてほしさにわざと間違える気かもしれない。

　馬車は走る。今の所、すべてが思い通りになっている。

　人間の世界も、魔族世界も、俺の支配が進んでいく。

　もうこの流れ、俺ですら止められない。それなら、この調子でよりよい未来を作っていくとしようか。
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　俺たちの国、パナケイア王国に帰還していろいろと動き始めた。

　行きと違い、竜騎士たちに送ってもらえたおかげで予定よりずっと早く帰ってこられたのが大きい。

　例によって例のごとく政治方面はエレン任せで俺がすることは少ない。

　昨日、俺の影武者と会ってみたのだが完全に仕上がっていた。

　俺が【改良ヒール】で見た目を調整したが、その立ち振るまいや口調などは諜ちよう報ほう機関とエレンが指導している。

　よくもまあ、あそこまで徹底したものだ。

　鏡を見ている気分になった。

　あれなら、よほど俺を知るものでない限り騙だませる。

　そんなことをベッドに腰かけて、寝起きでぼうっとしている頭で考えていると後ろから温かくて柔らかいものを押し付けられた。

「ケヤルってさ、名前変えてからちょっと優しくなった気がする。昨日だってそう」

　俺を後ろから抱きしめ、イヴが呟つぶやく。

　裸なのは、昨晩愛し合っていたからだ。

「強がりをやめただけだよ」

　俺は本質的には変わっていない。

　ケヤルに戻ったからと言って、ケヤルガとしてすごした日々はなくならず、その日々が今の俺を作っている。

　ただ、ケヤルガでいたころは少々無理をしており、それを止めただけだ。

「ううん、やっぱり変わったよ。こっちのほうが好きかも、安心できる」

「そっか」

　恋人に褒められるのは悪い気がしない。

　それに……。

「昨日、イヴを抱いてわかったんだが変わったのは性格だけじゃないようだ。いつもより気持ちよかった。こっちのほうが体の相性がいいらしい」

「……ケヤルのえっち」

　感覚的なものだが、こちらのほうがフィットする。イヴもいつもより乱れていた。

　あとはちょっとだけ夜の面でも好みがかわった。どちらかというと俺は組み伏せたり、男性主体のやり方を好んでいた。しかし、この姿に戻ってからは深く愛し合う、そういうプレイを好むようになった。

　それも良よし悪あしで、イヴやクレハなんかはそちらのほうが喜ぶが、セツナやフレアなどはマゾ気質なので物足りなそうな顔を見せることがある。

　まあ、やろうと思えば以前のようなこともできるし、趣味が変わったからと言って、毎回同じプレイばかりだと飽きるので、たまには以前のような楽しみ方をしてもいい。

「ねえ、キスして。昨日みたいに優しいキス」

「ああ、好きなだけしてやる」

　だけど、イヴがこういう俺を喜んでくれるなら、そういう愛し方を続けよう。

　しばらく、離れ離れになっていた分、お互いのことを肌で感じ合いたい。




　　　　◇




　朝の情事が終わってからは城の地下工房で作業をしていた。

　地下工房は広めに作ってあり、俺と俺の女以外は立ち入りを禁止している。

　ここは思う存分、俺が発明を行うために作らせた。

　復讐の旅が終わってから気付いたことがいくつかあって、そのうちの一つがモノ作りの楽しさ。

　どうやら、何かを壊すより、作るほうが俺の気質に合っているらしい。

　工房を地下にしたのにはそれなりに理由がある。

　……俺の頭の中には無数の英雄たちや賢者、錬金術士の知識と経験が入っている分、とんでもないものができてしまう。

　中には表に出してはいけないものもあるから、こういうものが必要だ。

　今取り掛かっているのは飛行機だ。

　この前の世界会議では馬車を使ったせいで、移動に十日以上をかけ、その時間はドブに捨てたようなもの。むろん、馬車の中でもそれなりに仕事はしていたが、効率が悪すぎる。

　王になった以上、そういう面倒なことが増える。だからこそ、移動時間を短くするため飛行機の完成は急務だった。

「人間って大変だね、そんなものがないと空を飛べないなんて」

　自慢の黒い翼をアピールするように広げてイヴが言う。

「いや、おまえの翼だってせいぜい数分しか飛べないだろう」

　黒翼族は自由に空を飛べるわけではない。

　いくら翼があろうと、人に翼が生えただけというフォルムは空気抵抗が大きく、しかも鳥と比べて体積あたりの重さがずっと大きい。

　つまるところ、物理的には飛べない。

　黒翼族が飛べるのは翼を媒介にした魔術を使っているからにすぎない。

　だから、飛んでいるときの消耗は大きく、イヴの場合は数分で疲れ切ってしまう。

「ふふん、いつの話をしてるのかな？　魔王の力が馴な染じんでから、いくらでも飛べるようになったんだよ。すごいでしょ」

「……ああ、だから、一人で来られたんだな」

　もし、陸路で帰るとなると凄すさまじい日数がかかる。

　いくら影武者とキャロルを置いてきたからと言って、そこまでの長時間、城を空けることはできないだろう。

　竜騎士が迎えにくると思っていたのだが、この様子じゃ自力で飛んで帰るつもりのようだ。

「うん、そう。すっごく速いんだ。ここからでも半日で帰れる自信があるよ」

「それはすごいな。ここからだと竜素材の飛行機でも二日はかかるから」

「なんなら、その飛行機ができるのを待たなくても、私がお姫様抱っこで魔族領域まで運んであげる」

　イヴの鼻息が荒い。

　仕方なくみたいな口調だが態度を見る限り、むしろお姫様抱っこして飛びたいらしい。

　二人きりの空旅行はなかなか楽しそうだ。

　だが……。

「やめておく、イヴにお姫様抱っこで運ばれるのはかっこがつかない……それに、今回だけじゃなく、いつでもイヴに会いに行けるようにはしておきたいんだ。そのためには飛行機がいる。毎回、イヴに迎えに来てもらうわけにはいかないだろう？」

「変なところで拘こだわるよね」

「男とはそういうものだ」

　そう言いつつ、作業を開始する。

　今回の飛行機は以前作った竜素材のものをベースにしてある。

　あれは時間がないなか無理やり完成させたもので作りが甘かった。

　だが、何度も飛行してデータが集まり、改良案がいくつも浮かんでいる。

　それを反映させて新規設計を終えた。

　幸いというか、設計にはかなりの時間をかけられた。馬車での移動中、手持ち無沙汰だったおかげだ。

　ただ、一点懸念がある。

　前回は軽くて剛性がある竜素材を使えたが、今回はあくまで人の世界で作れるものに拘った。

　量産を見据えているからだ。

　そのせいで竜素材よりも材料が重く、機体の重量が三割増しになってしまった。

「ミスリルやらの超希少金属を使っても、ぎりぎりだな」

　当初は量産を前提に、高価な魔法金属の類いを使わずに作ろうと考えていたのだが性能が低くなりすぎるのでやめた。

　一応、鉄で作った場合、俺やフレアなら飛ばせはするぐらいの重量には収まるのだが、あまりにも遅く、レスポンスが悪い。そもそも一般魔術士が飛ばせない時点で量産品として致命的な欠陥品であり、ワンオフなら素直に竜素材を使う。

　他の案として、防御力を捨てさり、木材などで作れば、もっと軽くて安く作れはするのだが、ちょっと速度をあげると機体が軋きしむし、敵の攻撃には無力。そんな脆もろい空飛ぶ棺かん桶おけなんてものに乗りたくないし、大事な女たちを乗せたくない。

　その結果、ミスリルを使った凄まじく高価なおもちゃになった。この飛行機を作る金があれば、傭よう兵へい百人を一年間雇える。

　とはいえ、割りに合うので作ることにした。なにせ、この俺の時間が年間で何十日か浮くだけで傭兵百人以上の価値がある。

　そして、戦争の際には傭兵百人分以上の働きをしてくれるだろう。

「すっごく複雑な加工なのに、すっごく簡単そうに作るね」

「錬金魔術のおかげだ。形さえ、しっかりイメージできればそのとおりに出来上がる。曲面を作るのも中を空洞にするのもお手の物。だからこそ、こうやって事前に設計図を念入りに作っているわけだ」

　錬金魔術がいくら便利だからと言って、なんでも作れるわけじゃない。

　あくまで便利な加工技術に過ぎない。

　作るべきものを完璧に図面に落とし込んでいるからこそ明確なイメージが可能となる。

　そして、錬金魔術の利点の一つに、その気になればパーツ同士の継ぎ目を完璧に消せることがある。

　ネジや溶接なんかより遥はるかに接続部の強度を上げられて便利だ。

「私に会う暇もないぐらい忙しいって言ってたのにいつの間に設計したの？」

「馬車の中でだ。ぶっちゃけ政治がらみは出発前にほとんど根回しが済んでいたから、ひたすら設計に打ち込んでたんだ。さすがの俺も、二、三日じゃ設計は終わらないさ」

　馬車の数少ないいいところ、それはやることがない時間ができることだ。

　もし城内に入れば、もっと他に優先順位が高い仕事をこなそうと考えていただろう。

　……そういう意味では馬車も悪くない。

「さてと、完成だ」

　設計図の通りに錬金魔術で素材の形を変え、つなぎ合わせるだけの作業だったので二時間もかからず完成した。

「竜の飛行機よりも綺き麗れいだね。銀色に輝いて」

「なにせ、部品のほとんどがミスリルだからな。見た目だけじゃなく性能もいい。軽さは竜素材には劣るが、硬さ、特に魔術に対する抵抗力はこちらのほうが上だ」

「へえ、面白そう。これと私どっちが速いと思う？」

「昔のイヴなら、飛行機だが……今のイヴだとわからないな」

「じゃあさ、競争しない？　魔族領域まで」

「いいな。もとから、飛行機が完成したら、そっちにいくつもりだったし。……じゃあ、負けたほうがなんでも言うことを聞くって事でどうだ」

　今回の和平、魔族領域でも事前にある程度の根回しをしているとはいえ、こちら側よりさらに不安定なのは否めない。

　だから、俺が行くことは決まっていた。

　イヴの補佐を務めてくれているキャロルからは旧魔王と関わりが深い種族たちに不穏な動きがあるとも聞いている。

「なんでも!?　本当にいいの？」

「ああ、なんでもだ」

　イヴが鼻息を荒くしている。

　いったい、何を頼むつもりなんだか。

　そして、面白いのが自分が負けることなんて何一つ考えていないこと。

　まあ、無理もない。

　俺はより軽い竜素材の飛行機でも二日かかると言っている。

　それに対してイヴは半日で帰れると言った。

　普通に考えればより重いミスリルで作った飛行機で勝てるわけがない。

　……ただ、イヴは大事なことを忘れている。この飛行機は改良型であるということを。

「ふふふっ、絶対だからね。楽しみ！　手加減しないよ」

「俺もそのつもりだ。出発は五時間後だ」

「結構、時間がかかるんだね」

「ここを出る前にご馳ち走そうを食べてもらおうと思って準備していたんだ。それに、あと二機、作っておきたい」

「ありがと、ご馳走楽しみだよ。でも、あと二機って何に使うの？」

「一つはフレアたちが使うもので、もう一つは贈り物だ」

　贈り先は、水の都のカスタ王子。

　今回、あれだけの国が味方に回ったのは彼の力が非常に大きい。彼は協力する条件の一つに飛行機の輸出を要求していた。

　彼が初めて飛行機を見たときからひどく興奮していたのを覚えている。

　その戦略的な価値も商業的な価値も正しく理解しているのだろう。だからこそ、完成品を欲しがった。

　これを渡してしまうのは、少々手痛くはあるが、背に腹は代えられなかったのだ。

　彼なら間違いなく、徹底的に分析して自国で生産を始める。そうすれば、他国もそれに続くだろう。すなわち、飛行機が我が国だけの強みではなくなる。……まあ、これは時間の問題だ。現物がなくても、こういうものがあると世界が知ってしまった。なら、それが早いか遅いかの違いにすぎない。

「へえ、そうなんだ。私にも一つもらえたりしないかな？」

「作る事自体は構わないが、竜騎士がいる魔族領域には必要ないだろう」

「それもそうだね」

　イヴが頷うなずくと、同時に彼女のお腹なかが鳴った。

　そういえば、そろそろ昼時か。

「とりあえず、飯にしよう」

「うっ、うん」

　イヴが照れて赤くなっている。

　こういう仕草はイヴらしい可愛らしさ。セツナなんか、恥ずかしがらずにむしろ、お腹の音でお腹が空すいていると強くアピールする。

　俺は彼女の手をとってご馳走を用意した食堂に向かう。

「イヴのために美味おいしいものをたくさん用意したんだ。いっぱい食べてくれ」

「へえ、楽しみ」

　……競争の勝率を少しでも上げるため、たっぷり食べて体を重くしてもらおう。勝負はもう始まっている。なんでも言うことを聞かせる権利がほしいのは俺も同じなのだ。
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　出発の準備を整えた。

　新型飛行機が中庭に用意されている。

　そして、中庭には滑走路が作られていた。

　今まで、離陸は魔術によって上昇気流を生み出し、浮かび上がるという力業を使っていた。

　しかし、効率が良くない上、着陸の際はどうやっても機体を傷めるという問題があった。

　だからこそ、滑走路を作り機体下部にタイヤを取り付けた。

　これがあれば、地上で加速することによって浮力を生み出すことができるし着陸の際にも役立つ。

　今回の設計、その大前提にあるのは、誰でもとは言わないが一流の魔法使いであれば問題なく運用できる……つまり、量産が前提の設計だ。

「ケヤル様、新しい飛行機かっこいい。銀色のきらきら」

「グレン的には前のやつのほうがぬくもりがあってよかったの」

　今回、魔族領域に向かうのはイヴの他にはセツナとグレンだけだ。

　フレイア……いや、フレア。そして、クレハとエレンは留守番する。

　これから、魔族領域との和平に向けて、仕事が山積みでありエレンは動けない。

　絶対にエレンを失うわけにはいかない以上、俺を除いた最強戦力であるクレハも置いて行かねばならない。

　そして、カリスマ性があり、求心力があるフレアも同じくだ。

　フレアは俺と違って影武者が用意できない。

　見た目や話し方、そういったものは、俺の【改良ヒール】でどうにでもなるのだが、どうやっても人々を陶酔させる演説や歌は本人でないとだめだった。

　それらは技術や理屈じゃない、ギフトとしか言えないもので再現できないのだ。

　だからこそ、フレアは国の安定化のため置いていく。

　というわけで、連れていくのはセツナとグレンだけになった。

　グレンも宗教の新規立ち上げに必要だと思ったが、そっちは下準備に時間がかかるということで、今回の旅には同行させる。

「ふっふっふっ、いいのかな。三人乗りで重くなった機体で私に勝てるとでも」

　飛行機の隣にはイヴがいて、話しやすいように飛んで目線を合わせていた。

「まあ、どうにかなるさ。そっちだって、重りがあるだろう。……その腹の中に」

　そして、その腹は服を着ていてもわかるぐらいにぷっくりとしていた。

　太ったわけじゃなく、ただの食べ過ぎだ。

　イヴはまんまと俺の用意したご馳走を山程食べて、そうなっている。

「そんなにじろじろ見ないでよ！　恋人にこんなお腹見られるの恥ずかしいんだからね！」

「そう思うなら、少しはセーブしろ」

「だって、美味しかったんだもん……料理は魔王城より、こっちのほうが絶対美味しいよね」

「こっち、っていうか俺の料理だな」

　もともとここは、旧王都ほど裕福で文化的な都市ではなかった。しかも、流通網の再構築もできておらず高級食材は集まらないし、シェフの腕も王都と比べると一段、二段、落ちる。

　ただ、知恵と工夫でありきたりな材料もご馳走にできる。

　そのために多数のレシピを料理人たちに叩たたき込んだ。

「だから、あんなに懐かしい味だったんだね」

　旅の途中もずいぶん餌付けしたせいか、こんな意見まで飛び出した。

「まあ、それはそれとしてレースだ。賭けを忘れていないだろうな」

「それはこっちの台詞せりふだよ。絶対勝って、言うこと聞いてもらうからね。ちょっと食べ過ぎたぐらいハンデでもなんでもないんだから」

「だろうな」

　イヴは、さきほどからぷかぷかと宙に浮いている。

　今までのイヴにとって宙に浮くというのはそれなりに疲れる、特別なことだった。

　だが、今のイヴにとっては浮いているのが当たり前。

　生物としての次元が変わっている。俺たちが歩いたり、走ったりする感覚で空を飛べる。

「合図は任せるよ」

「いいのか。こっちが有利になるぞ」

「別に数秒ぐらい損したっていいよ。大差をつけて勝つから」

　いいだろう。

　舐なめてくれるのはこちらとしても都合がいい。

「わかった。なら、スタートの合図はこのコインが地面に落ちたらだ。いくぞ」

　指でコインを弾く。

　高く空に舞い上がったコインは、落ち始めた。

　そのコインは回転しながら、飛行機とイヴの間を落ちていき、地面に落ちて、硬質な音をひびかせる。

　それと同時に俺は風を起こす。

　その風が機体を押し出し、車輪が回り、走り始める。

　翼に受けた風が揚力を生み出していく。

　壁がどんどん近づいてきた。

「ご主人様、なにやってるの!?　このままじゃぶつかるの」

「安心しろ、そろそろ離陸だ」

「そろそろっていつなの!?　もう、ほんとうにやばいの！　いいこと思いついたの。壁にぶつかる前に、爆発魔術で壁をぶっ飛ばすの」

「やったら、三日間肉抜きだな」

　新王都を守るための要を壊したら、エレンにどやされる。

「それは、やーなの。でもっ、もう、ぶつかっちゃうのおおおお！」

　グレンが絶叫する。

　実際、彼女が言う通り、もはや壁は目の前。

　グレンのキツネ尻尾の先で火がちりちりと燃え始めたころ、機体が浮き上がり、離陸。

　ぎりぎりで壁を越えた。

　その後は風を生み出し、安定飛行に移る。

「ぎりぎりすぎて心臓に悪いの！　もっと余裕を持つの！」

「珍しくセツナもグレンに同意、ちょっと壁と擦れてた」

「おかしいな。試算上はもっと楽に飛べるはずだった。……あっ、そうか。計算したときは機体重量だけで搭乗員の重量を計算していなかった。危ない危ない、あと一人乗ってたら壁にぶつかっていたな」

　茶ちや化かすように笑い声を上げる。

　どうやら、完成を急ぎすぎて視野が狭くなっていたらしい。

　もう少し、滑走路を延長しよう。

「これはお肉で償ってもらうしかないの！」

「……セツナはそんなこと言わない。でも、悪いと思っているなら、いつもより愛してもらえるとうれしい」

「今回のことは俺が悪いし、グレンにはとっておきの肉をやるし、セツナはいつも以上に愛してやる」

　そう言った途端、キツネの尻尾と狼おおかみの尻尾が揺れる。

　もう、さきほどの恐怖は吹き飛んだみたいだ。

「へえ、勝負の最中にそんな話をするなんて余裕だね」

　いつの間にかイヴが隣を飛んでいた。

　表情を見る限り、飛行機に並走することをまったく苦にしていない。現段階でもそこらの飛竜には負けない速度なのだが。

「余裕っていうわけじゃないさ。ただ、これが風で飛ぶ速さの限界だな」

「へえ、なら私の勝ちだね。本気の私はもっと速いよ。ふふふ、じゃあ、魔王城で待ってるね。すっごいこと頼んじゃうから」

　そう言うなり、黒い翼で大きく羽ばたいた。

　そして、圧倒的な加速。

　凄すさまじい。

　飛竜の中でも風を操る最速の竜種、蒼嵐竜並みの速さ。

　にも拘かかわらず余力を残している。

　今のイヴなら、あの速度のまま魔族領域までたどり着いてしまうだろう。

　……あの速度、ただ風を使っての飛行ではどうやっても追いつけない。

　なにせ、あまりにも重量が違いすぎる。

　同じ、魔力を動力にしている者同士、重量の違いというのは決定的な差になり得る。

「ご主人様、このままじゃ負けちゃうの！」

「別に負けてもいいけど、ケヤル様には負けてほしくない」

　グレンとセツナが騒ぎ始め、俺は苦笑する。

「まあな。俺も負けるつもりはない。あくまで風で飛ぶなら今の速度が限界ってだけだ。風で飛ぶってのは、シンプルで安定性がある。だがな、速さを求めるならもっといい方法があるんだ。そのための機構がこいつにはある」

　竜素材の飛行機と、今回のミスリル製の飛行機、そのシルエットには大きな違いが二つある。

　一つは、離着陸用のタイヤが用意されていること。

　もう一つは翼に取り付けられた筒だ。これは速さを得るための新機構。

　風の魔法を一度止める。

　そして、新たに、風と火の混合魔法を筒内を起点に発動する。

　すると、爆発的な加速が起こった。

「うわぁ、速いの！」

「んっ、イヴに追いつく」

「これが新しい飛行機の推進システムだ」

　ただ風を起こすのでは、効率が悪い。

　新型では、風魔術で筒内に大量の空気を取り込み超圧縮、それを炎の魔術で燃焼させ、超高温・高圧ガスを噴出させることで、従来とは比べ物にならない速度を得る。

　……これは、竜素材ではできなかったことだ。強度と耐熱性能に不足があった。

　ミスリルでなければ超高熱に耐えきれない。いや、ただのミスリルでも不可能。より耐火性をあげるように俺が開発したミスリル合金だからこそ可能なこと。

　この機構があれば重量増など気にならなくなる。

　あっという間にイヴに追いつき、追い抜く。

「先に行く！」

「あああああああ！」

　振り向くとイヴが、悔しそうな顔をして、必死に加速しようとするが追いつけてない。

「これなら、楽勝なの」

「ケヤル様、すごい」

「まあな。だが、二人とも気を抜くなよ。今の速度で、機体が耐えられるぎりぎりだ。ちょっと力むだけで大変なことになる」

「一応聞いてあげるの。ちょっと力むとどうなるの？」

「ばらばらになって墜落だ」

「なんで、そうぎりぎりなの！」

　少しでも重量を減らすため。今の重量が、いわゆるこの国有数と言われる魔術士が飛ばせる限界の重さ。

　あくまで量産前提の機体なのだ。俺の全力に耐えられるようにすればすさまじい重量になり、俺やフレア以外飛ばせなくなる。

「……まあ、壊れたらそのときはそのときだな」

　竜素材と違って、ミスリルは錬金魔術で分解して再構築すればいくらでも直せる。

　さあ、気を引きしめないとな。

　完全勝利して、イヴを涙目にしてやらないと。




　　　　◇




　思った以上に、風と炎の魔術を併用するのは負担がでかく、途中からペースを落とさざるを得なかった。

　おかげで、イヴに一度追いつかれたが、イヴも相当無む茶ちやをしたらしく、ばてて失速していった。

　最後はお互い、ばてばてで俺が辛勝するというなんともしまらない結果になった。

　イヴがムキにならずマイペースに飛んでいれば負けていた。まだまだ、飛行機には改良が必要だ。

　……まあ、最悪【略奪ヒール】でグレンの魔力を奪うつもりだったが。それをしたら、あとでキツネのおねだりが怖い。

　魔王城に着き、見知った面々に出迎えられる。

　挨拶をして、世間話をして盛り上がっていると、イヴがようやく息を整え、声をかけてくる。

　全身汗だくで、食べすぎで膨らんでいたお腹なかも凹へこんでしまったようだ。

「はあはあ、何が魔王城まで二日はかかるだよ。嘘うそつき！」

「新型だと言っただろう？　俺もここまでうまくいくとは思ってなかった」

「ううう、釈然としないよ。とにかく、お城の中はいろ。ケヤルの使っていた部屋、そのままにしてるからね。あと、ケヤルに会いたいって言ってる人がいっぱいいてね」

　イヴは作り笑いで、俺を引っ張って城に入ろうとする。

　……明らかに賭けをごまかそうとしている。

　だが、俺はそれを許すほど甘くない。

　耳元で、イヴに賭けで俺が望むことを伝えると、真っ赤になり、涙目で振り向く。

「ケヤルのエッチ！　変態！」

「否定はしない。でも、楽しそうだろ」

「私はそんなことを楽しそうって思う変態じゃないよ！」

　俺が頼んだのは魔王城で、魔王相手じゃないと楽しめないこと。

　いつもなら絶対に許してもらえないことだが、これは勝者の権利だから拒否することを許さない。

　狙い通り、涙目になっているイヴが可愛かわいくて仕方ない。

「いじわる」

「ははは、そんなことより、さっそくやろうか」

　俺の辞書に遠慮という文字はない。

　こういうことで手心を加えるほうが逆に失礼なのだ。







[image: 第十三話：回復術士は愛人と楽しむ]







　イヴとのレースに勝った。

　なので、事前に決めていた通り、勝ったら敗者になんでも言うことを聞かせる権利を行使する。

　依頼はとっくに決まっており、イヴにも告げていた。

　先に、セツナとグレンは滞在中に使う部屋に向かってもらっている。

　そして、俺はと言うと。

「……本当にここでするんだ」

　イヴが真っ赤な顔をして涙目で睨にらんでいる。

　しかも、その姿は魔王としての正装だ。

　そちらのほうが気分がでるので、わざわざ着替えてもらった。

「賭けに負けたんだから文句を言うな。そういう約束だろ？」

　俺がイヴに要求したのは、玉座で愛し合うこと。

　実は過去にやろうとしたことがある。

　その時は前戯を終わらせて、いざっていうところでイヴが嫌がりだした。

　神聖な魔王の玉座で、そんなことをするのは不謹慎で罰当たりということらしい。

　それ以来、ずっとここで愛し合う機会を窺うかがっていたのだ。

「……そうだけど、そうだけどさ。もし、人が入ってきたらどうするんだよ」

「安心しろ、ちゃんと扉の前にはラピスに控えてもらっているから」

　星兎族のラピス。俺の愛人でイヴの専属使用人だ。

　人が来ても彼女が止めてくれるし、緊急案件であれば、それとなく合図を送ってくれる。

「無駄に準備がいいよね!?」

「ずっとやりたかったからな」

「ううう、なんか、罪悪感があるよぅ」

「それがいいんだ。それにこれは罪悪感じゃない、背徳感だ」

　イヴを玉座に座らせる。

　やはり魔王服はいいな。可愛らしいイヴとのギャップがいい反面、イヴの内面にある芯の強さとは見事に調和している。

「ちょっ、いきなり服の中に手をいれないでよ」

「そういう割りにイヴだって……なっ？」

　イヴの顔がより赤くなる。

　彼女も期待をしていた。

　せっかくの魔王服を脱がしてしまえば興ざめだ。全部脱がさないように、でもイヴの大事なところは見えるようにしながら愛し合うのは骨が折れそうだ。

　だが、なんとかしてみせよう。

　俺は楽しむためなら、どんな苦労も厭いとわない。




　　　　◇




　魔王様プレイはなかなか楽しかった。

　最後は気絶したイヴの着衣を整えて、お姫様抱っこをして部屋を出た。

　ただ、一つだけ残念なことがあるとすれば、最後のほうにイヴが言った『見られてる、魔王様に見られてるよぅ』という台詞せりふ。

　歴代の魔王様に見られている気分になったようだが、それはもう背徳感があるプレイを通りこして、ギャグだ。

　爆笑してしまい、お互いちょっと盛り下がった。

　なかなか難しい。

　だけど、トータルで見たら十分すぎるほど楽しめた。

　ラピスが隣に並ぶ。

「ケヤルガ様の腕の中で安心しきった顔をしておりますわ。こんなふうに甘えられるイヴ様が羨ましい」

　彼女が俺をケヤルガと呼んだことが少し気になり、立ち止まる。

「……そう言えば、お前にはまだ言ってなかったな。俺は見た目を変えているだろう？」

「はい、以前より可愛らしいお姿になっておりますの」

「これは俺の覚悟だ。見た目だけじゃなく、名前も変えた。これからはケヤルガじゃなくケヤルとして振る舞う。魔王領でもな。だから、ケヤルと呼んでほしい」

「かしこまりました。では、ケヤル様とお呼びしましょう。見た目が変わろうと、あなたはあなたです。これまでも、これからも私の主はあなただけですわ」

　妖艶な笑みを浮かべてしなだれかかってくる。

　彼女にとって俺は病を治した救世主であり、父と同胞を救ってくれた恩人であり、初恋の相手で、初めての男でもある。

　彼女は俺に依存していた。

「その台詞、魔王専属使用人が言っていいものじゃないな」

「でも、本音ですの。イヴ様は大事なお友達で、守ってあげたい。それ以上に、ケヤル様のために私はここにいます。その気持ちに嘘はつきたくないですわ」

　可愛い奴やつだ。

　出会うタイミングが違えば、愛人じゃなく俺の女にしていたかもしれない。

「そういうことならいい。だが、俺の前以外では言うなよ」

　魔王専属使用人が、魔王以外を優先するなど謀反だと思われかねない。

「もちろんですの。私はこう見えてすごく要領がいいのでヘマはしませんわ。それから、明日。あの方が話をしたいと」

　あの方というのは、ラピスの父親であるキャロルのこと。

　ただ、キャロルは本来なら処刑されるところを俺が救い、【改良ヒール】で姿を変え、戦死した鬼族の名と立場を借りた上でイヴの補佐を行っている。

　キャロルがいなければ、政治の面では素人のイヴが魔族領域を治めるなんてことはできなかっただろう。

　そんなキャロルには鬼族としての名もあるが、ラピスはその名を呼ばず、あの方という言い方をする。

　娘として、父にできる最大の気遣いなのだろう。

「そうか……あいつがそう言うなら、相当でかい問題が起きてるな」

　キャロルは極めて優秀だ。

　大抵のことは、自身で対処できるし、彼はそうする。俺の時間を奪ってまで話がしたいというのであれば、相応に厄介な問題なのだ。

「では、私はこれにて」

　ラピスが帰ろうとする。

　いい尻とむちむちの太もも、丸い兎の尻尾が目に入る。

　ラピスの太ももは絶品だ。そそる。太ももだけなら世界一。

　しかも興奮した女特有の匂いが漂っている。

　この匂い、一人で慰めていたな。俺とイヴをおかずにして。

「帰っていいのか？　抱かれたいんだろう」

　ラピスの白いウサギ耳がピンと伸びる。

　そして振り向くとすごい勢いで戻ってくる。

　赤い瞳がらんらんと輝いていた。

「ぜひ、お願いしますの。……兎は寂しいと死んでしまいますわ」

「ああ、可愛がってやる」

　俺の息子もまだまだ元気だしな。

　イヴが気絶したことでお開きになったが、俺の方はまだまだ物足りなかった。

　相手がイヴでなければ叩たたき起こしてでも続きをするのだが、彼女のことは大切に思っている。

「……ケヤル様、すごいですの。あんなに激しく愛し合っていたのに、まだ、こんなに」

　彼女の赤い瞳は俺の一点を見つめていた。

「エロいラピスのせいでもある。さあ、イヴを部屋まで運ぼう」

「そのあと、私の部屋に案内しますわ」

「いや、いっそのことイヴの部屋でするか。一度寝入ると起きないしな」

「それは……とっても興奮しますの」

　彼女はとても乗り気だ。

　寝ている恋人の前で、その使用人と愛し合う。

　さきほどとは違った背徳感が味わえる。

　こういう特殊プレイはたまにするといいアクセントになるのだ。




　　　　◇




　翌日は魔王直属騎士としての正装をして魔王城を歩いていた。通称、黒騎士だ。

　かつて、魔王直属騎士として大粛清をしたこともあり、畏怖の目で見られる。

（……背格好が変わっても、周囲の態度が変わらない。もしかして、鎧よろいで識別されているのか？）
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　わざわざ、こんな格好をしているのは威嚇と警告だ。

　そして、その姿のまま会議室に入る。

　そこにいるのはイヴの他にはキャロルとラピスだけ。

　あえて、この四人だけで話すのは、それだけきな臭い案件だということ。

「久しいな、キャロル。それとも別の名で呼んだほうがいいか？」

「いえ、もうその名で呼んでくださるのはケヤル様ぐらいです。せっかく、人目もないことですし、あなたにはその名で呼んでいただきたい」

　キャロルは俺を第一声でケヤルと呼んだ。ラピスから話を聞いているのだろう。

　そのラピスがウインクを飛ばしてくる。ほとんど寝ていないはずなのに肌がつやつやで生気に満ちている。

　……さすがは星兎族、俺の知る限り、もっとも性に貪欲だ。イヴと愛し合った後ということもあったが、俺が一対一で女より先にバテるなんて相当だ。

「なら、ここではキャロルと呼ぼう。お互い、名前が複数あると苦労するな」

「ええ、そうですな」

　同じ苦労をしているものだからこその共感をする。

「それで、俺の耳に入れたいことっていうのはなんだ」

「はい。それについてですが、我々は人間との和平を行うため、根回しを進めてきました。法の整備、プロパガンダなどですね。概おおむね、うまくいっていたのですが、状況が急変しました。各地で反対運動が起こり始めたのです」

「……くすぶっていたものが吹き出し始めてきたのではなく、急変したのか？」

「急変です。何者かによって扇動されております。民を鎮圧するのは簡単ですが、それをするとより大きな反感を買うでしょう」

　個人ではなく、市民という名の群れというのがまずい。

　実力行使する相手は個人でなければならない。群れを相手にした場合、肉を削そいだところで代わりがすぐに集まってしまうし、逆効果になる事が多い。

「やることは一つだ。扇動者を潰す。……いや潰すよりも、こちらについてもらったほうがいいな。組織であれば潰された頭の代わりを用意されてしまうことも多々あるしな。俺の【改良ヒール】ならそれができる」

「そちらをお願いするつもりでした。始末することや、脅すことはこちらでもできますが、洗脳して、こちらの駒にすることはケヤル様のお力が必要です」

　頭を奪ってしまう。それが最善だ。

　むろん、壊れた頭を切り離そうとしてくることも考えられる。だが、それでもかなりのダメージを与えられる。

「それで、首謀者らしき連中は把握できているんだろうな」

「もちろんです。ケヤル様が残してくれた人形がよく働いてくれておりますから。リストはこちらにあります。二日もいただければ、彼らと接触できるよう調整が可能です」

「なら、頼んだ」

　俺は頷うなずく。

　なら、さっそく動くとするか。

　この平和を壊す害虫どもを次々に治療して、世界の益にする善行を。

　いいことをするのは気持ちがいいものだ。

　少々、世直しの旅に出るとしよう。
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　一通り、作戦会議を終わらせてから自室に戻る。

　キャロルが用意してくれた資料をじっくりと読むことで具体的な作戦行動へと落とし込む。

　俺なら、どんな反乱でも鎮められるが、こう数が多いと的確に優先順位をつけなければならない。

「ちっ、裏切り者は外だけじゃなく、中にもいるのか……また、イヴが泣く」

　民たちを先導して反乱を起こしているもの、そのほとんどは旧魔王軍のものたちだ。これを機に権力を取り戻そうとしている。

　それはさほど驚くようなことじゃない。和平を進めることで魔族たちが反発するのは必然であり、そんなわかりやすいチャンスにやつらが食いつかないはずがない。

　問題は彼らに協力している者達が、この城内に居る事だ。

　でなければ、ここまで的確にこちらの裏を読んで、各地で反乱を成功させるなんてことはできない。それだけじゃなく、物資と資金まで提供しているとデータから読み取れる。

　……悲しいなぁ。

　かつて魔王から迫害され、自由を得るため一つになった十種族。

　あのときはたしかに戦友で心を一つにして戦っていた。

　なのに、こう見事にばらばらだ。

「一度はしっかり掃除したのに」

　俺はかつて、十種族のうち、もっとも大きな罪を犯した雪豹族の長おさを始めとした数人を見せしめのため、残酷な方法で処刑した上、種族すべてを追放した。

　その効果で、おとなしくなっていたのに、またこれだ。

　今回、裏切り者を処罰することはさほど難しくない。なにせ、裏切り者が誰かはわかっている。

　だが、こうも思ってしまう。

　今回裏切り者を粛清しても、また次が現れるのではないかと。

　きりがない。そしていずれは、みんな殺してしまう。

　イヴは感情面で俺と同じ不安を感じており、キャロルは優秀な頭脳を持っているがゆえにそのことを予測している。

　なんとかしないといけない。

「ちょっと息抜きするか……うん？　来客か」

　ノックの音が聞こえた。

　俺の女たちなら、ノックの音で誰かわかるのだが、知らない音だ。

　まあ、いい。

　誰だろうと俺が殺されることはない。

「入れ」

　部屋に入ってきた者を見て驚く、彼は鉄猪族の新しい長だ。

　かつて、真っ先に俺とイヴの事を信頼してくれ、力を貸してくれた種族が鉄猪族。

　そして、来客者は魔王との戦いのさなか、ブレットに殺されてしまった長の息子。名をファルボと言う。

　そういう経緯があり、彼のことをイヴは重用していたし、信じていた。

　俺がこれだけ憂鬱なのは、よりにもよって彼が裏切っていたからだ。

　キャロルはあえてイヴにはそのことを言っていない。深く、イヴが傷ついてしまうのを恐れての事だ。

「夜分遅くに申し訳ございません」

「いい、楽にしてくれ。こうして二人きりで話すのは初めてだな。ファルボはあいつによく似ている」

　ファルボには友の面影が残っている。

　懐かしく感じるし、これから処刑することを考えると心が痛む。

「よく、言われます」

「それで、何の用だ。お付きもつけずに俺に会いに来たんだ。普通の話じゃないんだろう？」

「単刀直入に言います。……魔王直属騎士ケヤル様、どうか我々を助けてください」

　その場にファルボは土下座した。

　俺は彼を見下ろしながら口を開く。

「ほう、それは命乞いか。散々裏切っておいて、いけしゃあしゃあと」

「さすがはケヤル様です。お気付きになっておられましたか。たしかに我々は、魔王イヴ様を裏切りました……ですが、それは理由あってのこと」

　そう言いつつ、彼は紙束を渡してくる。

　さっと目を通していく。

　そこには今回の反乱騒ぎで鉄猪族が関わった事件のすべてが書かれている。そう、すべてだ。相手側の首謀者も含めて。

　公になれば、鉄猪族が先日惨むごたらしく処刑された雪豹族と同じ目に遭ってしまう。

　キャロルが調べ上げた資料との整合性も取れているし、本物だろう。

「潔く自白したことに免じて、その理由とやらを聞くだけ聞いてやる」

「はっ、実は反乱を企てる魔族たちによって、我が鉄猪族の里が占拠され、里を人質にされ、裏切らざるを得なかったのです」

「ほうっ、屈強な鉄猪族の里が占拠されたか。信じられないな」

「とてつもなく強力な軍なのです。赤竜人族、旧魔王軍でも最強と呼ばれる種族。竜を従え、自身も強大な竜に変化する。地を這はう我らに為なす術すべはなかったのです」

　ほう、赤竜人族か。

　雲隠れしたと思ったら、そこにいたのか。

　実は俺は前世を含めて実物を見たことがない。一周目では、イヴが絶滅させた連中だからだ。

　今の魔王軍にも竜騎士はいるが、あくまで彼らは騎手にすぎない。

　人の形をした竜である赤竜人族に比べれば、一歩も二歩も劣る。

「それで、どうしてそれを今まで黙って、為す術なく従っていた。どうして、今になってそれを言う？」

「言っても無駄だからです。軍などを使えば、即、里の民を皆殺しにすると言われており、軍には頼れない。であれば、潜入工作に長たけ、圧倒的に強い個人が必要です。魔王城にも強者はいますが、赤竜人族の精鋭に勝てるものには心当たりがありません……だから我らは我らが種族のため、従うことを選んだ」

「なるほど。そして、俺が帰ってきたら、俺に頼るか。俺なら救えると思っているみたいだが、虫がいい話だとは思わないか？　裏切っておいて救いを求めるなど、どんな事情があったとしても、罪は罪だ」

　そう、やってしまったことは消えない。

　実際、イヴに害が出てしまっている。

　俺がやるべきことは、鉄猪族を救うことではなく、彼らを処罰すること。

　赤竜人族の駆除はその後だ。反乱軍最強戦力なら潰すことにためらいはない。

「たしかに虫がいい話です。……普通なら許されません。ですが、今回の件についてはケヤル様の罪滅ぼしだとお考え下さい」

「罪滅ぼしだと？　その真意を話してみろ」

　想像はつくが、あえて彼の言葉で聞きたい。

「先代の族長である父は、あなたに付き従い、魔王城の戦いで果てました。もし、あなたがより的確な指示を出していれば、父は死なずに済んだのではないでしょうか？　命を賭してあなたに尽くし、あなたの指示に従って死んだ父への償いとして、鉄猪族の罪を許し、里を救ってはいただけないでしょうか？」

　俺の指示のせいで死んだ。

　それは正しい。

　もし、俺がブレットの存在に気づいていれば、彼は死なずに済んだだろう。

「そうだな、一理ある。だがな、それは戦いの中で果てた奴やつの名誉を傷つけることにならないか？　戦士というものは、己が腕に命を預けるもの。その責任を他者に押し付けるのは侮辱だ」

「それ以上に私は民を守りたいのです」

　ほう、よく言った。

　その言葉が本当か、一つ試してやろう。

「いいだろう。俺が鉄猪族の里を救ってやってもいい。お前の父に借りを返すいい機会だ。それに、そもそもおまえたちの里が占拠されたのは、イヴの落ち度でもある」

　魔王城の城下町に十種族の民たちを呼んでいるとはいえ、ほとんどはそれぞれの国に住んでいる。

　そこが弱みになるとわかっていながら守れなかったのは、それだけ魔王の支配が行き届いてない証拠だ。

　舐められていると言い換えてもいい。

　ある意味では鉄猪族は被害者なのだ。

「本当ですか!?」

「二つの条件がある。一つ、今後はこういうことを必ずイヴに話せ。もし、今回の件をイヴに伝えていれば、彼女なりになんとかしただろうし、できなくとももっと早い段階で俺を頼った。……あいつは、十種族のことを家族だと思ってるんだ。家族のためなら、イヴは命がけで動く。あれだけ、みんなに好き勝手されて、裏切られ続けてるのにな」

　前の処刑でもイヴはひどく心を痛めて、一人のときには泣いていた。

　おそらく、魔王城の中で彼女だけが今でも十種族は一つだと信じている。

　そんなイヴの心が踏みにじられ続けていることが、どうしようもなく悲しい。

「はい、約束します」

「そして、もう一つだ。鉄猪族の罪は許そう。だがな、誰かが責任を取らねばならない。おまえは処刑する。この二つの条件を呑のむことが救う条件だ。どうする？」

　さあ、ファルボはどう返事をするだろう？

　彼の言ったことが本当なら、自分の命はどうでもいいから里を救いたいと言うなら受け入れられる条件。

　返事しだいでは、俺は鬼にでも悪魔にでもなる。

「二つとも呑みます。私はどうなってもいい。どうか里を救ってください！」

　薄く笑う。

　合格だ。
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　彼は里のためにイヴの心を踏みにじった。里がなによりも大事だからだ。

　しかし、その里より自分の命のほうが大事と言うのであれば、俺はけっして彼を許さないつもりだった。

　その程度のもののために、イヴの心を踏みにじっていいわけがない。

「気が変わった。おまえの処刑も取りやめる。鉄猪族を救うと約束した。おまえはまだ鉄猪族に必要だ。だが、勘違いするな、今回はおまえの父に免じて許してやるが、二度目はない」

「ありがとうございます！」

「礼を言うなら、俺に恩を売った父親と、未いまだにおまえたちを家族だと言い続けている、大甘な魔王様に言え。イヴがいなければ……殺してる」

「はっ、はい、もっ、申し訳ございません」

　うっかり殺気を漏らしてしまった。

　意外に俺も短気のようだ。

「明日には発たつ。おまえの持っている里と、赤竜人族の情報を今夜中にすべてまとめろ」

　……さてと、今回の件で、反乱を防ぐための第一目標が決まった。

　赤竜人族が支配している、鉄猪族の里だ。

　イヴが彼らのことを家族だと思っている以上、俺にとっても家族だ。

　その家族をこんな目に遭わせてくれたのだから、立派な復ふく讐しゆう対象、徹底的にやろうじゃないか。

　それにたしか赤竜人族は見目麗しい種族だったはず。

　強く、美しい。全部壊してしまうのはとても惜しい。加えて、竜を使役できるのは何かと便利だし、有効活用したいものだ。

　うん、男はともかく、女は再利用するとしようか。俺の新しいおもちゃとして。

　最近、すっかり無理やりすることが減った。

　俺は紳士なので、復讐という理由も無しに無理やり襲ったりしないのだ。

　愛し合うセックスは気持ちいいが、無理やりというのもまた最高にそそる。

　久々に思いっきり楽しめそうだ。
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　翌朝、俺は宣言どおり旅に出ていた。

　一人と一匹の旅だ。

　セツナも連れて行きたかったのだが、今回はとある種族に変装した上で鉄猪族の里に忍び込む予定のため、置いてきた。

　俺は【改良ヒール】で姿を変えられるし、グレンはペットのキツネとして振る舞えばそれで済む。

　セツナを【改良ヒール】で姿を変えさせることはできるが、彼女の戦闘スタイルは氷狼族の身体的特徴に強く依存しており、他の姿ではろくに戦えない。

　二流、三流の敵であればどうにでもなるのだが、赤竜人族が相手ともなると分が悪い。

　あれは最強種の一角、人の形をした竜なのだ。

　なので、セツナにはイヴの護衛をやってもらうことにした。

　心底悔しそうにしていたが、納得してくれている。

「ご主人様と二人っきりの旅なの！　グレンが独り占めなの」

　少女姿のグレンが上機嫌で前を歩いている。

　ちょっと前まで、楽だからとキツネ形態ばかり選んでいたが、最近は少女形態でいることが多い。

　俺はどっちのグレンも好きだが、キツネ耳少女姿のほうが気に入っていると気づいているからだろう。

「そういえば、ふたり旅は初めてか」

「そうなの」

　そうか、なら二人じゃないとできないことをしようか。

　俺たちは今、走って目的地である鉄猪族の里へと向かっている。

　馬を使うより、自分で走ったほうが速い。

「なんで、飛行機でもっと近くまで行かないの？」

「奴らは竜を従えている。村を占拠したのなら見張りに竜を使っているはずだ。飛行機だと問答無用で撃墜される危険性が高い」

　強力な竜の群れを相手に空中戦を挑むのは自殺行為だ。

　おそらくだが、単純な直線での速度であれば負けはしない。

　だが、爆発的な加速に耐えられるように剛性をあげたせいで、逆に小回りは利かなくなっている。

　竜種のような自由自在な旋回は飛行機では出来ない。速度で勝っても機動性で負けているのだ。

　しかも単純に向こうは数が多い。

「じゃあ、仕方ないの。その代わり、今日の晩ごはんは肉を所望するの」

「それはなんとかなるだろうな」

　このあたりは自然に恵まれている。

　いくらでも獲物は取れるだろう。
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　テキパキと野営を行う。

　竜の縄張りは極めて広く、念を入れて距離を取ったため、一日ではたどり着けない。今日はここで夜を明かして、到着は明日の昼となる予定だ。

　最近気づいたのだが、今の俺だとテントは必要ない。

　土魔術を使うと、あっさりと住みやすい即席の小屋ができてしまう。

　そして、グレンはというと、とあるものに夢中だった。

「じゅるり、美味おいしそうなの」

　野生の山や羊ぎが見つかったので、それを今日の夕食にすると決めた。

　小さめの山羊だったので丸焼きにしてしまう。

　グレンは手の込んだ上品な料理よりも、ガサツでもインパクトのある料理をどかっと出したほうが喜ぶからだ。

　とはいえ、ただの直じか火び焼きを作るわけではない。

　皮を剥はいで、内臓を抜き取ったあと、切れ目を入れて森で採取したユリ科植物の根をちりばめ、塩を塗り込んだ。

　さきほど小屋を作ったように、土魔術でかまどを作って直火はあてず、輻ふく射しや熱ねつでじっくりと火を通す。

　直火焼きで丸焼きを作ろうとすると、中まで火が通るまえに焦げてしまうし、肉汁は抜けきってぱさぱさになってしまう。

　しかし、輻射熱を使うと肉汁が閉じ込められ、ジューシーかつ柔らかに仕上がる。

　山羊がまるごと一匹は入るようなかまどをこのためだけに作るなんて最高の贅ぜい沢たくだろう。

「いい匂いがしてる。もう食べられそうなの！」

「もう少し我慢しろ。そうだな、今突っ込んでいる薪まきが消えるまでだ」

「あと何秒かかるの？」

「そうだな、一時間ほどだ」

　グレンがこの世の終わりのような顔をした。

「そんなに待てないの！」

「待つ分うまいものが食べられるぞ」

　かまどを使った丸焼きは設備があり時間をかければ、誰でもうまく作れる。

　だが、ちょっとでも焦るととんでもない出来損ないになってしまう。

「ううう、我慢、我慢なの」

　グレンはひどく葛藤をしている。

　仕方ない。少しだけ腹を膨らませてやろう。

　俺はさきほど取り除いた内臓、その中から心臓、つまりはハツを取り出す。

　ハツは新鮮なほどうまい。

　ついさっき狩ったばかりなのだから、最高に決まっている。

　そいつを薄切りにして、持ち歩いていた調味料をかけて、さっと炒いためる。肉と違って、こっちはレアに仕上げたほうがうまいのだ。

　それを皿に盛り、酒を取り出す。

「肉がやけるまで、こいつを楽しもう」

「ご主人様は最高なの！」

　キツネがとんでくる。

　口元にはよだれが垂れており、お腹なかの音がなった。

　本当にこの子は。
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　かまどを見つめつつ、ハツ炒めを食べる。

　コリコリして、甘みが強い。肉にはない旨みだ。

　そして、力が湧いてくる。

　やっぱり、新鮮なハツはいい。こればかりは自分で狩りをしないと手に入らないものだ。

　大昔の狩人かりゆうどたちは、もっとも活躍したものだけが心臓を食べられたという。

　それほど、心臓というのはうまい。

「美味おいしいの！　甘い血の味がするの！」

「そうだな、俺もこういうのは好きだ」

　ただ、このままだとハツだけで腹が膨れてしまう。

　ほどほどにしよう。

　酒を口に含む。

　もってきた酒が辛くてきつい蒸留酒なこともあり、甘くて軽やかなハツは酒と合わせるには弱い。

　ハツもうまいが、やっぱり今日のメインは丸焼きだ。

　グレンと二人で前菜を楽しんでいるとついに薪が燃え尽きた。

「やっと食べられるの！」

「切り分けてやろう」

　苦笑し、かまどを叩たたき壊して取り出すと、グレンの口元からよだれがこぼれた。

　肉を大おお雑ざつ把ぱに切り分けていく。

　一番うまい後ろ足を一本ずつ俺とグレンに切りわけ、さらには腹のあたりにある脂の乗った肉を盛り付ける。

　不思議と前足より後ろ足のほうがうまい。

　さすがに山羊の足をまるまる一本ともなるとすごいボリュームだ。

　その腿ももに勢いよくかぶりつく。

「たまんないな、この味！」

「わいるどなの！　野生の本能が目覚めるの！」

　高級肉と比べると脂は乗っていないし、硬い。

　だが、強烈に肉って感じがする。

　そして、じっくりと弱火で火を通したおかげで肉汁が迸ほとばしる。

　ガツンと本能に訴えかける味だ。

　なにより、酒と合う。

　グレンを見ると、キツネのくせにリスみたいに限界まで頬ほおを膨らませて、口がべたべたになっていた。

　こういう仕草ですら可愛らしいのだから美少女は得だ。

「おかわりをとってくるの！」

　驚いたことにあっという間に後ろ足についた肉を食べきって、前足を切り落として戻ってきた。

　……あれ、可食部だけでも二キロはあるんだがな。

　俺はこの後ろ足一本でもう限界というか、半分もいらない。

　凄すさまじい食欲、というかどうしてあの体にあんなに入るのだろう？

「美味しいの！　キツネ大満足なの」

　とりあえず、好きにさせよう。

　今日は俺と二人きりなのだ。遠慮をする必要はどこにもない。
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　結局、あれからグレンは前足まで食べきり、そこからは皿に盛り付けてあった腹回りの肉をがつがつと食べていた。

　グレン曰いわく、後ろ足＞腹肉＞前足という感じらしい。

　驚いたことに腹肉まで食べきり、そこで限界が来たようだ。

　少女姿のまま、俺の膝の上で寝転がっている。

「やっと、楽になってきたの」

「……限界まで膨らんだ腹が十五分で戻るなんてどうなっているんだ」

　さすが不思議生物。

　たぬきのように膨らんだ腹も今じゃもう元通りだ。

　排はい泄せつもしてないし、全部エネルギーに変換されているのか。

　ちなみに、グレンはトイレにいかない。その必要がないらしい。

「おまえ、なんか大きくなっていないか？」

「うん？　そうなの？　わからないの。あっ、でも神獣パワーはどんどんすごくなってる感じがするのー」

　グレンが卵から孵かえったばかりのときは、十二、三歳ぐらいでセツナと同じか、それよりも幼いぐらいに感じられた。

　いつのまにか、十四歳ぐらいになっていたが、さらに成長している。

　なんというか、エロくなっているのだ。

　たぶん、いきなり大きくなったわけじゃなく、毎日ちょっとずつ大きくなってきているから気付くのが遅れたのだろう。

　試しに胸を鷲わし掴づかみにする。

「ああ、間違いなくでかくなっている」

　前までは掌てのひらにぴったり収まるサイズだったのに、少しだけこぼれた。

　それに成長期の胸特有の硬い芯が少し柔らかくなっている。

「ちょっ、くすぐったいの」

「くすぐったいだけか？」

「違うの」

　グレンが跳ね起きて、俺を押し倒す。

　八重歯が覗のぞき、肉食獣の瞳で俺を見下ろす。

　グレンの上着がはだけて、白い肌が露出する。

「お腹いっぱいになったら、せつなくなったの。今日はご主人様を独り占め、いっぱい、いっぱい気持ちいいことするの」

　どうやらグレンは俺を逆レイプする気らしい。

　自分から俺の唇を奪う。

　そして、にやりと笑って首筋を甘あま噛がみしてきた。

　俺が主導権を取るわけじゃなく、ご奉仕するわけでもなく、俺を使って快楽を貪ろうとするやつは久しぶりだ。

　面白そうじゃないか。

　その趣向に付き合ってやろう。




　　　　◇




　翌朝、目を覚ますと隣でグレンが全裸のままぐったりしていた。

　最初は好き勝手やって、ずいぶん楽しんでいたのだ。

　しかし、ちょっと調子にノリすぎたので主導権をうばい、徹底的に可愛がってやった。

　いわゆる一転攻勢。

　面白かった、調子に乗って攻めていたグレンが、受けにまわった途端に弱気になって、最後にはもう無理だと懇願してきたところとかは興奮した。

　そんなグレンを揺すって起こす。

「ご主人様はいじめっ子なの！」

「まあ、そうだな」

　俺はいじめっ子だ。

　そのことを否定はしない。

「さて、出発するか。朝飯は昨日の残りでいいか」

「あれ、美味おいしいから賛成なの」

　そして、昨日散々いじめたことも、食べ物の話題をふれば、すぐにそっちへ興味が向いて忘れる。

　グレンも全裸のまま、外に出て肉を貪る。

　そういう姿も綺き麗れいだ。

　美少女と野性的な行為の取り合わせが妙にエロく感じた。

　俺もグレンに合わせて、全裸で肉を貪る。

　すごい解放感だ。

　まるで、野生に帰ったかのよう。

　ふむ、せっかく二人きりだし出発前にもう一発していくか。

　子ギツネを食べてしまおう。

　なにせ、今の俺は野生の獣なのだから。




　　　　◇




　出発前に俺は、赤竜人族と親交があるとある種族に変装し、グレンはキツネ姿になっている。

　いよいよ、鉄猪族の里についた。

　そこは情報通り、赤竜人族に支配されている。

　赤竜人族が我が物顔で歩き、空には竜が舞っていた。

　俺はほくそ笑む。

　奴やつらは俺の家族に手を出した。

　己を最強だと思っている、馬鹿なトカゲどもには地獄を見せてやるとしよう。







[image: 第十六話：回復術士は変装する]







　鉄猪族の村はもう目の前だ。

　一足先に俺一人で斥候をしてある。

　上空には赤い飛竜が我が物顔で飛び交っており、鉄猪族たちは首輪を着けられ、奴隷のように働かされていた。

「じゅるり、飛竜、美味おいしそうなの。竜のお肉食べたいの」

「あれ、うまいことはうまいが、普通の牛とかのがうまくないか？」

「味はそうなの！　でも、いっぱいエネルギーが詰まっていてじゅーしーなの。神獣力が滾たぎるの」

「そういうものか。これからの展開次第では腹いっぱい食えるかもな」

「楽しみなの、全面戦争を望むの。血で血を洗う殺し合いでお肉たくさんなの！」

「一応言っておくが、それは考えうる最悪だからな」

　竜を見て美味しそうなんて思えるのはグレンぐらいだろうな……普通は怯おびえる。

「……なんというか、もう赤竜人族の連中は占領していることを隠す気がないな」

　それだけ、現魔王政権が舐められているということ。

　実際問題として、現状ではまだまだイヴ政権の地盤は不安定だ。

　各地で小規模な反乱や暴動の火種があり、なんとか必死に抑えている状況。

　赤竜人族を駆除するために戦力を派遣しようものなら、各地の押さえが利かなくなり、一気に様々な問題が噴出する。

　あるいは、魔王城そのものが落とされるかもしれない。

　魔王が持つ絶対順守の命令は非常に強力ではあるが、絶対ではない。

　もし、俺が魔族で魔王を殺すのなら視界外から一撃で命を刈り取る攻撃手段を用意する。命令というものは声が届く範囲内でなければ使えないのだから。

　まあ、イヴがその気になれば神鳥を呼び出してすべてを屠ほふるのだろうが。それは後一度が限界の禁じ手中の禁じ手。

（だが、浅知恵だ。……圧倒的に強い個というものを警戒しなさすぎる。そう、俺のような）

　勇者、魔王、そういう規格外はただ一人で戦況を変えてしまう。

　大規模な戦力の派遣など必要がない。

　俺一人で、赤竜人族の占領から鉄猪族を解放してみせよう。

「ご主人様の姿かっこいいのー」

「そうか？」

　俺は今、【改良ヒール】で姿を変えている。

　その姿は黒亜竜族。

　いわゆる上位種のリザードマンであり、〝条件付き〟で竜を名乗ることを許されている一族。

　赤竜人族にとって黒亜竜族は奉仕種族。いわゆる子分だ。

　その特徴は、蜥蜴とかげの尻尾と黒い角。それ以外はほとんど人間と変わらない。

　黒亜竜族を選んだ理由は三つ。

　一つ、赤竜人族にとって親しみがある種族であること。

　二つ、奉仕種族であるが故に舐なめてかかってくれること。

　三つ、黒亜竜族のとある風習が、鉄猪族の村を訪れる理由として都合がいいこと。

　門の前までやってきた俺とグレンを見て、門番たちが駆け寄ってくる。

　赤竜人族の男は全身が赤く硬い鱗うろこに覆われ、顔は竜そのもの。地面につくほど長く、太い尻尾が特徴的だ。

　二メートル以上の巨体で横幅も相応。だが、デブというわけじゃなくがっしりとしている。最強の魔族の一角と呼ばれるのも理解できる。

　また、女は違う容姿らしい。……そうであって欲しいところだ。さすがの俺も二足歩行の蜥蜴に欲情はできない。

　せっかくの復ふく讐しゆうなのに、女を犯せないのでは盛り上がりに欠けてしまう。早く美人揃ぞろいという赤竜人族の女に会って安心したいものだ。

「黒亜竜族の若造か、なんのようだ？」

　黒亜竜族の姿をした俺を見る目には侮蔑があった。それを隠そうともしない。

「はっ、竜の証あかしをいただきに」

「おまえらは大変だな。竜を名乗るにも俺らの許可が必要なんだから」

　二人の門番が笑う。

　黒亜竜族の風習。それは、赤竜人族に証をもらうこと。

　黒亜竜族は蜥蜴だ。竜を名乗ることなどおこがましいと竜族の連中は考えている。

　そのため、黒亜竜族は成人すると、その力を赤竜人族に示し、合格すれば竜の証がもらえる。

　その証があって初めて竜の戦士を名乗ることができる。

　この儀式を竜の儀と呼ぶ。

「偉大な赤竜人族にどうか私の力を見ていただきたいのです」

「なら、フランラッハにいきゃいいだろ。なんで、わざわざこっちまで来たんだ？」

　フランラッハは赤竜人族たちの国だ。

　黒亜竜族が竜の儀を受ける場合、そちらに行くのが道理であり、わざわざ占領先に訪れるのはおかしい。

　その理由も用意してある。

「ヒセキ将軍に憧れているのです。もし、私が竜の儀を受けるなら、ヒセキ将軍にと思っておりました。フランラッハに向かったところ、こちらにいらっしゃると伺い、ここまで足を運びました」

「ほう、ヒセキ将軍に憧れるとは見どころがあるじゃねえか。……だがな、あの方は忙しい、てめえらみたいな劣等種にいちいち付き合ってらんねえんだよ。まあ、心意気は買うぜ。特別に騎士団の奴らに頼んでやるよ」

　よし、これですんなりと村に入れる。

　最低限の目的は果たした。

　だが、あくまでこれは最低限。

　俺はがめつく行く。

「お言葉ですが、私はどうしてもヒセキ将軍にお願いしたいのです」

「わかんねえやつだな。てめえごときと会っている暇はねえって言ってるだろうが」

「ごとき……ではないとしたら。私は腕に自信があります。誰にも負けたことがありません」

「蜥蜴どもで一番だからなんだって言うんだ？　俺らは竜だぞ。兵士の俺ですら、蜥蜴の一番より強いぜ」

「なら、あなたより強いと証明すれば、ヒセキ将軍に会わせてもらえますか？」

　門番たちの機嫌を損ねた。

　そうだろうな、たかだか蜥蜴と見下している種族が、竜である自分に楯たて突ついているのだから。

「いい加減にしろ。口でわからないのなら、体にわからせてやろうか」

「それで、私の実力を理解してもらえるのなら」

　完全に赤竜人族の門番がブチ切れた。

　騒ぎを聞きつけて、門の近くに住民たちが集まってきている。

　いい感じだ。

「たかが蜥蜴風情がよく吠ほえたっ！」

　門番が剣を抜いた。

　巨きよ躯くに似合う分厚く長い大剣。しかし、ろくに研いですらなく叩たたき潰すことしかできないもの。

　人間なら持ち上げることすらできない、そんな剣を軽々と振ってくる。

　それも重力を味方につけた振り下ろしではなく横よこ薙なぎ。凄すさまじい筋力。

　剣速も規格外……だが、モーションが丸見え。

　剣が振られる前からこちらは攻撃を予測して動けている。こんなものに当たるほど間抜けじゃない。

　ぎりぎりまで腰を低くしての突進。

　頭上を超速で剣が通り抜けている。

　この状況で、門番は笑っている。鱗が光を放った。

　なるほど、赤竜人族の鱗は鋼鉄に勝る硬度がある。それを魔力で強化したのだから鉄壁だと考えているのだろう。一流程度の剣士なら歯が立たない。

　それでも俺なら剣に魔力を集めた一いつ閃せんで断ち切ることができる。

　だが、それは美しくない。

「【発勁】」

　剣は抜かなかった。踏み込み、腰を入れ、全身の捻ひねりを連動した掌しよう底ていを放つ。

　そして、その衝撃と気を表皮ではなく中に浸透させる。

　見た目上、門番にはなんの変化もない。

　しかし、この技は内部破壊の技。衝撃と気が内臓を蹂じゆう躙りんする。

「ぐほっ」

　門番が悶もん絶ぜつし、膝をついて血の混じったゲロを吐いた。

　そして、痙けい攣れんして動かなくなる。

「俺は強い。わかってもらえましたか？」

　返事はない。

　いや、できないのだろう。

　それほどまでに、今のダメージは深刻だったようだ。

（手加減してやったんだが、まだ不十分だったか）

　もう一人の門番を見るが、パニックになっていて、まともに話せそうにない。

　周囲を見ると、どんどん騒ぎが大きくなっていく。

　そして、人だかりのなかから騎士鎧よろいを纏まとった赤竜人族が現れた。

　ひと目見てわかる。門番連中とは格が違う。

　人間で言えば、三英雄のような独特の空気を纏っている。

「これはいったいどういうことだ？　門番、答えよ」

「はっ、はい、実は……」

　もうひとりの門番が一瞬で立ち直る。そうさせるだけの不思議な威圧感が彼にはあった。

　門番は今までの経緯を、そのまま話す。

「そういうことか。とんでもない不祥事だ。たかだが、蜥蜴に我ら誇り高き赤竜人族が負けるとは。この汚点、放ってはおけない。そこの蜥蜴、望みを叶かなえてやる。このヒセキが相手をしてやろう」

　やはり、この男がヒセキか。

　赤竜人族の英雄にして、制圧の指揮を執った将軍。

「ありがとうございますっ！」

「礼だと？　勘違いしないでほしい。君がすべきは命乞いだ。本来、竜の儀は力を試す場だ。我々は遊んでやる、そういうつもりでやっている。だが、貴様は我ら赤竜人族の誇りに泥を塗った。私が行うのは蜥蜴ごときでは竜に敵かなわないことを見せつけるために行う処刑だ」

「それでも、ありがとうございます。あのヒセキ様と手合わせができるとは」

　ヒセキが戸惑った表情を作ったあと、それを侮辱だと考えて表情を歪ゆがめ、その表情すら一瞬で消えた。

　なるほど感情の自制ぐらいはできるか。

　これで最低限の目標を達成ではなく、目標の完遂にたどり着いた。

　今回はただ鉄猪族を解放して終わりではない。

　赤竜人族の取り込みが必要だ。

　そのためには、赤竜人族の首脳部に近づいて籠絡しないといけない。

　この茶番は、そのためにある。

　……そうだな竜の誇りとやらを大事にしているようだし、それを逆手にとってやろう。

　衆人環視の処刑とやらで、蜥蜴如ごときに竜の英雄が敗北する……そんな耐え難い屈辱の直前で、負けてやると言えばどんな条件でも呑のむだろう。

　俺はこういう誇りだの、なんだの言って偉そうにする奴やつらが大好きだ。自分が負けるはずがないと思いこんでいる世間知らずも。

　その誇りとやらを踏みにじったときの反応がとても笑える。

　きっと、このヒセキとやらも俺を最高に楽しませてくれるだろう。

　遠慮はしない。俺の友人である鉄猪族たちを苦しめてるのだ、彼らだって苦しみ悶もだえなければおかしいではないか。
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　俺の目的を再確認する。

　なるべく被害を出さずに鉄猪族を救う。

　魔王すら凌りよう駕がする強さを得た今の俺であれば、真正面から、この村を占領している赤竜人族を皆殺しにできる。

　ただし、そんな真似まねをすれば鉄猪族にも多数の被害者が出てしまうだろう。

　こういう連中は少し劣勢になるとすぐに人質を使うのが相場だ。

　まあ、人質を取られたところで俺がどうこうなるわけではないが、それでもなるべく被害を出さないという方針に反する。

　俺はかつて故郷の村人たちを救えなかった。そんな愚かな真似を繰り返すわけにはいかない。

　ならばこそ、少々面倒な方法をとる。

　さらに言えば、赤竜人族を追いやるだけでは意味がない。

　なにせ、赤竜人族の次を反魔王連中が送ってきて再びこの地を制圧してしまうことも考えられる。

　ようするに、見えている敵だけではなく、さらにそこに指示を出している連中を見つけなければならない。

　その第一歩として、赤竜人族の英雄、ヒセキ将軍と対たい峙じしている。

「ふむ、それなりにやるようではあるな。まあ、トカゲにしてはだが」

　物理的にも精神的にも赤竜人族の将軍ヒセキは見下ろしてくる。

「胸をお借りします」

　偽りの憧れを目に宿し、剣を構える。

　目的のために注意しないといけないことがある。

　ヒセキに勝つのではなく、彼に気に入られなければならないということ。

　ヒセキに気に入られることで、赤竜人族の中枢に近づき、さらにその上にいる何者かと接触しなければならない。そうすれば、犠牲者を最小限にできるだろう。

（気に入られるってのは厄介だ）

　勝てばいいというわけではない。むしろ負けたほうがいい。

　勝ってしまえば、相手の面目を潰してしまう。それを喜ぶ相手は稀まれだ。

　ベストは、こちらの力を認めさせつつ、負けること。

　審判役をかって出たヒセキ将軍の部下が大きく息を吸い込んだ。

　そして……。

「はじめっ」

　その合図を皮切りに勝負が始まった。




　　　　◇




　ヒセキ将軍の得物はハルバード。

　槍やりに斧おのの刃を取り付けたような武器。

　もともと二メートルを超える巨躯の赤竜人族用だけあって、四メートル近い、その長さで剛性を確保するために太さも凄まじい。

　重量は二十キロ近くあるだろう。

　槍特有のリーチが長い突きが放てる上、斧の刃があるからこそ斬撃が可能。

　ただでさえ強力な斧の一撃が、長さによる遠心力と重量でとんでもないものになるのは特筆すべき点。

　……と、利点だけを書けば素晴らしい武器に思えるのだが、重い上に、先端に重量が集中するためひどく扱いにくく廃れてしまった。

　ようするに実用性にかける。

（その、はずなんだがな）

　重く、扱いにくい。

　それを竜人特有のあり得ないほどの筋力と、鍛え上げた技術により、利点だけが強調されている。

　ああ、強い。

　普通、これだけ身体能力に恵まれていると技をおざなりにしがちだが、彼はそうではない。前世も含めて、俺が出会った武人の中でも十指に入るほどの技量。

　突きと斬撃、攻撃パターンが多すぎて読み切れない。

　防御するので精一杯だ。

「ほうっ、我が槍を受けるか。キリグ程度では勝てぬわけだな。少々、本気を出してやろう」

　キリグというのはさきほど倒した門番だろう。

　音速を超える薙ぎ払いをバックステップで躱かわすが、ソニックブームで皮膚を裂かれる。

　さらに奴は踏み込みつつ、横回転のエネルギーを縦回転に変換して、ハルバードで斧部分を使った振り下ろしなんていうふざけた真似をしてくる。

　速い、今の俺では躱せない。かと言って受ければ受けた剣ごと真っ二つ。

（ちっ、黒亜竜程度の身体能力じゃ、きついな）

　黒亜竜族の枠内で最高クラスの身体能力と魔力にスペックを抑えて戦っていた。相手に疑問を抱かせないためだ。

　とは言っても、甘く見すぎたかもしれない。

　赤竜人族と黒亜竜族ではあまりにもスペックが、生き物としての格が違いすぎる。

　まったくもって面倒だな。

　俺は剣を鞘さやに納めた状態で左腕に添えるようにして受けて、右腕で支え、角度をつけた。同時に、黒亜竜相応の全力で身体能力を強化する。

　角度をつけたおかげで衝撃が分散されてなお、すさまじい衝撃、鞘が紙細工のように砕け、次に刀身、さらには肉を引き裂き、骨でようやく止まり、滑って地面にめり込んだ。

　激痛、だが慣れている。隙など作らない。

　逆にヒセキはこれで決まらなかった経験がないのか、思考に空白ができている。

　その隙、突かせてもらう。

　踏み込みつつ、温存した利き腕をヒセキの喉元に向けて伸ばす。

　剣は失った。

　なれど、黒亜竜族としての体には爪がある。

　カウンターで、黒爪がヒセキの喉に突き刺さり、折れた。

（……まあ、こうなるよな）

　赤竜人族の鱗うろこを貫けるとは思っていない。

　重要なのは力を見せること。

　たとえ、ダメージを与えられなくとも、急所に一撃を加えたという事実を残した。

　ヒセキの瞳、その瞳孔が爬は虫ちゆう類るいじみたものに変わる、これはまさか、竜化の前兆!?

（もう、身体能力制限なんて言ってられないか。蜥蜴とかげの力で竜相手に挑むなんて、自殺行為だ）

　だが、それは杞き憂ゆうだったようだ。

　すぐにまた将軍らしい勇猛さと知性を併せ持ったものに変わる。

　追撃はこない。

「我が渾こん身しんの一撃で死なぬどころか、一矢報いたか。なるほど、貴様は蜥蜴ではなく竜だ。認めよう、竜の儀はここになされた。このヒセキが竜と名乗ることを許す」

「ありがたき幸せ」

　腕から血を垂れ流しながら、膝をつき、頭を垂れる。

　真の武人であれば、一太刀浴びせれば力を認めてくれると思っていた。

　……もし、そうじゃなかったら黒亜竜族の枠内の全力なんていうお遊びをやめて、本気を出して叩たたき潰すところだ。

「名乗ることを許そう」

「ホニミと」

　偽名を使う。

　ケヤルガという偽りの名を捨てて、ケヤルに戻ったばかりだというのに、また名を偽るとは。そういう星のもとに生まれたのかもしれない。

「ホニミ、ふむ。竜となった祝いだ。今宵こよいの宴に参加することを許す。おまえたち、ホニミを治療してやれ」

「「はっ」」

　赤竜人たちが塗り薬を傷口に塗りたくり、布を巻き付け添え木で固定した。

　ひどく雑に見えるが、再生力が高い種族であればこれで十分。

「坊主、なかなかやるな」

「蜥蜴にしておくには惜しいぜ」

「あのヒセキ将軍に一発当てるとは、驚きだよ」

　赤竜人族の兵士たちが褒めてくる。

　力こそがすべての種族らしく、力さえ見せればある程度認められるらしい。

　その筆頭たるヒセキが微笑ほほえみかけてくる。

「宴までは兵舎でゆっくり体を休めるといい」

　あたりがどよめく。それだけ、赤竜人族の宴に蜥蜴が参列するのは特別なことなのだろう。

　彼の器の大きさがよくわかる。

　だが、なぜだろう？

　一瞬、ほんのわずかにヒセキからクズの匂いがした。

　あまりに多くのクズどもを見てきたせいか、そういうクズを感じる第六感を手に入れた。いくらクズが完璧に猫をかぶっていてもわかってしまう。それは理屈じゃない。

（警戒はしておこう）

　これだけの武人がクズとは思いたくないのだが……。この感覚が間違いだったことなどたった一度もないのだ。




　　　　◇




　突貫で作られたと思おぼしき兵舎で休ませてもらう。

　左腕の痛みがさきほどから煩わしい。

　ありがたいことに個室だ。

　ベッドに腰かけ、周囲に気配がないことを確認する。

「グレン、姿を変えていいぞ」

「りょーかいなのっ！」

　子ギツネが宙返りして、美少女になる。

　グレンは今回、大事な助手であり、戦力でもある。だからこそ、ただのペットと思わせておきたい。

　さて、次は俺のメンテだ。

「【回復ヒール】」

　左腕から痛みが消えた。

　うっとうしいが、腕を固定する布は外さない。いきなり怪け我がが治れば怪しまれる。

「ご主人様、あんな雑魚相手に、情けないの！」

「今の俺は黒亜竜なんだから、あれが限界だ」

　あれ以上、身体能力と魔力を見せれば怪しまれる。

　亜人、魔族というのはほとんど、初期能力は高いがレベル上限は低いという性質上、種族ごとに強さの上限がわかりやすい。

　力のばらつきが大きい人間とは違い、強すぎる存在は違和感を与えてしまう。

「ちまちま面倒なの。ご主人様なら、もっとぱぱーって、皆殺しにして終わらせるはずなの」

「ケヤルガならそうしただろうな。だが、俺はケヤルだ」

　ケヤルガは復ふく讐しゆうを果たすことが第一だった。

　だけど、今の俺はケヤルに戻った。復讐には囚とらわれない。

　ならばこそ、やりたいようにやる。助けたいと思ったからこそ、それを第一にする。

　面倒でも、犠牲の少ない道を選びたい。

「むう、まあ、いいの。でも、そういう危ないのは止めてほしいの。心配するの」

「よっぽど、グレンのほうがらしくないな。俺の心配をするなんて」

「むう、グレンがご主人様の心配をするのは当然なのっ！」

「美味うまいものを食わせてもらえるからか？　それとも気持ちよくしてくれるからか？」

　グレンは可愛かわいいキツネだが、打算的だ。

「むうっ、違うの。ご主人様が好きだからなのっ！」

「そうか、うれしいことを言ってくれる」

　抱き寄せて、頭を撫なでてやる。

「はははっ、愛ういやつめ」

「やー♪　グレンとご主人様はらぶらぶなのー♪」

　頬ほおずりをしてくる。

　これはいいな。
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　こういうのは少女形態でもいいが、子ギツネモードでもぜひお願いしたい。

　いつまでもこうしていたいが、そうも言ってられないらしい。

　グレンを投げ飛ばす。

「ぐへっ、ひどいの」

「来客だ、さっさとキツネに戻って隠れろ」

　ぶうぶう文句を言いながらも、グレンは子ギツネに戻り、しっかり魔力を隠す。

　感性のままに生きているように見えて、グレンはそつがない。

　だからこそ、安心して今回連れてこられた。

　その来客はノックもせずに、いきなり部屋に入ってくる。

「怪我はどうかね？」

　さきほど戦ったばかりのヒセキ将軍が現れる。

　見舞いに来てくれるとは意外だ。

「だいぶ良くなりましたよ」

「大した再生力であるな。さすがは蜥蜴、尻尾のようにすぐ生え変わるというわけだ」

　少し、毒があるように感じたのは気のせいだろうか？

　わざわざ奉仕種族の見舞いにくるようなできた人物だ。そんなはずはない。

　いや、さきほどクズの波動を感じたな。

　こういうやつだからか？

「さすがに尻尾と同じようにはいきませんよ。わざわざお見舞いに来てくださったのでしょうか？」

「いや……礼をしようと思ってね」

「礼、ですか？」

　次の瞬間には腰かけていたベッドに押し倒され、上着を引きちぎられていた。

「よくも、恥をかかせてくれたなっ」

　ああ、うん。

　そういうことか。

「蜥蜴ごときが私に傷をっ！」

　彼が指さした首の鱗はわずかだが表面が削れていた。

「皆の前で、大恥だ!!」

　その剛腕で頬を殴りつけられた。

　唇が切れて血がこぼれる。

　あの場では、寛容な大人物を演じていたが、内心ではひどく不愉快だったのだろう。

　それはそうだ。

　下等だと見下していた種族に、よりにもよって赤竜人の中でも頂点に位置する自分が一撃をもらったのだから。

　だが、そういう態度をとることができなかった。彼には将軍という立場がある。

　ならばこそ、器の大きい男を演じてみせた。

「武人の立ち振る舞いは演技で、ただの小物だったのか」

「私は武人だよっ！　蜥蜴以外はそう言う！」

　彼が俺が一人になってから襲った理由はわかった。

　だが、わからないことが一つある。

「なぜ、服を脱がす」

「ぐひひひひっ、私は、男のほうが好みだっ。赤竜人族の男は鱗うろこが硬くていかんのだよ。その点、蜥蜴とかげは柔らかくていい」

　なんだ、ただの男好きか。

　なぜ、俺はこういう特殊な性癖の相手に好かれるのだろう。

　へんなフェロモンでも撒き散らかしているのかもしれない。

　まあ、だからと言って相手してやるつもりはない。

　俺の性癖はいたってノーマルなのだから。

　さて、どうしたものか。

　俺の予定では、適当に取り入りつつ、指揮系統を把握、必要に応じて、頭を弄いじるつもりだったのだが。

　とにかく流れに身を任せてみよう。

「やっ、やめてくれ」

「私に憧れていたのだろう！　光栄に思いたまえ！」

　普通ならズボンを脱ぐところだが、なんと勃起したアレがズボンを突き破った。

　うわぁ、赤竜人族のアレって棘とげがついているのか。

　猫などにある、返しで抜けなくして確実に相手を妊娠させるためのもの。

　メタリックな色合いで凶悪だ。

　……赤竜人族の女性器は鉄で出来ているのだろうか。

　あんなものでケツを掘られたら、腸がズタズタに切り裂かれる。

「やめろっ、そんなので掘られたら、死ぬ！」

「ははは、蜥蜴のケツ穴は使い捨てにするものだろう！」

　こいつ、常習犯か。一体どれだけの黒亜竜族が犠牲になったのだろう。

　ケヤルガ時代なら、復讐ポイント制を採用しており、やられたらやり返す方針ではあった。

　それに従うのであれば、まずは掘られてから復讐する。

　だが、今の俺はケヤルだ。

　復讐するためとはいえ、一度掘られて、ケツをズタズタにされてからなんてする気はない。

「はあはあ、この高貴な竜が、蜥蜴を使ってやるぞっ」

　奴やつが腰を突き出す。

　その瞬間、根本から奴の怒張が切り飛ばされて宙に舞う。

　鋼糸を袖に仕込んであり、奴が俺のケツを掘ろうとした瞬間に男性器に巻き付けて切り飛ばした。

　いくら硬かろうと、魔術で超振動させた鋼糸の前では意味をなさない。なにせ、鋼鉄すらバターのように切断するのだから。

「がああああああああああああああああ、私のたくましく美しい怒張がああああああああああああああああああ」

　悲鳴を上げて、アレの付け根を押さえてのたうち回る。

　一瞬で傷がふさがり、出血が止まるあたりはさすがの再生力。

　だが、蜥蜴の尻尾のようににょっきり男性器が生え変わるなんてことはないらしい。

　俺は黒亜竜族の上限に設定した身体能力制限を解除、腹をけり飛ばす。

「ぐほっ、ぐはっ、げほっ」

　おとなしくなったところで、奴をうつ伏せにして押さえつける。

「無理やりはよくないなぁ」

「きっ、貴様ぁ、蜥蜴の分際でえええええええええええええええ！」

「その蜥蜴に組み伏せられているなんて、竜の面汚しだなぁ。そんなのが将軍なんて、何の冗談だ」

「よくも、抜かしたなあああああああああああああああ！」

　ヒセキの筋肉が肥大化する。それは力を込めたなんてレベルではない。

　竜化の兆候。赤竜人族の切り札。

　だが、そんな真似まねはさせない。

　首筋に毒針を打ち込む。

「があああああああ、ちかっ、力が」

　ここに来る前に、一匹、赤竜人族の斥候をばらして調べてある。

　こいつらの切り札である竜化は特別な魔術。

　彼らの血族のみが使える、血統魔術の一種。

　それにより細胞に隠された因子を励起させることで竜化が為なせる。

　繊細な魔術であり、万全な状態でないと使えない。少し、思考を鈍らせるだけでまともに使えない。

「竜になるんだろ？　どうした？」

「なっ、なぜだ、なぜ、私が」

「期待外れだ、何が竜だ。こんなのが誉れある赤竜人の名将ヒセキとはな」

　見下しつつ、さきほど切り落とした奴の怒張を拾い、【回復ヒール】を使う。

　切り離されたそれは血の流れが止まりすっかり萎えていたが、俺の【回復ヒール】であれば、限界以上に勃起させてやれる。

　おお、すごい。こんなえぐいバイブは見たことがないなぁ。

　俺の腕ほど太く、鋼鉄の硬度、そこらのナイフなんて目じゃない切れ味の棘。

　悪趣味な貴族の拷問用でも、これに比べれば可愛いものだ。

「放せ、放せええええええええええええええ」

「蜥蜴ごとき、振りほどけないのか？　本当に竜か？　実は蛇なんじゃないか」

「貴様あああああああああああああああああああああああ」

　いくら、赤竜人族であろうと、勇者かつ、いくつもの死闘を越えて人知を超越した力を得た俺の力を撥ねのけるなんて真似はできない。

　ただ、やはり旧魔王軍最強は伊達だてではないな、俺でなければ取り押さえるなどできなかっただろう。

　油断はできない。

「黙れよ。そうだ、ケツの穴が大好きなんだろ？　ほら、くれてやる」

　俺は右手で脈打つ、奴の男性器をケツ穴にぶち込む。

　ヒセキは男を掘るのは好きだが、自分が掘られるのは経験がないようで、肛こう門もんがまったく開発されておらず、特大サイズの怒張を受け入れる準備はない。

　それでも無理やり押し込むのだが。

「おほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ」

　とんでもない声がでた。

　汚い。

　あまりにも狭いところに無理やり棘付きの特大生肉バイブをぶち込んだものだから、棘で腸壁に傷をつけるだけでなく、肛門括約筋が断裂している。

　これで、一生ケツの穴が開きっぱなしで、クソ垂れ流し生活。

　可哀かわいそうに。

　まあ、男を襲うような奴だ。当然の報いか。

「ほら、おまえの大好きな、男同士のセックスだ。しかも、自分ので、自分のケツ穴を掘られるんだ。相性ぴったりだろ」

　ケツに突き刺さった、生肉バイブを出し入れし続ける。

「おごおおおおおおおうううう、おほおおおおおおおおおおおおおおおおううううううううう」

　もはやこれでは言語ではなく獣の鳴き声だ。

　血に腸液が混じったものが次から次へと流れでる。

　だが、奴の声には驚いたことに嬌きよう声せいが混じっている。

（こいつ、まじか）

　常人なら痛みで正気を保てないはずだ。

　だというのに喜んでいる。

　それどころか、根本から切り落とした肉棒は射精を始めた。

　とんでもないマゾだ。

　ぶっちゃけ、もう憂さ晴らしに壊して、それから洗脳するつもりだったのだが予定変更。

　洗脳というのは、実はかなりリスクが高い。

　かつてフレアをフレイアにしたように初期化であれば問題がないのだが、人格を残したまま【改良ヒール】だけで洗脳した場合、どこか不自然な人形臭さがでて、近くにいたものには気づかれる。

　人の心を操るというのはとても難しい。

　こいつをどうしたものかと頭を悩ませていたが、簡単な方法を思いついた。

「もっと気持ちよくしてやるよ。俺なしじゃ生きていけないほどの快楽を教えてやる」

　快楽の虜とりこにしてペットにしてやろう。

　ポシェットから、持ち歩いている媚び薬やくを取り出す。

　気化させて吸うだけで、貞淑な婦人でも自分からあそこを剝き出しにして、男を誘うような代物。

　それを注射で、首筋に注ぐ。

　こんなものを原液かつ、血管に直接注入されれば、人間なら一発で廃人確定。

　だが……。

「おほおおおおおおおおおおおおおおおう??　おほっ、おほほほほぅ??」

　さすがは赤竜人族、これでちょうどいいらしい。

　俺が手を止めると物欲しそうな顔をして、血まみれのケツを生肉バイブにこすりつけるように動かす。

「もっとおおおおおおおおおおおおおおおおお、もっとおおおおおお、私を、攻めてくれたまえ」

「いいのか、蜥蜴ごときにいいようにされて」

「いいですぅぅぅぅぅ、捨てるぅ、竜のプライド捨てるぅぅぅ」

「くくっ、あはははははは、ああ、腹痛い。楽しませてもらった」

　性的にはまったく魅力がないが、面白い生き物だ。少しはペットにする意欲が出て来た。

　いい感じに【改良ヒール】で、ケツ穴ファックに最適化した体にしつつ、さらに薬を増やす。

　もう、俺なしでは生きていられない。

　赤竜人族の英雄としては完全におしまいだ。

　これからは、ケツ穴中毒のヒセキとして生きていくしかないだろう。
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　ヒセキを教育してやった。

　もともとマゾの素質もあり、俺なしでは生きていけない体にするのは簡単だった。

　調教の結果、ケツ穴を派手にいじめられなきゃ頭がおかしくなるほどのケツ穴いじり中毒、並のいじめ方ではまったく満足できない。

　そんな状態にできたからこそ、【改良ヒール】の力業に頼らない自然な洗脳も容易だった。

　今では俺のことをご主人様と慕っている。

　そして、彼の傷は癒やしてやった。

　さすがに血まみれで宴に出れば、周りの連中が騒いでしまう。

　彼を教育している間に時間は過ぎ、宴の時間となってしまった。

「我が主、はぁはぁ」

　ペットになったヒセキが息を荒くしながら、宴の会場へ案内する。

　やつはもう俺の操り人形だ。

　俺の言うことならなんでも聞く。

　蜥蜴とかげ呼ばわりする奉仕種族、黒亜竜族の俺を見て、いぶかしげな顔をしている連中が多い。

　そんな連中をヒセキが睨にらみ、黙らせる。

　小間使いで、鉄猪族がこき使われているのが哀愁を誘う。

　宴の準備、赤竜人族の世話など忙しそうだ。

「こんっ、こーん、こやんっ！」

　俺のペットとしてグレンも同行している。

　ただのキツネを装っているので、こうしてキツネの鳴き声なんて似合わないことをしていた。

　ちなみに、俺はグレンとつながっているおかげで何を言っているのかわかる。

　今のは、『このご馳ち走そう食べていいの？』だ。

　竜の宴だからか、見ているだけで胸焼けしそうなほど、肉、肉、酒、肉、肉、酒とグレン好みのラインナップだ。

「開宴の挨拶を待て。一応、俺は行儀よくしないといけない」

　下等種族なのに特別に参加させていただいている立場であり、あまり反感は買いたくない。

「こやーん……」

　残念そうにしているグレンを見るのは心苦しい。

　あとで思いっきり食わせてやろう。

「おいっ、ヒセキ。わかっているだろうな？」

「もちろんです。我らが赤竜人族の長おさ、ラグナ様に紹介させていただきます」

　驚いたことに、わざわざ赤竜人族の長までが弱いものいじめに過ぎない鉄猪族の里の占領に出しゃばっていた。

　名将と呼ばれるヒセキだけでなく、長であるラグナまでもがわざわざ辺境の占領にくるなんて普通ならありえない。

「何を考えているんだ？　たかがこんな小さな里の占領に長まで引っ張ってくるなんて」

「たかがではありません。我々も生き残るために必死なのです。魔王が替わってから、迫害がひどく……このままでは縊くびり殺される。だから、行動を起こさざるを得なかった」

「それは本当なのか？　本当に迫害なんてされていたのか？」

　二つの意味でありえない。

　全種族でも最強と名高き赤竜人族に喧けん嘩かを売るなんていうのは自殺行為。命知らずもいいところだ。

　もう一つ、現魔王政権でイヴは、前魔王に与くみした種族への迫害を行わないよう指示を出した。

　俺と違い、イヴは優しい。あれだけ傷つけられてなお、相手を許すことで憎しみの連鎖を断とうとしたのだ。

「事実です。でなければ、こんなリスクは負わない。魔王が出陣するだけで、全滅してしまう。それでも、我々は生きるために戦っているのです」

　さきほども、この話を聞いた。

　どうやら、各地の反魔王勢力の蜂起は、激しい迫害に対抗するため行われたらしい。

　反魔王勢力はなるべく動きを隠蔽しつつ、各地で勢力を伸ばす。

　どうやら、鉄猪族以外の十種族、その村や里も狙われているらしい、占領して、人質を取り、脅してしまえば、金も物資も手に入り、なおかつ発覚までに時間がかかる。

　そして、万が一、反魔王作戦がばれれば、同時多発的に各地で派手に暴れる。

　魔王であるイヴがどこかの拠点に来れば、可能な限り時間稼ぎでその場にとどめ、他の勢力が首都に押し寄せて、中枢機能を破壊するという計画。

　魔王を倒すことは諦めている、魔王の絶対順守の命令はそれほど強い。

　それでも中枢機能を破壊すれば、政治の空白ができ、指示系統を失う。各地への支配が弱まる。そこで自由を手に入れることができる。

　だからこそ、複数の種族が協力し、どの種族がババを引いて滅ぼされても必ず、この状況を変えるという悲壮な覚悟で戦っているのだそうだ。

「もし、迫害がなければ反魔王運動はしないのか？」

「ええ、もちろんです。我々だって死にたくない。言葉だけで、どんな勇士も殺せる魔王は怖い。なにより、赤竜人族は誉れある戦いを望んでいる……できるのであれば、新たな魔王の名のもと、魔王軍の一員としてこの力を振るいたい。魔王軍最強の名を冠して、正義のために戦い、憧れの的だった。そんな我ら赤竜人族にとって、敗北者として、落らく伍ご者しやとして、反逆者として見られるのはひどく耐え難い」

　その言葉に込められた想おもいの深さは壮絶で、嘘うそだなんてまったく思えない。

　存在しないはずの迫害は起こってしまっている。

　考えられる可能性は二つしかない。

　一つは、イヴの命令を無視して、旧魔王に与した種族を迫害している連中がいたこと。

　十分それは考えられる。もともと今の十種族は先代魔王によって何十年も徹底的に迫害されてきた。その恨みは根深い。

　まあ、だからと言って、そんな馬鹿がいたら殺すが。

　もっとも恨みを持つはずのイヴが心の悲鳴を押し殺し許すと言ったのだ。彼女の想いを踏みにじることを俺が許さない。

　もう一つの可能性、それは魔王軍を名乗って何者かが迫害をしている。旧魔王軍の中で、権力を取り戻したいと考えている連中が、味方を増やすために、マッチポンプを行っていると考えればつじつまが合う。

（どっちにしろ、面白いことをしてくれるじゃないか。俺の恋人の夢と願いを邪魔するなんてな）

　真相を確かめるには、ここだけでは情報が足りない。

　反魔王連合の中枢に近づかないといけないと改めて認識する。

　そんなことを考えていると、お供を連れて一人の女性が現れた。

「あれが、赤竜人族の長か」

「えええ、我らが長、ラグナ様です」

　二十代前半に見える。

　赤い宝石のように美しい角が生えた美女。

　指導者に相応ふさわしい威風堂々とした立ち振る舞い。

　見た目だけじゃない、存在そのものが美しい。

　ああ、いいな、あれを味わってみたい。

　なにより、クズの匂いがしないのがいい。

　そのラグナが開宴の挨拶を始めた。

「我が同志よ。魔王様が討たれ、艱かん難なん辛しん苦くの日々が続きました……ですが、ようやく我らはここで新たな平穏を手に入れました」

[image: ]

　拍手と喝采が鳴り響く。

　今までの生活がよほど辛かったのか、涙を流すものさえいる。

「とはいえ、この勝利も平穏も仮初めに過ぎないのです。あの、偽りの魔王と悪名高き黒騎士に目をつけられれば、また迫害の日々に逆戻り……いえ、そんなものではすまない。我らは根絶やしにされるでしょう」

　黒騎士……俺はこんなところにまで名前が届くようになっていたのか。

「勝ち続けましょう。勝ち続け、真の平和を掴つかむのです。そのために、今日は思いきり英気を養うのです。乾杯！」

「「「乾杯[image: かんたんふ]」」」

　大号令。

　赤竜人族たちの心が一つになっている。

　苦しい今から抜け出すために、生き残るために、大事な人を守るために。

　この光景を見て、ようやく頭だけじゃなく心で理解してしまった。

　彼らはただ生きるために必死なのだ。

　それを理解してしまったからこそ、悩みができる。

　俺はいったい、何を討てばいい？

　かつて俺のミスで殺してしまった友のために、ただ鉄猪族の里を占拠した赤竜人族を皆殺しにして、見せしめに死体でも晒さらせばいいと考えていた。

　だが、本当の敵は彼らなのか？

　イヴの願いを、憎しみの鎖を断ち切るための決断を踏みにじった連中が彼らをそこまで追い詰めたとも考えられる。

　本当に俺が討つべきは、そいつらじゃないのか？

（ケヤルガのままじゃ、こんなこと考えなかっただろうな）

　気に入らなければ潰す、気に入れば愛する。

　そんなシンプルさこそがケヤルガの強さだった。

　ケヤルになって、失ったもの。

　でも……今はこれでいいと思える。

「おい、グレン。もう食べていいぞ」

「こやんっ！」

　肉の山に子ギツネが突進していく。

　そして、俺は。

「さあ、ヒセキ。予定通り、新たな従者として俺をラグナに紹介しろ」

「かしこまりました。我が主」

　答えを出すために、まずは自分の目と耳で確認することにした。

　どんな決断をするにしろ、考え抜き、ケヤルらしい、そして俺の女たちに誇れる、そんな道を選ぼう。

　そして、できるなら。

（あの、女がほしいな）

　新しい女を手に入れようじゃないか。

　赤竜人族を救うことになれば、その報酬としてちょうど良くもある。

　どうやら、ケヤルガからケヤルになっても、こういうところは変わらないらしい。

　赤竜人族の長、ラグナ。彼女がどうしようもなく気になっていた。







あとがき




『回復術士のやり直し⑨』を読んでいただき、ありがとうございました。

　作者の『月夜　涙』です。

　いよいよ、アニメが二〇二一年一月からスタートします。全話きっちり監修しておりますので、ファンの方は安心してご覧ください。

　また、九巻からはケヤルガが一つの覚悟をして、彼もまた変わりつつあります。十巻もお楽しみに。




　宣伝




　角川スニーカー文庫さんにて、「世界最高の暗殺者、異世界貴族に転生する」というシリーズを並行して連載中！

　道具として生きた暗殺者が、転生し自分と大事な人のためにその腕を振るう、そんな物語。

　とても評判がよく、好調なシリーズです。こちらも頑張っていきます。
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